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序章　僕には、どうにも分からない







「不当な裁判だ！」

　怒ど号ごうが、法ほう廷てい内の空気を揺ゆらした。

　アフリカの一国、ガーナ共和国。その首都アクラ……といっても、場所をすぐ頭に思い描えがける日本人は多くない。

　まして、アクラの第八法廷という言葉にピンとくる日本人はいないだろう。

　それはアクラのとある裁判所の開かずの間として、現地の人々からも忘ぼう却きやくされた場所。

　本法廷が扱あつかう事件。それは――戦争犯罪。戦争中に行われた違い反はん行こう為いへの裁きの場だ。

　アフリカで比ひ較かく的てき政情が安定しているこの国で、当とう該がい法廷は永らく閉ざされていた。

　過去を遡さかのぼっても法廷が使用されたのは数えるほどしかない。日本人が法廷の存在を知らないのも、当然と言える。

　しかし、その日。

　西せい暦れき二〇二五年五月二十一日。第八法廷は開廷していた。

　この法廷が使われること自体が異様だが、裁判の様子は輪をかけて異様だった。

　まず、アフリカの法廷であるにもかかわらず裁判官はアフリカ系ではなかった。白い肌はだに青い瞳ひとみ……アングロサクソンの容姿だった。

　第二に、法廷に設けられた申し訳程度の傍ぼう聴ちよう席せきに現地の人々が押おし寄よせ、すし詰づめ状態だった。その誰だれもが異様に興奮し、裁判官に向かって怒声を張り上げている。

　最後に、裁判にかけられた者の存在。

　被ひ告こく席せきで裁判官と対たい峙じしていたのは、日本人の少年だった。

　齢よわい十六ほどだった。やや甘あまみのある面つら構がまえをしていた。

　その髪かみはくせ毛だった。

　その背は平均並みだった。

　左手の甲こうには酷ひどい火傷やけどの痕あとがあった。

　その醜みにくい火傷を隠かくすよう、緑色の包帯を巻いていた。

　傍かたわらには弁護人はおらず、本人も別段気にしていない様子だった。

　意志の燃えたぎる目で、ただ真まっ直すぐ裁判官を見つめていた。

「静せい粛しゆくに」

　傍聴席から放たれる怒気を払はらうように裁判官が声を上げる。裁判官はそのまま被告席の少年へと言葉を放つ。

「人々を病に侵おかし、勢力を広げる異形の怪かい物ぶつ――病魔イル。この地上に病魔という存在が現れてから、常にあなた方戦闘医師メデイツクは人々の希望となり続けました。だからこそ、希望となるメディックが人々を欺あざむいてはならないのです」

　裁判官は手元の資料を捲めくり、一呼吸おいてから再び言葉を重ねる。

　電子化が進んだご時世に、あくまで紙の資料に拘こだわるのは、時代には流されぬという権けん威い付けのためだろうか。

「被告人、あなたはこの半年の間アフリカで続いた病魔との大規模戦争、俗ぞくに『アフリカ大戦』において、把は握あくできる限り四十五もの犯罪行こう為いを、悪意を以もつて行いました」

「ふざけるな！」

　鋭するどい矢のような一いつ喝かつが傍聴席から放たれる。

　身体からだを前のめりにし、一人の男が青筋を立てて叫さけんだ。

「お前ら世界保健維持軍ＷＨＦが戦略上捨てた村や町、そこに取り残された人々を救うため、彼かれは単身で命令違い反はんするしかなかった！　命令違反のメディックに薬を供給しないとＷＨＦが決定すれば、戦場で病魔に襲おそわれた我々を救うため、薬を確保すべく非合法の手段に頼たよらなきゃならなかった！　それを犯罪行為だと？　不当裁判だ！」

　男は係員によって退席させられるまで、少年の無罪を叫び続けた。

　裁判官は男が連れ出された扉とびらを冷ややかに眺ながめ、この簡易裁判――大規模戦闘後の混乱した情勢において速すみやかに事案の処理を図はかるため、手続きを簡略化した裁判形式――を山場へと動かす。

「被告人は、今までの裁判の中で挙げられてきた罪を認めますか？」

　法廷が一気に静せい寂じやくに包まれる。

　耳が痛くなるような無音が、ただ存在していた。

「――認めます」

　少年は視線を逸そらさず、はっきりと言い放つ。

「僕は裁判で挙げられた全すべての行為について、不法性を認にん識しきして行ったことを認めます。ＷＨＦが公式に立入禁止とした区域への侵しん入にゆう。非認可の薬物の闇やみルートでの入手。ＷＨＦの医いり療よう物資を最前線に回すため行った書類の偽ぎ造ぞう、身分の捏ねつ造ぞう、経歴の詐さ称しよう……どれも己おのれの意思でやったことです」

「よろしい。ならば判決に入ります」

　傍聴席からうめき声が漏もれた。

　裁判官は手元の閻えん魔ま帳ちようを確かく認にんし、冷れい徹てつに告げる。

「あなたの違い法ほう行こう為いは人命救助を動機としており、そこに一定の理解を示せます。しかし違法性を認識しつつ現場を乱したことは身勝手極きわまりない。人々の声に免めんじてメディックの資格剥はく奪だつまではしませんが、厳重な処しよ罰ばつは避さけられないものと断じます」

　よって、と言葉が続く。

「被告人――ヒデオ・ノグチのＢランクライセンスは剥奪。メディックの最低ランクたるＥランクとし、以降のランクアップを認めないものとします」

　判決の瞬しゆん間かん、傍聴席の怒号は最高潮に達した。殺せ、という言葉まで出てくる程ほどだ。

　この判決はそれほどまでの意味を持っている。

　病魔というクリーチャーが現れた世界において、メディックが活動できる区域はランクという制度によって制限されている。

　実力の乏とぼしいメディックが危険地帯で命を落とさないように、世界の命を守る組織たるＷＨＦが定めたシステムだが、その仕組みが今、彼の自由を奪うばい去る。

　最低ランクのＥでは世界での活かつ躍やくが大きく制限されてしまう。少なくともアフリカにて活動することは、今後一いつ切さいできないだろう。

　この判決は呪のろいにも似ていた。

　ノグチと呼ばれたメディックは、病魔を倒たおし人々を救う力を持っている。

　それなのに助けを求める声に応じられない。

　人々の命を救うために駆かけずりまわってきた彼にとって、この処しよ遇ぐうはどれほどの恥ち辱じよくを与あたえることだろう。

　少年に恩を覚えるアフリカの面々は、彼の無念さを分かち合った。

　そして、それを怒いかりへと昇しよう華かさせる。

　その怒りは凄すさまじく、裁判官として鎮ちん座ざするＷＨＦの者へ、暴力という形で向けられていたかもしれない。

　そうなる前に少年が動いた。

　物もの腰ごしはあくまで低い。裁判官に向けて一礼し、そのまま法廷を去ろうとする。

　不平を漏らさず、真っ直ぐに前を向いて歩きだす少年。

　そんな彼に、傍聴席にいた一人の子どもが声をかける。

「ドクトル！　ドクトル・ノグチ！　どこに行くの？　もうここに来てくれないの？」

　幼い子の口から漏れたのは、まだ拙つたない世界共通語エスペラントだった。

　ノグチと呼ばれたメディックは、不安げな目をしているその子に返答する。

「僕には、どうにも分からないよ」

　それは彼の偽いつわらざる心境だったはずだ。

　堂々とはしていたものの、自分のランクを落とされてしまってはメディック活動もままならない。

　ついでに言えば、ランクを失えばアフリカから強制退去だ。もうこの地を踏ふめなくなる可能性もある。

　子どもの瞳に涙なみだが浮かんだ。

　自分達たちの命を救ってくれた英雄ヒーローが負けそうになっている……そう思っての涙だった。

　号ごう泣きゆうまでの秒読みが始まりそうになる。

　刹せつ那な、当のメディックは言い放つ。




「だけど僕は終わらない。この世に病やみがある限り、僕は何度でも蘇よみがえる」




　紡つむいだ言葉は大声ではない。

　だが、魂たましいの誓ちかいは、他ほかの何よりも鮮せん烈れつに法廷に響ひびき渡わたった。







第一章　ＨＯＵＮＤＤＯＣ――対病魔特殊医猟部隊







「んで、問題のコンテナはどこから来たんだっけ？」

「インドだ。繊せん維い製品を運んできたらしい」

　日本三大貿易港の一つ、横よこ浜はま港こう。

　雄ゆう大だいに広がる海を抱いだく景勝地であることと、莫ばく大だいな金額が動く貿易戦略上の重要湾わん港こうであることから「金港」と呼ばれている。

　豪ごう華か客船から貿易船まで大小様々な船が行きかうこの港には、数多くの倉庫がある。

　十七歳さいの少年――野ノ口グチ英ヒデ雄オが向かっているのは、その内の一つだった。

　ヒデオの傍らには似たような年とし頃ごろの少年と少女が肩かたを並べており、彼ら全員白衣を着ている。

　それは単なる白衣ではなかった。

　化学繊維で紡がれた生き地じは体にしっかりと馴な染じみ、機動性を殺さずして防ぼう御ぎよ力りよくを上げている。その機能美から感じ取るべきは、戦場を生き抜ぬく創そう意い工く夫ふう。

　戦闘白衣ホワイトコートと呼ばれるこの装備は、戦闘医師メデイツクが任務に赴おもむく際に着用するものである。

　戦闘医師。

　それは戦うことで誰かの命を救う者。

　彼らが戦うべき相手は病の魔ま物もの……「病魔イル」。

　姿も大きさも様々なこの異形の化け物たちは、病原体を撒まき散らかして人々を病で侵し、人間を排はいして自らの生息区域を広げようとする。

　回復力にも秀ひいでており、通常火器で与えた傷程度ならすぐに治ち癒ゆしてしまう。

　病魔の戦せん闘とう力りよくは高い。一九九九年の初はつ接せつ触しよくから暫しばらく、人類は突とつ如じよとして発生した災さい厄やくに対して防戦一方だった。

　しかし、人類と病魔が戦うこと二十数年。人類は病魔と戦う術すべを手に入れていた。

　その戦う術を会え得とくし、病魔を倒して人々を守るのがメディックの務め。

　十七歳のメディック、野口英雄。彼もまた病魔と戦う術を会得した人間だった。

「インドか……。ジロー、最近あそこで新種の病魔が発見されてなかったっけ？」

　倉庫へと足を進めながらヒデオが問えば、ジローと呼ばれた長身の少年が、眉み間けんに皺しわを寄せる。

　短たん髪ぱつで野性を感じさせる風ふう貌ぼうだったが、同時に頼たのもしさを匂におわせる風ふう体ていだ。

「悪性麻痺種ポリオネイラの亜あ種しゆ『エンポリオ』だ。アジアとアフリカを中心に発生している麻痺種の中でも特に進化した病魔。保有する病原体の症しよう状じようは……えー……」

「筋肉麻痺が主な症状さっ。症状が現れたら二十四時間以内に治ち療りようワクチンを投とう与よしないと四し肢しの委縮が始まり、最悪の場合心筋にまで麻痺が進行してしまうさ」

　言いい淀よどむ彼の解説を補ほ佐さしたのはポニーテールの少女だった。任務前の真しん剣けん味みある表情の中に活発さを残し、彼かの女じよが歩く度にポニーテールが跳はね回まわる。

　くびれた腰こしに提さげてあるのは軍刀。メディックはそれぞれ戦闘スタイルに合った武装が許可されており、彼女――渡わた辺なべカナエの場合は柄えの金細工が美しい軍刀だった。

　同様に、短髪の少年――大おお村むら益ます二じ郎ろうが装着しているレッグホルスターではリボルバーが静かに出番を待っている。

　リボルバーの握り手グリツプに彫ほられたガラガラヘビの金属板は、これまでに浴びてきた病魔の返り血たいえきのせいで色がくすんでいた。

「解説ありがとカナエ。けど、インドの悪性麻痺種ポリオネイラはほとんど駆く逐ちくされたって話を聞いたばかりなんだけどな」

「ＷＨＦとインド陸軍による殲せん滅めつ戦せんが過去に二回実行されたが、何せ国土は広大だ。討うち漏らしがあっておかしくねぇだろ」
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「悪性麻痺種ポリオネイラには世界中の子どもたちが苦しめられてきたさ。みんなの努力で根絶の道が見えてきたのに、新型に巻き返されたら大変さっ」

　カナエという少女の言う通りだ。

　悪性麻痺種ポリオネイラは人間に対して高い攻こう撃げき性せいを持ち、特に生命力に欠ける乳幼児を狙ねらう傾けい向こうにある。

　今回インドで発生した亜種は、その傾向が更さらに強いとの報告も聞いている。

　多くのメディックが根絶へ向け動いたおかげで、実に悪質なこの病魔の生息地域も最も早はや数国といったところまで追いつめたのだ。

　血の滲にじむ努力を、亜種なんかに無む駄だにされるわけにはいかない。

「まだ貧困のイメージも引きずるインドだけど、軍事医療分野は冷戦の頃ころから力を入れている。そのインドが倒しきれない亜種なら、気合入れていかないとね」

「おい。まだコンテナに紛まぎれ込こんだ奴やつが悪性麻痺種ポリオネイラだって決まったわけじゃねぇぞ」

「わーかってるって。まぁ、どんな病魔が来たってやることは変わらないわけだし」

　目的の倉庫が見えてきた。ヒデオは緑色の包帯をした左手に目線を落とす。

　左手の甲に刻まれているのは醜い火傷。包帯がきつく覆おおい隠している。

「冬場の囲い炉ろ裏りと同じだよ。火を絶やすことなく、灰になるまで燃やし尽つくす」

　飄ひよう々ひようとした口調の中から突如として覗のぞかせる、業ごう火かのような激しい覚かく悟ご。

　言葉に込めた感情が伝わっていたのか、カナエが一いつ瞬しゆん口を噤つぐんだ。だが益二郎はヒデオをジロリと睨にらんでくる。

「テメェ少し火加減考えろよ？　この前は病魔ごと荷物を焼いて後始末にひと苦労だったんだからな」

「生あい憎にくだけど、そういう戦闘ことに火力を惜おしまないのが我々福島県民だ」

　ヒデオが茶ちや化かせば、益二郎は目を吊つり上あげる。

「反省ナシかこの野や郎ろう。任務終わったら覚えてろ会津出身ふくしまけんみん」

「上等だよ長州出身やまぐちけんみん。戊ぼ辰しん戦争の恨うらみ存分に晴らしてやる」

「戊辰戦争って、テメェが生まれるはるか昔の話だろ。どこまで粘ねん着ちやく質しつなんだ会あい津づは」

「その昔、長ちよう州しゆうっていう二百六十年以上に亘わたって徳とく川がわ幕府を恨み続けた粘着質がいてね」

「んだとゴラァ！」

「やるのかオラァ！」

　威い嚇かくし合うヒデオと益二郎。その横でカナエが呆あきれ顔がおで見つめてくる。




　病魔との大規模戦闘であるアフリカ大戦から一年。

　ヒデオの戦いの場は、アフリカから横よこ浜はまに移っていた。







　ヒデオたちが倉庫に入ると、鈍にび色いろの大きなコンテナを作業員たちが遠巻きにして囲んでいるのが見えた。

「おい、メディックが来てくれたぞ！」

　誰かが叫び、作業員たちが一いつ斉せいにヒデオたちの方を向く。

　ヒデオは彼らに近づき、戦闘白衣の左胸に記された部隊章を見せた。

「横浜検けん疫えき所しよより港の検疫を委い託たくされた民間医療会社ＰＭＣ、『ＨＯＵＮＤＤＯＣハウンドドツク』です。病魔の潜せん入にゆうの危険があるとの一報を受けてやってきました」

　検疫とは国内へ病原体や危険動植物が持ち込まれるのを防ぐ役割。

　更に病魔が蔓延はびこるこの世界では、検疫の重要な仕事として、荷物などに紛れ込んできた病魔の掃そう討とうが追加される。

　通常、国の設備を警備するのは国家専属のメディックの仕事だ。

　だがその数にも限界があり、いざという時に派は遣けんできなくなる可能性があった。最たる例がアフリカ大戦だ。

　大戦が激化したのはアフリカの国々が資金的な問題から国家専属のメディックを十分に確保しておらず、結果として病魔への対処が遅おくれ、増ぞう殖しよくを許してしまったのが一因とされている。

　この問題への反省から、戦後急速に数を増やしつつある業態があった。

　必要な時に必要な戦力メデイツクを派遣し、依い頼らいされた地域を救うメディックたちの集団。

　プライベート・メディカル・カンパニー、通つう称しようＰＭＣ。

　その規模は様々で、十数人程度のチームもあれば、大企業と比ひ肩けんする社員と財力を持つ会社もある。全メンバーが美少女のみで構成されたＰＭＣもあるとの噂うわさがまことしやかに囁ささやかれてもいる。

　財政難の国々は、条件の違ちがうＰＭＣの中から、安い金額で動いてくれるＰＭＣを探し、自国の衛生防衛に上乗せすることで病魔の侵しん攻こうを止めてきた。

　けれども横浜検疫所がＰＭＣに検疫を依い頼らいするのは財政難が原因ではない。

　理由は単純だった。

　それは、アフリカを去ったヒデオが日本で組織した、構成員たった四名の超ちよう極ごく小しようＰＭＣ『ＨＯＵＮＤＤＯＣ』の強さ故ゆえ。

　最初は弱小ＰＭＣだと軽かろんじられていたものの、病魔相手に一度の傷も負わず一年近く検疫を続けていれば周囲の見る目も変わってくる。

　事実、この日もヒデオが現れた瞬間、作業員たちの顔に安あん堵どの色が浮かんだ。

「問題のコンテナはそれですか？」

　ヒデオは小型トラックなら余よ裕ゆうで収納できそうな鈍色のコンテナを見上げる。

　耳を澄すませば、中で何かが動いている音が聞こえる。

「……離はなれて下さい」

　作業員にそう告げて、コンテナの前に居るのはメディック三人となった。

「カナエが開けて、ジローが仕留める。僕がバックアップ。いいね？」

　実に単純な指示。益二郎とカナエが無言で頷うなずく。

　それぞれ所定の配置につき、ヒデオがカナエに合図する。カナエは気配を殺しコンテナの扉に近づき、ロックを解除。一気に扉を開け放つ。

『ボォオオオオオォォッ!!』

　瞬間、待ち構えていたかのようなタイミングで何かが飛び出してきた。

　身みの丈たけはほぼ人間大。固体と液体の中間のような体はブヨブヨと収縮を繰くり返かえし、濁にごった白色の体液が体表をヌメヌメと光らせる。人間のような体つきをしているが、左半身が右半身に比べてやたらと肥ひ大だいしてアンバランスだ。

「これがエンポリオか」

　悪性麻痺種ポリオネイラの最終進化形と考えられている病魔が、眼前で蠢うごめく。

　そいつは倉庫から這はいずると、頭部にたった一つだけある赤く巨きよ大だいな目で、コンテナの最も近くにいたカナエを見つめる。

『ボォオオオオオオオオオッ！』

　蒸気機関のような叫びが倉庫に木こ霊だまする。

　どうやら、奴の中で最初の獲え物ものはカナエに確定したらしい。

　が、エンポリオが襲い掛かかる前に銃じゆう声せいが鳴なり響き、一つしかない目に穴が開く。

「対たい魔まワクチン弾だん頭とうだ。もう助からねぇぞ」

　益二郎の声が広がり、エンポリオは地面に崩くずれ落おちると、病魔持ち前の回復能力を発揮すること無く絶命する。眼球で炸さく裂れつした弾だん丸がん、その先せん端たん部ぶに埋うめ込まれた対魔ワクチンが回復能力を奪い去っていた。

　これが益二郎の十八番。周囲に一切の知覚を許さぬ早はや撃うち。

　今回は不意打ちだったが、たとえエンポリオが益二郎をあらかじめ警けい戒かいしていたとして、銃じゆう撃げきを回かい避ひできたかどうかは分からない。

　手にする拳けん銃じゆうはシングルＳ・アクションＡ・アーミーＡ『ラトルスネーク』。

　弾丸こそ最新の技術力で作られているも、銃自体は最も早はや骨こつ董とう品ひんと言っていいほど古い物である。

　旧式の銃でも、益二郎の磨みがき上げられた戦闘スキルなら病魔を狩かれる。

「一丁上がりだ。病原体は強いって聞くが、防ぼう御ぎよはさほど堅かたくねぇな」

「でも街に入り込まれたら厄やつ介かいさ」

　エンポリオの死し骸がいを確認するために益二郎とカナエが歩き出す。

　突如として感じる殺気。ヒデオは叫んだ。

「まだだ！　まだ中に居る！」

　その声に反応して二人が飛とび退のけば、たった今まで二人がいた位置へ四つの影かげが飛び、アンバランスに膨ふくれ上がった半身によって強きよう烈れつな殴おう打だを浴びせた。銃殺された一体とは別に、四体のエンポリオがコンテナに潜ひそんでいたようだ。

　回避が遅れていれば四つの拳こぶしで重傷を負っていただろう。

　一つの目で逃のがした獲物を睨み、猛たけるエンポリオ達。

　メディック側も態勢を整える。

「どうやらこれで全部のようだね。んじゃ、ジローが一体。カナエが一体。僕が二体で」

「了りよう解かいさっ！」

「おう」

　弾はずむ返事、気だるげな応答。二人がそれぞれの獲物ノルマへと向かっていく。

　ヒデオの眼前にはエンポリオ二体。敵の数が倍になるということは、単純に戦闘力が倍になるという話ではない。

　麻痺毒に加えて強烈な一撃を持つ相手に連れん携けいされたら、敵の戦闘力は二乗にも三乗にもなることだろう。

　が、ヒデオにとっては物の数ではない。

　この程度の敵に怖おじ気けづくなら、一年前のアフリカではやっていけなかった。

　エンポリオを前に余裕風を吹ふかせ、ヒデオは左手の包帯を解とく。

　火傷に侵された拳を露あらわにすると、ヒデオはその言葉を口にした。

「《黄熱病トリアージ》！」

　刹那。

　解き放たれた左手を炎ほのおが包つつみ込む。

　その炎の色は黄色。自然界において、危険を告げる警けい戒かい色しよく。

　これが「異能」。人類が病魔と戦う上で手に入れた想定外の力。

　病魔の発生以降、人類側でも不可思議な力を操あやつる者達が生まれだした。

　異能の発現は生来の才能に依い存そんし、異能の保持者は決して多くはない。

　また、異能にも様々な種類があり、戦闘に向かないものも多くある。

　それでも異能は病魔との戦いでは重宝し、異能使いはメディックとして活躍した。

　ましてヒデオが持つ異能は完全攻こう撃げき型がた。戦うために生まれてきた炎の異能。

　黄色い炎を生み出して敵を焼しよう却きやく処分する。

　それが、異能《黄熱病トリアージ》。

「遠路はるばる日本へようこそ。観光案内は必要かな？」

　黄おう炎えんをその手に宿しながら、ヒデオは対峙するエンポリオたちに呼びかける。

「行き先が決まってないなら、福島なんていかが？　僕の生まれ故郷なんだよ。焼き鳥が有名でさ、世界焼き鳥党っていうものまで結成されているんだ。この焼き鳥ってのがまた美味おいしくてね。焼き鳥片手に温泉を回るのはオツなもの……」

　病魔は人語を解さない。エンポリオの一体が、何か喚わめいている目め障ざわりな白衣野郎を殺してしまおうと考えたのか、そのまま襲い掛かってくる。

　次の瞬間、ヒデオはエンポリオ目め掛がけて左拳を突つき出だしていた。

　纏まとっていた黄炎が拳の勢いに乗って射出され、敵へと激げき突とつ。体を包み込み、外表から熱で破は壊かいしていく。

「……地じ獄ごく観光がご所しよ望もうなら最初からそう言ってくれればいいのに」

　断だん末まつ魔まの叫びを上げるエンポリオへそう言い捨て、ヒデオはもう一体を見る。

「大人しく観念するなら天国へ、抵てい抗こうするなら地獄への観光だ。ま、命が無いって点ではどちらも大差無いけどね」

　残された一体は瞬またたく間まに無残な姿にされた仲間を見つめる。そして喉のどの裏側を掻かき毟むしるような絶ぜつ叫きようを上げた後、ヒデオに向かって顔を突き出した。

　爛らん々らんとした眼球の下にある口が割れ、そこから長く鋭い舌が飛び出す。

　舌の先には鋭い針のようになっており、病原体を注入するのに適した構造をしている。

　長く伸のばされた舌は自由自在に宙を飛び回り、ヒデオを翻ほん弄ろうしながら隙すきを窺うかがい――一気に襲いくる。

　パシッ！

　舌がヒデオの喉のど笛ぶえを食い破るまであと数センチの位置。そこで刺し突とつが止められる。

　原因は右手。

　接触の前に、ヒデオの右手が舌を掴つかんで動きを封じていた。

『ボォオオオオゥ！　ボォォォオオオオオオォ！』

　舌を掴まれたエンポリオは懸けん命めいに舌を動かそうとするのだが、ヒデオの右手は舌に一切の自由を許さない。

「火傷で左手に麻痺が残っている分、補う右手は器用なんだ」

　宙をせわしなく飛ぶ羽虫すら射い抜ぬけそうな刺突も、ヒデオの動体視力は捉とらえていた。

　捉えるだけならば別の者にも可能かもしれない。そう、捉えるだけならば。

　だが、飛んでくる刺突を無傷で確保するとなると可能性を論じることも難しくなる。

　自じ慢まんするわけでもなく、ただ当たり前にそれをヒデオは平然とやってのける。

「……攻こう撃げき速度は他の悪性麻痺種ポリオネイラよりも格段に上がっているね。おそらく病原体も威い力りよくを上じよう昇しようさせている。絶ぜつ滅めつ寸前の状じよう況きようから、よくここまで能力を進化させたもんだよ」

　もがく舌を固く握り締しめて、ヒデオは病魔へと言葉を放つ。

「だけど、能力だけではこの世の中に立つことはできないんだ。能力を使いこなしてこその戦闘なんだよ……こんな風に、ね！」

　左手に宿された炎が形を変えた。握りしめられた拳からガスバーナーのような炎が飛び出し、それは三本の鋭えい利りな爪つめを構成する。

　右手での拘こう束そくを緩ゆるめず、掴んだままの舌へ向けて左手でアッパーカットを打ち込む。炎の爪は舌を串くし刺ざし、そのまま焼き切る。

　ただでさえ攻撃力が高い炎を爪状にして攻撃力を一点に集中させたことにより、無む駄だ無なく正確な破壊が可能となった一撃は、鋭い舌先を無傷のまま病魔の身体から切きり離すことに成功していた。

　今、ヒデオの右手には病原体の詰つまった舌先の刺突部位が握られている。

　採取された病原体を研究すれば、この新種の病魔の病原体に有効な治療ワクチンを作り出すことができる。多くの命を救う術が右手の中に宿った瞬間だった。

「これが僕の《黄熱病トリアージ》の力の一いつ端たん。自由自ステージ・在の炎フアースト――『黄金の落日イエローサンセツト』！」

　右手の中の物体を満足げに眺めたヒデオは、舌先を切り取られてもがいている病魔へと呼びかける。

「閻えん魔ま様さまによろしく」

　ヒデオは後ろ足で床ゆかを蹴けり、敵との間合いを一気に詰めた。

　突とつ撃げきの勢いを殺すことなく、矢をつがえた弓のように左ひだり肩けん甲こう骨こつを引き、エンポリオへと拳を放つ。

　舌を焼き切られた衝しよう撃げきから立ち直れていなかったエンポリオは、砲ほう撃げきの如ごとく打ち出されるヒデオの拳を顔面へ浴びることになった。

　火か炎えんの爪で串刺しにされ、体は一気に燃え上がる。

　今度は断末魔の叫びも上がることも無い。うめき声一つ許さぬ見事なまでの瞬殺がそこにはあった。

　左手に残った火炎を振ふり払い、異能を解除するヒデオ。

　周囲を見回すと、カナエが病魔を斬きり払うのが見える。ならばと益二郎の方を見れば、既すでに目に風穴を開けられた、命の抜け殻がらが転がされていた。

「……能力は強化されてやがったな。あくまで能力は、だが」

　射殺を終えていた益二郎が、敵の骸むくろに吐はき捨すてる。

「バカが。生まれつきの能力に頼りきりだからこうなる。いくら素す早ばやくとも戦略性の欠片かけらもねぇ攻撃なんぞに倒されてたまるか」

「まぁ、大量に乗り込まれたら厄介な相手ではあったよね」

　戦いの顛てん末まつを見届けたヒデオは、もう動かぬ病魔たちに告げる。

「だけどね。ここは横浜港。隣りん接せつするのは大都市横浜。ここに病魔の侵入を許せば被ひ害がいは甚じん大だい。僕たちは数えきれない命を背せ負おってここに居る」

　だから、とヒデオは続ける。

　病魔に言うのではなく、自分に言い聞かせるように。

「僕たちは負けない。どんな敵が来たって、どんな困難が襲い掛かったって、それを殴なぐり潰つぶして前に進む。それが特とく殊しゆ医猟部隊……ＨＯＵＮＤＤＯＣだ」

　胸を張ったヒデオの白衣、その胸にＨＯＵＮＤＤＯＣの部隊章が鎮座する。

　ギリシャ神話に登場する名医アクスレピオスは常に一頭の犬を連れていた。勇ゆう敢かんなる犬は主人の身に降りかかる災厄を耳と鼻で察し、時にはそれに牙きばを剥むいたという。

　ＨＯＵＮＤＤＯＣという名前もその犬に由来しており、人類を守る守護者である覚悟をチームに課している。ＨＯＵＮＤＤＯＣの部隊章であるメスを咥くわえた犬の意い匠しようは、闘とう争そう心しんと機動力の象しよう徴ちようだ。

　加えてＨＯＵＮＤＤＯＣのメンバーは、戦闘白衣の左ひだり肩かたにそれぞれ花か紋もんを入れることになっている。自分の心に最も響いた花を、メンバーとなる時に各おの々おのが選ぶのだ。

　ヒデオの左肩に咲さき誇ほこる花紋は梅。

　どんなに幹を傷つけられても、枝を折られても、春になれば満開の花を咲かせる生命力を持つ。

　またその実は青酸系の毒素を含ふくむ一方、古来より不治の病の薬として重宝されてきた。

　そんな梅の花言葉は「高潔」「忍にん耐たい」「忠義」、長いもので「その約束に命を賭として」。

　ヒデオは、この花が好きだった。




　　　◆




　ＨＯＵＮＤＤＯＣの事務所は横浜の街中にある。

　大正時代から続くレンガ造りの二階建て。家賃はべら棒に高かったが、時を越こえて味が出ている洒しや落れた外観には、値段に見合うだけの価値があった。

　メディックは他の医者と違い、病魔と戦うことで人々の命を救うが、人々の信しん頼らいが大切という意味では医者と変わらない。

　安さに甘んじてボロい事務所を構えれば、「この事務所は儲もうかっていないみたいだけど、ひょっとしてメディックの腕うでが未熟だから仕事が無いのでは？」と不安がられてしまう。

　メディックの本業は病魔との戦せん闘とうだが、ＰＭＣを開設するにあたって実際に重要になるのはこうした戦闘以外での気配りだった。

　残念ながらヒデオにはそのスキルが足りなかったが、幸いＨＯＵＮＤＤＯＣにはヒデオを的確にフォローできる人物がおり、今も事務所で皆みなの帰き還かんを待ってくれている。

　所いわ謂ゆる縁えんの下したの力持ちである。

　さて、エンポリオを掃討し終えたヒデオたちは事務所に戻もどる。

　事務所の扉を開ければ、柔やわらかな声が一行を出で迎むかえてくれた。

「おかえりなさい、皆みなさン！」

　そこには、美少女という大輪の花が咲いていた。

　明るい金きん髪ぱつはウェーブがかかり、肩の下まで緩やかに流れている。鼻び梁りようの通りの綺き麗れいさは竹の繊維のようであり、身に纏う空気は華はなやかながらも一いつ緒しよに居て落ち着ける。

　良家のお嬢じよう様さまと言われても通用しそうで、花が咲き誇る広大な庭を眺めながら、椅い子すに座すわってお茶と執しつ事じとの会話を楽しむイメージを抱かせる。

　豊満な胸、肉感的な体たい躯くだが、覚えるのは劣れつ情じようよりも整った美への畏い敬けいが先。

　メリー・ロゼッタ・ダージス。

　美に祝福されて生まれてきた彼女の名前。

　ＨＯＵＮＤＤＯＣの雑務全ぜん般ぱんを引き受けてくれており、無くてはならない存在となっている。

　彼女を見たヒデオはようやく肩の力が抜けた気がした。最近ではこの笑え顔がおを見ないことには任務が終わった実感が湧わかなくなっている。

　そんな彼女は、任務を終えた面々一人一人に声をかけていく。まずは女の子同士から。

「カナエ、怪け我がはしませんでしタ？」

「うん大だい丈じよう夫ぶ。いつも心配ありがとさっ♪」

　そうですカ、と柔らかに微笑ほほえんだメリーは次に益二郎を見る。

「ジロウ、頼まれていた資料の整理、やっておきましタ」

「出しゆつ撃げき前に頼んだものがもう終わったのか？　恐おそろしい女だ……」

　益二郎の少しだけひねくれた賞賛を笑顔で受け止めた彼女は、ヒデオの前に立つ。

「ご無事で何よりでス、ヒディ。ところでお帰りのちゅーはまだですカ？」

「ただいまメリー。今日は疲つかれてるからキスはまた明日でいいかな？」

「昨日もそう言われましタ。そしてまだちゅーしてもらってないでス。メリーはヒディのお嫁よめさんなのニ」

「メリー、僕ぼくは過去に色々なものを捏造して罰ばつされたけど、僕ですらここまで露ろ骨こつな捏造はしなかったと自負しているよ。そもそも僕はまだ十七歳で、結けつ婚こんはできないの」

　瞳ひとみを閉じて、可愛かわいらしく唇くちびるを突き出してくるメリー。

　毎日のように繰り返されるやり取りなのに、キスをせがむメリーの甘あまい誘ゆう惑わくは色いろ褪あせることなく飽あきがこない。だからこそヒデオは毎回、誘惑を拒こばむのに精神力を使う。今回もひと苦労だ。

　ヒデオがキスに応じないと分かると、メリーは頬ほおを膨らませた。それすらも愛らしい。

「もウ、どうしてメリーの気持ちに応じないのですカ。スエゼンですヨ、スエゼン！」

「メリー、何度も言ってんだろ。アプローチが悪いんだよ」

　そう言ったのは、意外にも益二郎。

　女性関係についてあまり噂が無い彼かれがこういう話に乗ってくることは、ヒデオにとって少々意外でもある。

「異能を見ても分かる通り、こいつは生まれながらの攻め手アタツカーだ。とかく攻めることに特化していて、難なん攻こう不ふ落らくの女の子を攻略するとなると燃え上がる」

「そう！　そうだよ！　絶対に手の届かない高たか嶺ねの花はなとか、あからさまに僕のことを嫌きらっている女の子とかを落とすってシチュ、まさに浪ろ漫まんだよね！　燃え上がるよね！」

　だが、と益二郎はヒデオを小こ馬ば鹿かにしたように笑う。

「狩りをする自分に酔よう反面、狩られそうな自分は嫌い。素す直なおに好意を伝えられると返答に窮きゆうして逃にげようとする。要は女の子をハントすることは乗り気になるが、相手にハントされるのは嫌いやだという自己中心的な性格。ガツガツとアプローチするのは逆効果だ」

「うぐ」

　痛いところを突かれてヒデオは言葉に詰まる。思い当たる節がないわけでもない。

「これくらい簡単に見破れる。テメェという男は実に底が浅い……」

「ぐぬぬ。長州のゲス野郎め……」

「へぇ。なんかヒデオの狩しゆ猟りよう本能って猫ねこみたいさ」

　恋こいバナは得手なのだろうか。カナエがニヤニヤしながら会話に参加してくる。

「私も昔猫飼ってたから分かるさっ。猫って狩猟本能みたいなのがあって、水とかエサを自分で獲とりたがるさ。水飲み皿には見向きもしないで、勝手に洗面所の蛇じや口ぐちを捻ひねって、『ボクはここからお水出るの知ってます！　ボクは自分でお水飲めるです！　どやぁ！』って振ふる舞まうのが、なんだか無理にガールハントしようとするヒデオみたいさ」

「僕は犬派だから、犬の話の方がピンと来るんだけど」

　などとヒデオたちがくだらないお喋しやべりに花を咲かせていると、メリーが不意に体を密着させてくる。

　ふにょん、という柔らかな感かん触しよくは、彼女の胸部の巨きよ大だい双そう丘きゆうよりもたらされていた。

「えへへ。お疲れ様さまでス。やっぱり皆が帰ってきてくれるとホッとしまス」

　その言葉に、ヒデオたちは顔を見合わせて照れたような表情を浮うかべる。

　今日は危なげなく勝ったが、病魔との戦闘は常に危険と隣となりあわせだ。一歩間ま違ちがった手順を踏めば、あっという間に地獄の一丁目へ行きついてしまう。

　いつものメンバーで笑い合える。これがどんなに大切なことか。

「さぁ、任務帰りの皆さんのために色々用意しておきましタ」

　メリーが艶つやっぽい表情になり、狼ろう狽ばいするヒデオに体重を預ける。ヒデオも男であるから嬉うれしいことに変わりないが、気を許せばあっという間にメリーの虜とりこになってしまいそうで怖こわい。必死で己おのれの劣情と戦おうとする。

「ヒディ、ご飯にしまス？　お風ふ呂ろにしまス？　それとも……お・きゃ・く・さ・マ？」

「え、えっと、まずはごは……ん？　ん？　お客？　お客様!?」

　色いろ香かに茹ゆだった頭に言葉の冷水がぶっかけられた。

「お客様来てらっしゃるの!?」

「応接室にお通ししてまス」

　ヒデオは応接室への扉とびらへと目をやる。

　あの向こうでお客様がＩＮＧ形で放置されている。

　にもかかわらず与よ太た話ばなしに興じていたなんて、もう失態どころの騒さわぎではない。

「応対しないと！　メリー、お客様ってどんな方？」

「メリーから見ても可愛い女の子でス」

「男としては嬉しい報告だけど、漠ばく然ぜんとし過ぎ！」

「メディックとして優ゆう秀しゆうな方でス」

「情報増えたけど、検けん索さく範はん囲いまだ広い！　もっとこう一発で絞しぼれるように！」

「お胸が小さいでス」

「お待たせしちゃってごめんね雷らい華か！　今日は何の用……あぅるるるるるるぅ!?」

　お客様が誰だれか把は握あくしたヒデオが応接室の扉を開けた瞬しゆん間かん、目の前で青白い閃せん光こうが迸ほとばしり、全身を痛みにも似た痺しびれが駆かけ巡めぐった。視野が白と黒に明めい滅めつする。

「ひーでーおー。私が何でキレてるか分かるかしら？」

　体の痺れが止やみ、ヒデオは一時的に自由の身になった。

　そこへ勝気な声が投げかけられるので、ヒデオはくらくらする頭を振りつつ必死で言葉を探す。

　視界が覚おぼ束つかないが、この声の主の姿は頭にはっきりと思おもい浮かべられた。

　少し小こ柄がらな背せ丈たけに十分過ぎるほどの気を滾たぎらせて、強い意志の感じられる瞳は宝石のように美しい。

　可愛い、綺麗。どちらの言葉も似合う容姿は男の視点から言えば卑ひ怯きように過ぎる。

　それでいて強い。天は二物を与あたえずと言うが、彼女を見ていると嘘うそのように思う。

　実力は揺るぎない。そして、不動の勝者という彼女の立場は、その真っ平らな胸部と共に大地に見立てられ、ついに世間から「陸の王者」と呼ばれるまでに至った。

　その少女の名前は北きた里ざと雷華。怒おこらせるにはあまりに恐ろしい相手。

　何せ彼女ときたら、日本に僅わずか二人しかいないＳランクのメディックなのだ。
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「ま、待って雷華。お待たせしちゃったのは謝あやまるから、」

「そ　れ　じ　ゃ　な　い　わ　よ！」

　バチィッ！　と。

　力の炸裂。何かを鞭むち打うったような音が、ヒデオの平ひら謝あやまりを食い破る。

「アンタたちの会話聞こえてたわよ！　何であのヒントで私だって特定したのよ！」

「あのヒントって三つ目のこと？　そんな、答えを導き出すのにちゃんと一つ目と二つ目も貢こう献けんしてたよ！　貢献度で言うとツーアウト同点の九回の裏、一塁るいに一つ目のヒント、三塁に二つ目のヒントがある状態で、打席に立った三つ目のヒントがホームランを放ったくらいの貢献度……」

「つまるところ三つ目のヒントだけあれば特定サヨナラってことでしょうがぁ！　アンタの中では北里雷華＝貧乳って図式が成立してるってことよねぇっ！」

　バチィッ!!

「アバーッ！」

　さっきよりも強い力がヒデオを容よう赦しや無なく襲おそう。

　これこそ彼女をＳランクたらしめる異能、《雷乙女ノツクアウト》。

　電でん撃げきを自じ在ざいに発生させ、その強弱も調節可能。

　変へん幻げん自在、応用万ばん能のうのこの異能が、目下「ヒデオをぶちのめす」という目的一つに絞られ放たれている。

「この私を……日本戦闘医師会長の北里雷華を怒らせたことを悔くいなさい！」

「ちょっ、雷華、Ｓランクメディックの異能はシャレにならな……みぎゃぁぁぁぁっ！」

「いいぞ北里。もっとやれ」

「ジロォォォォッ！　どさくさに紛れ僕を葬ほうむろうとしているな!?　だが長州を滅ほろぼすまで会津は滅びん！　この世に長州ある限り、会津は何度でも、何度でも、な・ん・ど・で・も蘇よみがえってアイエエエエエエエエエ!?」

　今日一番強い電流。ヒデオの悲鳴が事務所内に木霊した。




　　　◆




「んで、なーんの用なのさ」

　十分後。攻撃されて不ふ機き嫌げんなヒデオは、応接室で腕うで組ぐみしつつ椅子に腰を下ろす。

　雷華は応接机を挟はさんだ向かいで、メリーがお茶を淹いれる音を楽しんでいる。

　応接室の中はＨＯＵＮＤＤＯＣのメンバー四人が揃そろい、全員で雷華の話を聞こうとしていた。

「ふぅ。いいお茶ね」

　満足げに一息ついた雷華はヒデオを真まっ直すぐ見み据すえる。

　お茶を飲む姿は優ゆう雅が。流石さすがはシロガネーゼ、とヒデオは内心思う。

「ちょっとアンタたちの様子を見に来たのよ。アンタたちに横よこ浜はま港こう検けん疫えきの仕事を紹しよう介かいしたのは私でしょ。しっかり仕事をしてくれてなきゃ私の面めん目ぼくが潰れちゃうもの。ま、報告を聞く限りじゃ大丈夫そうね」

　そう。ヒデオたちが横浜の検疫の仕事にありつけたのは彼女の紹介あってこそ。

　確かにヒデオたちは優秀なメディックだ。

　だが、出来て間もない弱小ＰＭＣがいきなり横浜港の検疫という重要な仕事を任されるなんて不可能に近い。

　その不可能を可能にしたのが、雷華の持つ日本戦闘医師会長という肩かた書がきだ。

　日本戦闘医師会とは日本国専属のメディックの組織である。

　身もふたもない言い方をすれば公務員メディックで、日本で病魔災害が起こった場合、全国に配置されている日本戦闘医師会登録のメディックが対処するようになっている。

　つまりは日本国の対病魔防衛の基き礎そであり、そのトップの権力は格別なものになる。

　世界が待ち望んだ麒き麟りん児じと称しようされる天才メディック、北里雷華がそのトップに就任した時は流石に若すぎると危き惧ぐされたものだが、彼かの女じよは今も立派に務めを果たしていた。

　その彼女が、ＨＯＵＮＤＤＯＣを創立したばかりのヒデオを横浜港の検疫に推すい薦せんしてくれたのである。

　正直、これは本当にヒデオにとって幸運だった。

　ＨＯＵＮＤＤＯＣのリーダーたるヒデオは最低のＥランク。普ふ通つうにやっては雇やとい先も碌ろくに見つけられなかったのだ。

　雷華には感謝している。

　これはヒデオの本心である。

「……日本戦闘医師会の会長ともあろう方が、仕事ぶりを見に来ただけじゃねぇだろ？」

　益二郎がポツリと口を開く。雷華が口こう唇しんを持ち上げる。

「そうよ。いきなりだけど本題に入るわ」

　彼女は身を乗り出すと、応接机を叩たたく。

「ヒデオ！　日本戦闘医師会に入りなさい！」

「ごめん無理」

　即そく答とうだった。しかも、この要求を突っぱねるのは今回で四回目である。

　その即答、まさに矢の如く。当然面おも白しろくないであろう雷華は表情を硬かたくする。

「アンタねぇぇ……っ！　私が横浜港の検疫の仕事を紹介してあげたのに、私の要求をまた突っぱねるっていうの？」

「それは感謝してるけど！　本当に感謝してるけど！」

「アフリカから追い戻されてきたアンタに私が仕事を紹介してあげなきゃ、アンタは今も狭せまくて隙すき間ま風かぜの吹きすさぶあばら家を事務所にしていたはずなのよ！　感謝しているなら私のものになりなさいよ！　それを拒むなら事務所を元通りにするわよ！」

「雷華は僕をここから追い出す気なの!?　僕ら四人をまた六畳じよう一間の安宿に押おし込こめる気なの!?」

「勘かん違ちがいしないで。元通りにするっていうのは昔の事務所に戻れという意味じゃないわ。今のこの事務所を、高圧電流たくみのわざで建物が建つ前の更さら地ちに戻してあげるってだけよ」

「何その徳川式リフォーム！　まさかの悲劇的ビフォーアフターだよ！　事務所を破壊した挙句僕たちを路頭に迷わせるつもり!?」

　大正時代から続くこの建物は少々の地じ震しんでは揺ゆらがない頑がん強きようさを持つ。

　しかし、雷華の電撃を完全解放した場合、尽ことごとくが打うち砕くだかれ焼き尽つくされることになるだろう。

「それが嫌なら私の傘さん下かに入りなさいよ！」

　雷華が威い圧あつするように雷らい撃げきの火花を散らす。

「日本戦闘医師会に入ってくれたら、私の力でアンタのランクを元通りに戻してあげることもできるわ！　そうしたら、アンタはまた世界に出られる！」

「……悪い話じゃないけどさ。ランクを取とり戻す方法はそれ以外にもあるでしょ？」

　ヒデオは自分の戦闘白衣の部隊章を指差した。

「僕は永遠にＥランクだ。だけど個人でのランクアップが駄だ目めなら『法人』としてランクを上げればいい。そのためにＨＯＵＮＤＤＯＣを組織したんだ」

　ランク制度にはメディック個人の力量を測るランクの他ほかに、チームとしての実力を測定する制度もある。

　仮に、医い療りよう技術は優秀だが戦闘能力はからっきしのメディックがいたとする。

　彼が戦場に赴おもむけば傷ついた人々を多く救うことができるだろう。

　けれども、戦闘能力が低く自分の身を守れないという理由から低いランクが付けられてしまうと行動が制限されてしまい、せっかくの才能が現場で活いかされない。

　そんな彼に仲間がいたら話は変わる。医療を彼に任せ、戦闘に優すぐれた他のメンバーが敵から彼を守れば、彼は危険な地域でも救命処置が行える。この考え方から、ランクは組織単位でも入手することが可能になっている。

　つまりヒデオは「野口英雄」個人でランクを得ることを諦あきらめて、「ＨＯＵＮＤＤＯＣ」としてランク上げをすることに決めたのだ。

　ヒデオは、まだ世界中で助けを求める人々のところに行くことを諦めていない。

「茨いばらの道よ」

　雷華が厳しく指し摘てきする。

「アンタは理由がどうあれＷＨＦに逆らった過去を持つ。ＰＭＣとしてランクを上げようとしても、ＷＨＦはそれを快く思わないわ。何かしらの圧力もかかるかもしれない」

　ヒデオの頭の中の柔らかな部分を、苦い記き憶おくが引ひっ掻いた。

　ＷＨＦ――世界保健維い持じ軍ぐん。

　人類の健康と平和を病魔の手から守るため、国連加盟国が共同で組織した、世界最大の医い猟りよう軍隊であり、メディック界における絶対的権力でもある。

　普ふ段だんは病魔の発生に悩なやむ国々のサポートが主な任務だ。

　だが、病魔の大規模発生等の事案に際し、病魔災害が一国で対処するに手に余ると判断された場合、ＷＨＦはメディックの大部隊を派は遣けんする。

　実績も凄すさまじく、ＷＨＦの派遣が決まれば、戦せん況きようの大半が終息するとまで言われていたほどだった。

　そのＷＨＦの無敗伝説に傷を付けたのは、ＷＨＦをして数々の戦略的撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされたアフリカ大戦。

　そのＷＨＦの絶対権力に泥どろを塗ぬったのは、大戦中に命令を聞かず、挙句の果てに偽ぎ造ぞうと捏ねつ造ぞうを以もつてＷＨＦから医療物資を盗ぬすんだ反逆者。

　ＷＨＦの威い光こうを曇くもらせるこの二つは、ＷＨＦにとって許せないものである。

　つまるところＷＨＦはメディックの頂点に立つ強大組織であり、それに堂々と逆らった阿あ呆ほうは村八分にされる運命だったのだ。

「うーん……僕が脱だつ法ぽう行こう為いをしたのは事実だから、それは厳げん粛しゆくに受け止めるしかないよ。つーか、雷華こそどうしてそんなに僕を日本戦闘医師会に入れたがるのさ」

「決まってるじゃない。アンタが戦力だからよ。それも最強レベルの」

「さっきまで雷華にボコられていた僕が最強、ねぇ」

　ヒデオが茶ちや化かせば、雷華は不敵に笑う。

「あら。この一年、何も調べてないと思ってたのかしら……エクアドルの大たい佐ささん？」

「「！」」

　ヒデオが、益二郎が、その単語に同時に反応した。

　対してメリーとカナエはキョトンとした顔つきになっている。

「アンタに目を付けてから色々と調べたのよ。アンタったら自分の経歴を詐さ称しようしまくってるから苦労したわ。結局、私の力を以てしても少ししか把握できなかったし」

　でも、と雷華は自信ありげに指を突き付つける。

「野口英雄。家族構成不明。幼少時に福島県にいたこと以外一いつ切さいの情報無し。その動向が確かく認にんできるようになるのは今から二年前のエクアドル……何逃げようとしてんのよ！」

「黒歴史が明かされようというのに逃げない者がいるだろうか――いや、いないグエ！」

　逃げようとしたら雷華に襟えり首くびを掴まれる。カエルみたいな声が喉から出た。

「その経歴は異様そのもの。二年前、それまで痕こん跡せきすら掴めなかったアンタはエクアドル陸軍第二師団ＬＩＢＥＲＴＡＤリベルタに大佐として非公式に就任。陸軍内に対病魔特とく殊しゆ部隊を創立し、自らその隊を率いて活動した。しかし軍属となってから半年後、突とつ然ぜん軍を辞やめ、フリーのメディックとして病魔に苦しむ地域を戦い回る。そしてベトナム、カンボジア、グンマーなどの紛ふん争そう地帯を経へたアンタが最後に到とう着ちやくした場所、それが当時最も戦況が混乱していたアフリカだった――あとは言わなくてもいいでしょ？」

「ヒデオってエクアドルの大佐だったさ!?」

　カナエが目を丸くする。ヒデオは自分の過去をあまりメンバーに話しておらず、カナエが驚おどろくのも当然と言えた。

「うん。まぁ、色々あってね」

　あまり話されるのも弱るので、言葉を濁にごすヒデオ。

　このまま過去を追及されるかと身構えたが、雷華はそうしない。

「アンタの過去にはまだまだ謎なぞが多くあるけどこの際どうでもいいわ。重要なのはアンタが日本中の誰よりも戦場せかいを知っているってことよ。そんなメディックが私には必要なの」

「……やけに焦あせってない？　どうしたのさ？」

　ふと雷華の態度に疑問を持ったヒデオが問うと、彼女は目を伏ふせる。

「……日本のメディックは優秀。今まで大規模な病魔の侵しん入にゆうを許したことはないわ。けど裏返せば病魔による大規模災害の経験が無いということ。凶きよう悪あくな敵が日本に侵入した時、果たして私たちはどれだけ対処できるのか分からない」

　艶を帯びた唇から、憂うれいの息が漏もれる。

「この国に二人しかいないＳランクのお姫ひめ様さまにしちゃ、弱気な発言だね」

「……肩書はあるけど、私だって女の子よ。不安になった時、近くに頼たよれる男の子がいてほしいって思うのは……だめ、なの？」

　瞬間、ヒデオの心に電流が流れた。

　弱々しくなった語ご尾び。少し自信が退ひいた瞳に微かすかな涙なみだのヴェールがかかった雷華。

　いつも勝気な彼女が見せる意外な表情が、ヒデオの心に万まん華げ鏡きようのように広がっていく。

　確かに彼女は天才だ。この国の病魔防衛を担になう重責もしっかりと背負ってきた。

　しかし一人の少女であるという事実は消えない。

　そして少女が垣かい間ま見みせた年相応の素す顔がおが、縋すがるように、頼るように、ヒデオの心に絡からみ付いて捕とらえようとしてくる。

　――ヤバい。このままじゃ僕、雷華に落とされる！

　頭ではそれを自覚しても、普段とは全く違ちがう雷華の魅み力りよくに逆らえない。

　気づけば口が勝手に動き出す。

「え、えっと、雷華。今すぐには無理だけど、いずれは僕が君の傍そばに……」

「ちぇすトーッ！」

　唇が取り返しのつかない言葉を紡つむごうとした瞬間、柔らかな掛かけ声ごえと共に、これまた柔らかな感触がヒデオの顔面を襲った。メリーがその胸でヒデオの顔面を包つつみ込み、言葉の一切を封ふうじたのだ。

「正気に戻ってくださいヒディ！　もう少しで相手にハントされそうでしタ！」

「息が……モガ……できな……」

「くっ！　あと一歩でコイツは私のものだったのにっ……」

「ヒディのお嫁さんはメリーでス！　ヒディは渡わたしませン（ギュッ）！」

「ヘコー！　ヘコーッ!!」（←息が吸えてない）

　メリーの胸の大きさたるや呼吸までも封じるほど。まさに凶きよう器きと言っていいだろう。

　かなり苦しい一方、このまま顔を埋うずめていたいと思ってしまう自分がいる。

　ヒデオも男である以上、この誘惑には抗あらがい難がたい。

　すると――

「いつまで乳ちち繰くり合ってんだバカ。話進まねぇだろ」

　益二郎による後頭部への殴おう打だ。次いで頭を鷲わし掴づかみにされ、魔まの乳から引きはがされる。久しぶりの酸素が胸に満ちる。確かに助かったが、殴る必要はあったのか。

「ぷはぁ！　ありがとうジロー。後でぶっ殺す」

「いいってことよ。返かえり討うちだ」

　憎にくまれ口ぐちを叩きながらもヒデオは胸を撫なで下おろす。

　正直なところ、雷華にここまでの「切り札」があるとは予想外だった。今後は用心して接していかないと、いつか雷華に籠ろう絡らくされてしまいそうだ。

「この方法が駄目だったとはね……。ならばこれを観みなさいヒデオ！」

　雷華は勝手に応接室のテレビを点つける。薄うす型がたのテレビに映像が映し出された。

『コンピューターによる世界初の完全自動航行化で注目を浴びた豪ごう華か客船クイーン・ステイツがマシントラブルのため航路を変へん更こうし、中国の天テン津シン港こうで足止めされていることを受け、船を所有するワーニー社は記者会見を行い――』

「ニュース？」

　髪かみの毛けを七三に分けた真ま面じ目めそうなアナウンサーが、世の趨すう勢せいを淡たん々たんと報告していく。

「黙だまって観てなさい。これから例の式典が中ちゆう継けいされるわ」

　雷華が指摘すると、アナウンサーが言う。『次は、こちらの映像をご覧ください』

　テレビの場面がスタジオからどこかの華やかなホールへと切り替かわった。その会場では万ばん雷らいの拍はく手しゆが鳴なり響ひびき、一人の少女が祝福されている。

『アフリカで起きた一年前の痛ましき大戦。そこで数多くの命を救った英雄ヒーローは、ドイツ人の少女でした。たった今、ここＷＨＦ本部の大講堂には歴史的な瞬間が訪おとずれようとしています。誰よりも勇敢に戦った「密林の聖女」アルベルティーナ・シュヴァイツァーに、メディック最高の栄えい誉よ、聖十字勲くん章しようが贈ぞう呈ていされるのです』

　画面の向こうの華やいだ世界が、アナウンサーによってそう説明される。

　そして画面の中心にいた少女は、軍服のようなデザインの戦闘白衣を身に纏まとい、その場に凛り々りしく屹きつ立りつしていた。万雷の拍手の中でも笑えみ一つ浮かべることなく、しかし会場に誰より華はなを添そえている。

「アルベルティーナ・シュヴァイツァー。ドイツの秘蔵っ子メディック。アフリカ大戦で多くの病魔を倒たおしてヒーローとなった少女。でも、本来ならばアンタがあの場に立つべきだった。あの大戦でアンタより活かつ躍やくしたメディックなんて誰もいないもの」

「…………」

「彼女は今なお賞賛を一身に浴びる。対してアンタはＷＨＦの息のかかったメディックに馬ば鹿かにされ続けている始末。アンタ、このままでいいの？」

　彼女の言葉は事実だった。

　確かに大戦後、多くのメディックたちの間でヒデオは散々馬鹿にされ続けている。

　それを指摘する彼女の声に、どこか悔くやしさが交じっているような気もした。

「日本戦闘医師会に入ってくれさえすれば、私がアンタを守ることができる。勿もち論ろんアンタの仲間たちも歓かん迎げいするわ。だから、ヒデオ――」

「――気持ち、嬉しいよ。雷華」

　ヒデオはポツリと呟つぶやいた。

「確かに僕を馬鹿にする声は大きい。脱法行為をしてＷＨＦに逆らい、結果Ｅランクまで落とされた身だもの。馬鹿にされても仕方がないって思ってる」

　けど、とヒデオは強く言う。

「過去を変えることはできない。変えようとも思わない。人生で変えることができるのは自分と未来。大切なのは、現状を利用して、最善の未来を目指すこと」

　言葉を発する度たびに、体の芯しんが熱くなっていく。

「絶対的権けん威いのＷＨＦに逆らい白眼視され、世間での評価は『偽造と捏造のメディック』と散々なもの。この偽造と捏造のイメージに満ちた僕が、正規の方法で再び返り咲ざく……周囲の予想を裏切った、世にも痛快な物語だと思わない？」

「ＷＨＦに処分されて復帰できたメディックはいないわ。それでも実現すると言うの？」

「実現するよ」

　きっぱりと言い放つ。

「僕一人じゃ夢物語だったかもしれない。だけど今では仲間がいる」

　仲間。

　夢物語に、実現の可能性を与えてくれた存在。

「ＨＯＵＮＤＤＯＣは僕と益二郎で立ち上げたＰＭＣ。そこにメリーとカナエが参加してくれた。現状、野口英雄の一派と見なされればメディック界で不利益を受けると承知で、それでも僕に力を貸してくれたんだ。この力、この想おもい、無む駄だにするなら男じゃない」

　言葉を紡ぐ度、唇が上下する度に。

　覚かく悟ごが血流によって全身に行いき渡り、言葉に力が宿る。

「僕は多くの人々を救いたい。アフリカ大戦でＷＨＦに逆らったのもその一心からだ」

　ヒデオは、自身の心を確認するように呟く。

　人命救助。ヒデオの行動論理。今も変わらぬヒデオの心の屋台骨。

「妨ぼう害がいは百も承知。ＷＨＦの裁判で有罪判決を受けた男が、世間に人並みに取り扱あつかってもらえるなんて自うぬ惚ぼれは持っていない。けど！」

　痛くなるほど右手を握にぎり締しめる。

　ヒデオは、叫さけぶ。

「たとえ汚よごれた過去を持っていようと、人に蔑さげすまれていようとも！　『誰かの命を救う』という夢を持って何が悪い！　聖人君子しか誰かの命を救っちゃいけないわけじゃないはずだ！　一度も過あやまちを犯おかしたことのない者だけがメスを握れるわけじゃないはずだ！」

　アフリカ大戦の一件で、ＷＨＦはヒデオを現場から遠ざけた。

　いかに実力があろうと、過去を汚したメディックは現場に立たせない。

　ＷＨＦによるメディックの選別。

　ヒデオは、それに抗う。




「僕は証明してみせる。どんな過去を持っていたって、どんな失敗をしたって！　誰かの命を救いたいという想いが本物である限り、人は何度だって立ち上がっていいということを！　先例が無いというのならば、ＨＯＵＮＤＤＯＣが先例になるまでだ！」




　テレビの中では、ドイツ人の少女があらんかぎりの美び辞じ麗れい句くで賞賛を受けている。

　ヒデオの言葉の炎ほのおは、それをも塗りつぶして部屋中に響いた。

「……ふぅ。どうやら今日はアンタを引き込むのは難しそうね」

　ため息を一つ吐ついた雷華が荷物をまとめだす。

「今日のところは引き上げるわ。だけど、私はアンタを諦めないからね」

「うっ……今日みたいな演技をされると弱いんだよね。いつもツンツンしているくせに、肝かん心じんなところであんな可愛い顔をされちゃうと困るっていうか」

「……演技ならあそこまでできないわよ、ばか」

　顔を隠かくすように背を向け、そう言い残した雷華は去っていく。

　その言葉、その背中。何だか後を追って抱だきしめたい衝しよう動どうに駆られたヒデオが足を――

「ちぇすトーッ！」

「あーぅるるるるるるるぅ!?」

　踏ふみ出だそうとした瞬間、浮うわ気きの気配を察知したメリーからのチェストホールド。

　火星人のような悲鳴を上げながら拘こう束そくされるヒデオは、どうにも締まらない男だった。







第二章　ＰＡＲＴＹ――会合







　風ふう光こう明めい媚び。横よこ浜はま国際平和会議場。通つう称しようパシフィコ横浜。

　世界最大規模の会議場を有し、湾わん岸がん都市みなとみらいの象しよう徴ちよう的てきな施し設せつとして広く知られている建物は、快晴の日に特に絵になる。

　また、美しい外見とは裏腹に、実際は災害への強きよう靭じんな防衛力を兼かね備そなえた施設であり、横浜に深刻な病魔イル災害が引き起こされた時には、ここが対病魔戦の第二司令部となるよう設計されている。

　この日、この会議場で重大な会議が行われようとしていた。

　世界メディック会議。

　世界各国で名を馳はせた優秀な戦闘医師メデイツクたちが集つどい、情報交こう換かんと交流を図るための場である。この場に参加できることはメディックとしてのステータスとされ、金を積んででも出たがるメディックもいるほどだった。

　その会場にヒデオが足を踏み入いれた時、場が凍こおったのも当然だろう。

　メディック最高の栄誉の場にＥランクが入ってきた。多くの者達たちの目からしたら、そうとしか映らないのだから。

　公式に招待はされていないだろう？　誰かが個人的に招待したのか？

　広い会場からそんな声が漏れ聞こえる。世界各国を代表するメディック、そのエリートのプライドがヒデオとの同席を厭いとい始める。

　帰れ、帰れ。

　無体な声まで上がり始めた。それは防ぼう御ぎよ反応のようなもの。

　気管に異物が入り込めばそれを体外へ押し出そうと咳せきをする。そんな、一種の生理反応じみた波がヒデオに向かって押し寄よせる。

　この反応は予想していた。それを織り込んで、ここに来た。

　何な故ぜＥランクのヒデオがこの会議にやってきたか。

　遡さかのぼること三日前。雷らい華かが事務所を訪れてしばらく経たった日のことだった。




　　　◆




「世界メディック会議に僕が参加だって？」

「ああ。北きた里ざとからメールが届いてる。是ぜ非ひとも招きたいそうだ」

　ＨＯＵＮＤＤＯＣの事務所の昼下がりにて。

　ヒデオと益ます二じ郎ろう。部屋にはこの二人だけで、メリーとカナエはちょっとした買い物。

　その日の仕事が早めに片付いたのをいいことに、男衆は応接室を使って思い思いに過ごしていた。

　留守番する二人のためにメリーがクッキーまで焼いてくれている。チョコチップクッキーとバタークッキーが今までのメインで、最近ではセサミクッキーというバリエーションが加わった。

　それを摘つまんでいた矢先、パソコンをチェックしていた益二郎がそう告げたのだ。

　ヒデオが驚いてクッキーを喉のどに詰つまらせたのはご愛あい嬌きようである。

「この前の検けん疫えきで得たエンポリオの病原体サンプルを、テメェが北里の研究機関に送っただろ。あれの礼らしいぞ」

　ヒデオは義ぎ理り堅がたい雷華の性格に感謝しつつ、クッキーを摘まむ手を休めた。

「嬉しいけど、あれって世界中の権威あるメディックが集まる会議でしょ。僕ぼくがノコノコ行ったら会場のメディックたちから虐いじめられることこの上ないよ」

「同時に、世界中のメディックたちにＨＯＵＮＤＤＯＣの存在を示すチャンスでもある。参加するだけでも俺おれたちにとって意義がある会議だ。名めい刺し交こう換かんだけでもしてこい」

「……雷華はさぁ。会議で僕を笑いものにして精神的にダウンさせ、そこを優やさしく癒いやして僕を籠絡しようって腹かな？」

「まぁそんなところだろうな。もちろん、純じゆん粋すいに手助けをしたいって気持ちもあるだろうし、この前の様子じゃそっちのほうが本命っぽいけどな」

「理由が何であれ、女の子の掌てのひらの上で良いように転がされるのは嫌いやだな。僕が女の子を手玉に取る方がいい」

「あの歳としにして日本戦闘医師会の頂点に立つ技量だ。テメェじゃ手た綱づなを握れねぇだろ」

「ふふーん。ところがどっこい、僕は雷華の秘密を握ってるもんね。これを使えば雷華も僕に逆らえないはずさ」

「ほう？　して、どんな？」

　ヒデオの顔にいやらしい笑みが浮かぶ。

「僕はとある偶ぐう然ぜんから知ってしまったんだＹＯ。彼女が実はハゲていたってことを！」

「ハゲ？　北里の髪は見事なもんだっただろ。あれがヅラだとは思えねぇ」

「ジロー、毛が生える部分って別に頭部だけじゃないでしょ？」

　ウヒヒヒヒ、とヒデオは警察に見られたら職質確実の笑みを浮かべる。

「もう見事にツルツルだったね。胸もそうだけど、そこもそうだったね！」

「そうか。ところでテメェが北里の恥はずかしい秘密を知って、あまつさえそれを利用して手て籠ごめにしようとしているこの事実。メリーに話したらどうなると思う？」

「え？」

　ヒデオは想像する。そんなことをしたら彼女はなんて言うだろうか――




『ヒディが他の女を辱はずかしめようとしタ？　メリーは妻としてもうこの世にいられませン！』

『メリーは……メリーは出家しまス！　世を捨てまス！　ミグシオロシでス！　ヒディのために努力して伸のばしたこの髪を捨テ、尼あま寺でらに入リ、毎日ネンブツ三ざん昧まいでス！』




「……大変な……ことに……っ！」

　戦せん慄りつする。雷華のツルツルを利用したばかりに、メリーが頭を丸めてしまう。

　そもそも、雷華にそんなことをすれば瞬しゆん時じに雷撃の餌え食じきだろう。

「な？　テメェが軽はずみな行動をするだけで組織は大混乱。滅めつ多たな発言は控ひかえろバカ」

「ぐむむ。長ちよう州しゆうに諭さとされるとは……」

　プライド的には釈しやく然ぜんとしないが、向こうが正論なので口を噤つぐむしかない。

「ついでに、この失言は黙っていてやるから今度メシ奢おごれ」

「鬼き畜ちくっ！　僕をゆする気か！」

「俺の前で弱みを見せたそっちが悪い」

　歯は噛がみするヒデオに一いち瞥べつをくれ、益二郎は勝ち逃にげを決める。

「話を元に戻もどすが、いずれにせよ会議には参加しろ。会議が終わった後パーティが開かれるから、それも絶対に参加だ。パーティの場でテメェに絡んでくるメディックもいるだろうが、俺が対たい抗こう策さくを考えておく」

「ん、頼たのむよ」

　ヒデオはクッキーを再び口にする。

　益二郎の対抗策がどんなものかは知らないが、ヒデオは根ね掘ほり葉は掘ほり聞くことは無い。

　こういう戦略的なことに関して、益二郎はＨＯＵＮＤＤＯＣの中でも抜ぬきん出でた能力の持ち主であり、彼かれに任せればまず間ま違ちがいはないからだ。

　ふと、ヒデオは思いつく。

「ねぇジロー。こういった駆け引きはジローが得意でしょ。じゃあ僕じゃなくてジローが出席すればいいんじゃないの？」

「バカ言え。こういうのはＰＭＣの代表が行くもんだ。それに――」

　益二郎はパソコンの画面を印刷し、それを紙飛行機にしてヒデオへと飛ばす。

　キャッチして開いてみれば、会議当日のパーティのメニューが載のっていた。

　国際会議だけあって、アレルギーや宗教上の観点から事前にメニューが公表されているらしい。

　益二郎は大おお真ま面じ目めな顔をして言う。

「豆とう腐ふ料理が出ねぇ式典なんて、アホらしくて出たくねぇ」

　ヒデオは、益二郎が尋じん常じようでない豆腐ジャンキーであったことを思いだした。




　　　◆




　そして迎むかえた会議当日。

　一体何人を収容できるか分からない広さの会議場に通されたヒデオは、数多あまたの視線を浴びながら自分の席へと向かった。

　前方の巨きよ大だいスクリーンに「世界メディック会議」の文字が世界共通語エスペラントで投とう影えいされている。世界のほとんどの国で第二言語に指定されているこの言葉は、病魔との戦いが世界規模になることを見込んで普ふ及きゆうされたものだった。

　バベルの塔とうを作ろうとした人間たちへの罰ばつとして人々の言葉を分ぶん裂れつさせたのが神なら、人々の言葉を再び統一させたのは病魔であったということになる。

　この皮肉は何を意味するのだろうか、とヒデオは少し哲てつ学がく者しやめいてみる。無論、ヒデオに哲学者の素養は無い。

　そんなエスペラントで書かれた資料に目を落としていると、資料の中に北里雷華の名前を見つけた。彼女はこの場で自分の研究について発表するらしい。

　三々五々と人が集まってきたところで、前方の壇だん上じように司会者が立つ。

「皆みなさま、本日はお集まりくださいまして誠まことにありがとうございます――」

　司会者が紋もん切きり型がたの挨あい拶さつへと入り、それが終わると研究発表の時間になる。

　この発表者というものが中々の重職で、ここでミスってしまうと全世界からの笑いものになる。ましてトップバッターはその後の発表の雰ふん囲い気きを引っ張る役目であり、しっかりとした発表が義務付けられている。

　そのトップバッターが北里雷華だった。

（雷華の発表は……新種病魔に関する考察？）

　詳くわしく資料を読み込もうとしたところで照明が落とされていく。どうやら雷華は映像を使って発表するらしい。

　ヒデオが視線を前方へと向ければ、登壇した雷華がライトにより照らされていた。舞ぶ台たい映ばえする容姿につい見とれてしまい、ヒデオは慌あわてて首を振ふる。

「日本戦闘医師会長の北里です。早さつ速そくですが本題に入ります」

　マイクを手にした雷華が挨拶すらも飛ばした。これは少々意外だった。

　国際会議に慣れている雷華なら、こういう場での挨拶がどれほど重要か心得ているはずなのだ。ウィットに富んだ挨拶を披ひ露ろうできるかは、発表者の力量として重要視される項こう目もくだからである。

　今から行われる発表は、遊び心が入り込む余地も無い内容なのか。

　ヒデオは雷華の言を聞きき漏らさぬよう意識を集中させた。

　前方のスクリーンに発表用の映像が映し出される。曇どん天てんの街並みの風景だった。

「今より二か月前、中国の牛荘ニユーチヤンにて新種病魔の出現が確認されました」

　雷華の発表は、そんな言葉から切り出された。

　ヒデオは資料の空きスペースに素す早ばやくペン先を滑すべらせていく。要点を素早く、正確に。一刻を争あらそう状況の中で仲間に情報を伝える場面もあるメディックにとって、速記技術は重要なものだった。

　発表をまとめると、こういうことになる。




　二か月前、中国の牛荘という街の外れで家か畜ちくの不ふ審しん死しが相次ぐ。牛や豚ぶたなどが全身を黒く変色させた状態で死亡していたというのである。

　その知らせを受けた現地当局はメディック数名を調査のため派遣したが、原因は特定できず。その間にも家畜の不審死は拡大していた。

　かかる事態を受けて、ついに中国の国家機関である疾しつ病ぺい抑よく制せい司しが調査に乗り出す。中国共産党が誇ほこるエリート部隊が現地に派遣され、調査を開始した。

　そして彼らは遭そう遇ぐうした。

　今まで報告されたことのない、全く新しい病魔に。




「これが、その病魔の画像です」

　雷華が手元のリモコンを操作するとスクリーンの画面が切きり替わる。

　映し出されたものを見て、会場中が息を呑のんだ。

　任務中に撮とったのであろう少し粗あらい画質。その中で己おのれの存在を誇こ示じしていた者、それは黒いフードを被かぶった髑髏されこうべだった。

　その手に握られていたのは身みの丈たけほどもある巨大な鎌かま。

　人間への「害意」をそのまま具象化したような姿は、画像越ごしではあっても見る者の背に冷たいものを伝わせる。

「冥黒死神種ペステイア『デスブラック』――まだ正式名めい称しようではありませんが、この病魔をそう呼びます。この病魔の特とく徴ちようは、保有する病原体の強さにあります」

　雷華は画像を拡大する。鋭するどい鎌の刃は先さきが画面いっぱいに広がった。

「所持する鎌の先せん端たん部ぶには強毒性の病原体が確認されています。この刃先で傷つけられた対象は、傷口から病原体が侵入し、その毒素により体組織を破は壊かいされていきます。家畜たちの黒化もこれが原因で引き起こされたものと考えていいでしょう。現在、病魔の発生を確認した中国政府はＷＨＦへ報告し、ＷＨＦは対応を検討中とのことです」

　そこで話が一いつ旦たん区切られ、矢や継つぎ早ばやに質問を求める声が上がった。が、




「ドクトル・キタザト！　我わが国くにの顧こ問もん研究員になっていただきたいのだがよろしいか！」

「現在日本から支し払はらわれている研究費の三倍、いや五倍で貴女あなたを我が国に雇やといたい！」

「どうすれば我が国に来ていただけますか？　貴女の才能を島国に埋もれさせるのは忍しのびない」




　発表内容とは関係ない、雷華への強きよう烈れつな引き抜きラブコールの嵐あらし。

　会場に集まっているメディックたちも雷華の発表に関心はあるのだろうが、優先順位としては北里雷華という稀け有うな才能の確保が先に来る。何せ雷華は一人しかいないのだ。

　そこに早い者勝ちという競争心が押おし出されれば、引き抜き合戦も当然の帰結だろう。

　これには流石さすがの雷華も苦笑いしながら、しかし流りゆう麗れいなエスペラントで返していく。

「私は日本の公衆衛生を発展させる義務があります」

「己の信念に対する誠実さこそ私の医道。いくらお金を積まれても心は変わりません」

「ですが私は他国への協力を惜おしみません。それで納なつ得とくしていただけないでしょうか」

　引き抜きをあしらう様もこなれていて、彼かの女じよが今までどれだけの引き抜きを受けてきたのかを教えてくれている。

「恐きよう縮しゆくですがお聞かせ願えますか、ドクトル！」

　その時、一人の男が立ち上がった。

「先ほどからドクトルは各国からのオファーを断固拒きよ否ひしていますが、日本から離はなれない真の理由は、日本にいる想い人によって恋こいの奴ど隷れいにされたからであるという噂うわさが……」

　バチィ！

　宙で電流が迸ほとばしる。

　発生源は無論雷華。

　ここまで引き抜きを涼すずやかに躱かわしてきた彼女から、余よ裕ゆうが消えていた。

「わっ……私が恋の奴隷にされたですって!?　この北里雷華が!?」

　壇上の雷華は顔真っ赤。しかも少し涙目になっている。

（あーあ、あの人ご愁しゆう傷しよう様さま）

　ヒデオは心の中で哀あわれな男に手を合わせる。

　雷華のプライドの高さをヒデオは知っているので、下らない噂話を餌えさに雷華を弄いじるのは自殺行こう為いにも等しいと理解していた。

（気の毒だけど雷華の電でん撃げきの餌食になってね。いつも僕が担当する役回りだから、他ほかの人がやられるのを見てみたいんだ）

　メディックだって人間である。

　たまには誰だれかの不幸を見て日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らしたいのである。

　ヒデオが見つめる先、壇上の雷華の周囲にエネルギーが集まっていく。

　雷華の電撃が失言男に放たれるのだろう。それが待ち遠しい。

　この時、ヒデオは内心でニヤニヤしていた。

　涙目で顔真っ赤の雷華も可愛かわいいもんだなぁ、と余裕ぶっこいてもいた。

「ふざけんじゃないわよっ！　私が、私がァッ――」

　雷華によって凝ぎよう縮しゆくされたエネルギーが稲いな妻ずまとして弾はじける。

　いよいよショータイムだ。ヒデオは体を乗り出した。

「――私がアンタの恋の奴隷になるもんですかぁぁぁぁぁぁっ!!」

　稲妻が放たれる。雷らい撃げきの矢が向かう先は……ヒデオ。

「何で僕が攻こう撃げきを受けるのさぁぁぁぁぁぁっ!?」

　放たれたのは、あらゆる理り不ふ尽じんを詰め込んだ強きよう烈れつ雷撃。体中を電流によって蹂じゆう躙りんされたヒデオの意識のブレイカーは、数秒も耐たえられずに落ちた。




　　　◆




「あ、気が付いたのね」

　闇やみの底に沈しずんでいた意識が持ち上がるのを感じた。

　最初は何も分からなかったが、気を失っていたのだと自覚するのにさほど時間はいらなかった。

　体中の不快な痺しびれが、気を失う前に何があったのか思い出させてくれる。

　まだ体は言うことを聞かない。目覚めの気分としては中々にファッキンである。

　おまけに目を開けたら気絶させた張本人が見える。雷華が顔を覗のぞき込んでいるのだ。

「気分はどう？」

「椅い子すが欲ほしい」

「椅子？　座すわりたいのかしら」

「雷華を殴なぐる鈍どん器きとしての活用を考えてる」

「どうやら大だい丈じよう夫ぶそうね」

　ベッドに寝ねていたヒデオは上体を起こす。どうやらここは施し設せつ内ないの医い療りよう室しつのようだ。

「……発表者がいきなり聴ちよう衆しゆうを攻撃って最も早はやテロの領域だよね」

「攻撃されたのがアンタだって分かれば、あまり騒さわぎにならなかったわ」

「ねぇ僕の扱い酷ひど過すぎない？　いや、過去に色々やらかしているから覚悟してたけどさ」

　メディックたちに相当疎うとまれているのが分かるエピソードだった。

「その……本当にごめんなさい。私が悪かったわ」

　彼女が深々と頭を下げる。あのプライドの高い雷華がここまでするとは。

　こうも素す直なおに謝あやまられるとヒデオは追つい撃げきしづらい。元より、女の子に対して高圧的になることは格好かつこ悪わるいという、男としての美学の問題もあった。

「謝ってくれたのなら僕も怒おこらない。けど、何で僕を攻撃したのさ。確か雷華が意中の人の恋の奴隷になっているって話がされて、それに雷華が反応し、『アンタの恋の奴隷になるもんですか』って僕を攻撃して……アレ？　この流れだと雷華の意中の人って、」

「そ、そんなことよりヒデオっ！」

「みぎゃぁ！」

　雷華が耳元で大声を上げたため思考は中断される。驚きのあまり変な声も出た。

「アンタが倒れている間の発表は、私が分かり易やすくメモしておいてあげたから」

「へぇ。ちなみに他の発表者って誰だっけ？」

　ふと、雷華の表情が硬かたくなった。

「発表が急きゆう遽きよ変へん更こうされたの。特別ゲストのお陰かげでね」

「特別ゲスト？」

　雷華は頷うなずきを一つ返す。

「私の発表が終わった瞬しゆん間かん、満を持して英雄ヒーローのご登場ってわけ。私もまんまと前座に使われたわ。今最も注目を浴びるメディック、アルベルティーナ・シュヴァイツァーの」

　ヒデオの頭を、テレビで放映された彼女の顔がよぎる。

「……彼女が発表したんだね。雷華の目から見て、彼女はどうだった？」

「世界が認めるだけのことはあるわ」

　雷華は淡々と、感情を交えず評価を述べる。

「発表はしっかりと理論立てられていて専門性も深い。彼女の発表が終わった時、聴衆はスタンディングオベーションだった。研究者としての実力は本物よ。戦闘面も、アフリカ大戦での戦績を見れば弱いはずがない」

「雷華にそこまで言わしめるとは、流石さすがドイツの鬼おにっ子こ」

　発表を見たかったなぁ、とヒデオはため息を吐く。

「さ、もうじき隣となりのホテルでパーティが始まるわ。一いつ緒しよに行くわよ」

「先に行っててくれないかな。僕はもう少し休んでからにするよ」

　雷華は不満げな色を見せたが、流石に電撃の一件は反省しているらしく、ヒデオに無む理り強じいはしなかった。見み舞まいのつもりか、退室間ま際ぎわにヒデオへジュースを渡した彼女はそのままパーティ会場へと向かっていく。左手に麻ま痺ひの残るヒデオのことを考え、ちゃんと缶かんを開けてくれている気配りが心こころ憎にくい。

　ヒデオはありがたくジュースを頂ちよう戴だいし、その目つきを真しん剣けんなものへと変える。

　頭にあったのはさっきの雷華の発表のことだった。

　先日事務所を訪ねてきた時に感じた雷華の焦あせり。

　今日の発表で得心がいった。その原因は、発表された新種の病魔にある。

　まだワクチンも開発されていない新種、それも極きわめて戦闘能力の高い病魔が日本に上陸することを雷華は危き惧ぐしている。

　これまで日本は病魔の大規模侵しん攻こうを許したことが無い。

　それには日本のメディック普ふ及きゆう率りつが絡からんでいるが、やはり周囲を海に囲まれている点が大きかった。流石に病魔も海までは渡ってこられないのだ。

　中には流氷に乗ってロシアなどから流れ着く例もあったが、ごく少数の話である。

　故ゆえに病魔発生の大パニックを知らない。大規模戦争が国内にて勃ぼつ発ぱつした場合、どれほど被ひ害がいが出るか、どうやって被害を防ぐかといった知識に欠けている。

　デスブラック――この厄やつ介かいすぎる相手に日本の地を踏まれた場合、一体どれくらいの血を流せばいいのか。雷華はなまじ気配りが利きくために、その可能性に敏びん感かんになっている。

　あるいは彼女は勘かんで何かを感じ取っているのか。

　天才的な能力と、病魔との戦闘の経験則を持つ彼女の勘。

　それは果たして単なる勘として片づけていいものなのだろうか。

「……うーん」

　考え出したらキリがないが、パーティの方にもそろそろ出席しなければならない。

　ヒデオは一ひと先まず思考を打ちきり、会場へ向けて歩き出す。




　　　◆




　パーティ会場は会議場のすぐ近く。絢けん爛らん豪ごう華かなホテルだった。

　中に入れば広いエントランスがヒデオを迎え入れる。

　豪ごう奢しやな雰囲気にやや気き後おくれしていると、洒しや落れたスーツに身を包つつんだオールバックの男性が近づいてくる。どうやらこのホテルのコンシェルジュのようだ。

「ようこそ。パーティへご参加の方ですね」

「はい、野ノ口グチです」

「野口様、お待ちしておりました。奥おく様さまもいらしております」

「…………」

　ヒデオはここでしばらく悩なやむ。

　からかわれているのかと思うも、目の前のコンシェルジュは至って真面目な顔である。

「妻……っていうか、メリーはどこに？」

「後ろでございます」

　その言葉に驚おどろいたヒデオが振り向むけば、そこには花も恥じらう美少女が満面の笑みで佇たたずんでいる。

　下品にならない程度に胸むな元もとを強調した明るい色のドレスが彼女の魅み力りよくを存分に際きわ立だたせ、一つの芸術品として彼女を存在させていた。

「ヒディ、お待ちしていましタ」

　玲れい瓏ろうな響きは甘かん露ろのよう。

　華はなやかな装いのメリーを前にヒデオはただ言葉を失うだけで、思考能力を取とり戻すのにやや時間を要した。

「メリー、どうしてここにいるの？」

「どうしてっテ……そんなノ、ヒディのお嫁よめさんだからでス」

「そういうのいいから」

　メリーが頬ほおを膨ふくらませる。すると、ヒデオのポケットの中に着信音が広がった。

　電話だ。画面には益二郎の名前が表示されている。

「……もしもし？」

『よう。メリーと合流したか？』

「その言葉、さてはジローの差し金か」

『おいおい、俺はテメェのためを思ってやったんだぜ？』

　意図が分からない。

　説明を求めると、電話の向こうで益二郎が鼻で笑う。

『テメェに突つっかかってくるであろうメディックたちへの対応策ってやつだよ』

　対応策とは至って単純だった。ヒデオにメリーを同どう伴はんさせるというのだ。

　益二郎曰いわく、これはパーティ心理でいうところの紳士効果ジエントリズムを利用した作戦らしい。

　男という奴やつはどうしようもないもので、美人を前にすると紳しん士しぶりたくなる気持ちがある。

　しかも華やいだパーティ会場で、自身もまたお洒落に着き飾かざっている状態だと、尚なお更さら紳士であろうとする傾けい向こうにある。心理学で言う拡張効果の一種だ。

　これを踏まえて考える。

　もしもＥランクのヒデオが高貴なるパーティに出てくることを嫌きらうメディックがいたとしても、この場でヒデオにいちゃもんはつけづらい。紳士でありたいと願うのであれば、女性の目の前で他人を口くち汚ぎたなく罵ののしれないはずだ。

「女性の前では紳士でありたい……男のプライドを利用した作戦ってわけだね。僕だって可愛い子の前で誰かを悪く言ったりはしないかな」

『単純であるがために、上手に使えば驚くほど有効な手段だ。異性の魅力で相手を落とす手段をハニートラップと言うが、今回のように紳士効果を利用した相手へのアプローチはポニートラップと呼ばれる』

「相手を調子に乗せる作戦。だから小型馬ポニーってことか」

　何故かヒデオの頭の中に、踊おどり跳はねているポニテ狂カナエのビジョンが浮うかぶ。

「それでも僕に突っかかってくる人がいたらどうする？」

『無視だ。美少女メリーの前で見み栄えの一つも張れんような男、相手にする価値もねぇ』

　ヒデオは苦笑した。暴論だが分かり易い価値判断だ。

『俺の役目はここまで。後は何とかしてみせろ』

「分かった」

　そのまま電話を切ったヒデオはメリーを連れて会場へと向かう。

　たどり着いたのはパーティ会場への扉とびら。

　その向こうにあるのは果たして友好か、それとも対立か。

　答えを知るためにヒデオとメリーは扉を開ける。

　談だん笑しように沸わく立食パーティ。二人が中に踏み込めば、場の喧けん騒そうが一いつ瞬しゆんだけ退ひいた。

　何人かのメディックはヒデオに気付くと敵意を飛ばしたが、彼らの目がメリーへ向けば、その敵意が急速に薄うすれていくのが分かる。人は本当に美しいものを見ると、後ろ暗い感情を維い持じし続けられなくなるらしい。

　この分だとパーティ会場から叩たたき出されることはなさそうだ。ヒデオは内心で安あん堵どの息を吐いた。

　益二郎監かん修しゆうのポニートラップの出だしはまずまずといったところ。

　ならば、もっと踏み込んだ手を打ってもいいだろう。

「こんばんは」

　ヒデオは近くにいたメディックに声をかける。顔見知りではないがヒデオの登場に表情を硬くした一人だった。歳は二十歳はたち程度といったところか。

「申し訳ないんですけど、僕の連れが喉が渇かわいたと言うんです」

「お酒は飲めないのですガ、普ふ通つうのジュースという雰囲気でもなくテ……助けてくれませんカ？」

　ヒデオの切り出しにメリーが上う手まく合わせる。ちょっと上うわ目め遣づかいの卑ひ怯きようなメリーの視線に、相手の青年はしばらく腕うで組ぐみをすると指をパチンと鳴らした。そのキザな仕草に反応したウェイターがやってくると、青年はエスペラントで注文を付ける。

「君、彼女にノンアルコールを」

「かしこまりました。ご指定はございますか？」

「プッシー・キャット、で」

　華やかな味わいのノンアルコールカクテルの名を青年が口にすれば、ウェイターも軽く頭を下げるとその場を離れる。

　程ほどなくカクテルが運ばれてくれば、青年はグラスを受け取ってメリーへと渡わたした。

「嬉うれしいでス」

　メリーがお礼を言い、ヒデオは会え釈しやくする。

「ご親切にありがとうございます。僕の名前は……」

「ドクトル・ノグチだろう。勿もち論ろん知っている」

　青年は周囲を気にする素そ振ぶりを見せると、少し声を潜ひそめた。

「ジョング・ドリトルだ。お前は俺のことを覚えていないかもしれないが、カンボジアで一緒の作戦に参加している」

　ヒデオは記き憶おくの引き出しを片かたっ端ぱしから開け放っていき、かつて己が参加した病魔殲せん滅めつ戦せんの名前を頭に浮かべる。

　群がり押し寄せてくる敵。次し第だいに足りなくなる弾だん薬やく。

　肌はだの色も目の色も異なる者達が、一いつ致ち団結して乗り切ったあの戦場。

「ナイチンゲール作戦ＯＰですか。そういえば、『銃医ガンスミス』と呼ばれた凄すご腕うでのメディックがいたことを聞いたことが……じゃあ、あなたがあのドリトル銃医？」

「ああ。お前とは担当した地区が違ちがったから、実際に会うのは初めてだが」

「お会いできて光栄です」

　ヒデオは顔に笑えみを浮かべるが、ドリトルと名乗った青年は硬かたい表情のまま、握あく手しゆの手を差し出す素振りも見せない。

「頼むからよしてくれ。世界のメディックの大半は何らかの形でＷＨＦの影えい響きようを受ける立場にあるし、俺もそうだ。ＷＨＦに公然と逆らったお前と親しくしているなんて知れたらＷＨＦから仕事を斡あつ旋せんしてもらえなくなる」

　ヒデオは次の言葉が継つげなくなった。ドリトルは真剣な眼まな差ざしで告げる。

「分かるだろ？　お前を嫌っている奴もいれば、俺のように理由があってお前を避さける奴もいる。いずれにせよお前はこのパーティにとって招かれざる客なんだよ」

「……っ」

　一人目から強烈な拒きよ絶ぜつ。どんな表情をすればいいか分からず、立たち尽つくす。

「あノ」

　その時、隣からメリーの声が静かに上がった。

「メリーは……メリーはヒディのお嫁さんでス。ヒディのことが大好きでス。ずっと一緒に居たいでス」

　メリーは両の手を胸の前で握にぎりしめ、己に言葉を染み込ませるように唇くちびるを動かす。

「ドリトルさんの事情も分かりますシ、ドリトルさんがヒディを避けるのも仕方がないのでス。でモ、もシ――もしヒディが戦場で傷ついて負けそうになった時、ドリトルさんがその場にいたラ、ヒディを助けてあげてほしいのでス」

「……参ったね。メディックとしての俺に対する依い頼らいってわけだな？」

　ドリトルは後頭部に手を当てると軽く舌打ちする。そしてヒデオを見ると肩かたを竦すくめた。

「できればお前と関かかわりになりたくないが、命を救う依頼を断っちまえば俺はメディックを名乗れない。まして相手が別べつ嬪ぴんさんならなおさらな」

　メリーの表情にぱぁっと光が差した。

「じゃア……」

「御お嬢じようさんの想おもい人がピンチになって、俺がその場にいた時は助けてやるよ。まぁそんな機会は絶対に訪おとずれないと思うがね」

　ドリトルはメリーにキザったらしい笑いを投げかけ、ヒデオへ目線を移動させる。

「何せこの男は……《黄熱病トリアージ》のノグチは本当に強い。こいつがピンチになる戦場なんて想像もつかないからな」

　そう言い残したドリトルは二人から離れていく。緊きん張ちようの解けたヒデオがゆっくりと息を吐はき、メリーが労ねぎらうように声をかける。

「やりましたヒディ！　まず一人、お知り合いになれましタ！」

「うん、メリーのフォローがあったからだよ。だけど状じよう況きようは厳しいなぁ」

　メリーの協力を以もつてしても、ドリトルとは薄く儚はかない繋つながりしか持てた気がしない。

　ＨＯＵＮＤＤＯＣの世界進出への足あし掛がかりとして他のメディックとの繋がりパイプを持ちたいのに、これでは先が思いやられる。

　実のところ少々自信が揺ゆらいでいるヒデオだが、メリーはそんなヒデオの手を両手で柔やわらかく包み込んだ。

「メリーがヒディと出会った日、覚えていますカ？」

　包み込んでくれた柔らかい手。その温ぬくもりを甘かん受じゆしながらあの日を回想する。

　あの日。

　ヒデオが回った数多あまたの戦場の国の一つで、メリーと出会った。

　比ひ較かく的てき安全とされてきた観光地の一つが運命の悪いた戯ずらにより病魔の侵しん入にゆうを許してしまい、たまたま観光に来ていたメリーも襲しゆう撃げきに巻き込まれた。

　蜘く蛛も型がたの大型病魔がメリーへ牙きばを立てようとしていた光景はありありと思い出せる。

　ヒデオはその場面へと介かい入にゆうした。その身を盾たてにして彼女を守り、敵を倒たおした。

　そこで彼女の命を助けたことが縁えんとなり、今のヒデオとメリーの関係がある。

「あの時メリーはヒディと強い繋がりで結ばれましタ。けれどメリーは命を救われたからヒディが好きになったわけじゃありませン」

　彼女の掌が熱を持つのが分かる。それはヒデオが操あやつるような暴力的な熱ではなく、触ふれている者を癒す優しい温度だった。

「命を救われたのはきっかけでス。ヒディとの間に結ばれたキズナを通じてヒディの良いところを知っていっテ、段々とキズナを太くしていったんでス」

「絆を、太く……」

「さっきのドリトルさんとの間で結んだキズナは確かに細く弱いでス。でも、段々と太くしていけばいいんでス。どんな細いキズナでも一度繋がれば太くできまス。ドリトルさんと細いキズナを結んだ時点デ、ヒディは一時間前のヒディより確実に進歩していまス」

　優しい言葉にむず痒がゆさを覚えながら、ヒデオはＨＯＵＮＤＤＯＣの決まりを思い出す。

　メンバーは戦闘白衣ホワイトコートに各おの々おのの花か紋もんを入れることになっている。戦闘要員ではないメリーにも花紋はある。

　それはジャスミン。「あなたについていきます」という花言葉を持つ可か憐れんな花。

　同時に「温和」「愛あい嬌きよう」の意味を持ち、それはメリーの性格に合がつ致ちする。

　まさにジャスミンの花言葉を体現したようなメリー。その優やさしさに包まれていると、自然とやる気が湧いてくる。

「よし！　引き続きメディックたちに声をかけまくるぞ！」

「ついていきますヒディ！」

　背中にやる気の炎ほのおを受けたヒデオはメリーと共に行動を再開する。

　が、その前にメリーに言っておきたいことがあった。

「……メリーさんや。やっぱり見ず知らずの人に僕ぼくのお嫁さんだと公言するのはやめよう」

「そんナ！　多くの人に知ってもらうことでソトボリ……じゃなくてメリーたちのことを覚えてもらおうとしているんですヨ！」

「今外そと堀ぼりって言ったよね？　僕の外堀を埋うめようって魂こん胆たんだよね!?」

「ソトボリヲウメル？　メリーはヒディのお嫁さんとして頑がん張ばって日本語覚えていまス。けどまだ初心者ですかラ、難しい言葉はちょっト……」

　白々しくも目を泳がせるメリー。この反応は、どう見ても言葉の意味を知っている。

「じゃあさ、日本に来てしばらく経たつメリーはサムライって言葉知ってるよね？」

「もちろんでス！」

　満面の笑みから弾はずむような返答が返ってくる。

「じゃあメリーが尊敬するサムライって誰かいる？」

「徳川幕府創立という一大事業を裏で支えたいぶし銀、本ほん多だ親子でス」

「そのチョイス、やはり僕の外堀埋める気満々だね！　いや、外堀はおろか内堀まで埋める気だよね！　大おお坂さか城じようの二にの舞まいにする計画だよね！」

「メリーは暴力を嗜たしなみませんかラ、頭脳派の方々を尊敬しているのでス」

「そいつら暴力じゃなくて謀ぼう略りやくで邪じや魔ま者ものを抹まつ殺さつしにかかるろくでもない親子じゃん！」

　メリーの後ろに徳川の計略家たる本多正信・正純親子はらのくろいやつらの幻げん影えいが見える。メリーが周囲を掌しよう握あくして嫁ポジションを不動のものにしようと画策しているのは最早明白だった。

　それを指し摘てきするとメリーは涙なみだ目めで訴うつたえる。

「ヒディはメリーを疑うのですカ？　この純じゆん粋すい無む垢くなメリーのことヲ、権けん謀ぼう術じゆつ数すうでもって男を籠ろう絡らくせんとする狡こう猾かつ邪じや知ちの女だと蛇だ蝎かつ視しするのですカ？」

「日本語片言なのに、その不自然なボキャブラリーは一体何なのさ!?」

　ヒデオはメリーとやりとりしながら、ジャスミンの花の別の一面について思い出す。

　ジャスミンはその芳ほう香こうからお茶としても利用されているが、古くよりその匂においは媚び薬やくとして用いられてきた。

　インドなどでは勃ぼつ起き不全を治す薬としてあがめられ、古インドの昔話には「ジャスミンの花をつけた矢で男を射れば、どんな男もたちまちのうちに魅み了りようされる」という話さえある。

　可憐なジャスミンは、男を虜とりこにする蠱こ惑わく的てきな一面も持つ。

　ヒデオを我が物にせんと姦かん計けいを巡めぐらすメリーを見ていると、ますますジャスミンが似合う少女だと考えてしまう。

「ええい、僕は女の子を我が物にしたいんだよ！　そう、僕が！」

　女の子に落とされるのは嫌いやなのだと釘くぎを刺させば、メリーはニッコリと笑う。

「知らなかったのですカ？　メリー・ロゼッタ・ダージスからは逃にげられなイ……」

「ヒェッ」

　彼女が笑みの中に一瞬だけ浮かべた凄すごみは、大魔王の気き迫はくを秘ひめていた。




　ギャーギャー騒ぎながらも、二人は絆を増やすべく会場を駆かけまわる。

　会場中を巡った結果、二人の手元には参加者の名めい刺しがたった数枚。

「……頑張ったんだけどなぁ」

「大半は名刺交こう換かんすら断られちゃいましたかラ、交換してくれた方には感謝ですネ」

　アフリカ大戦を過ぎてこの方、これほどまでのメディックと接せつ触しよくしたことはなかった。

　そして理解した。やはり自分は避けられている。

　まぁ、話してみれば結構同情してくれていそうな人もいた。

　一口に避けるといっても内心には様々な感情があるのだろう。逆に本気でヒデオのことをバカにしてくる御ご仁じんもいて、相手をするとかなり気持ちが凹へこむ。

　ちなみに雷華からはジト目をされた。「ふーん、アンタは私じゃなくてその子とパーティを巡るってわけね。へぇ……」と何やら不ふ穏おんな空気を漂ただよわせており、ヒデオは雷華を避けるように動き回っている。

「まだ話していない人はいるかな？」

　ヒデオが周囲をきょろきょろと見み渡わたす。

　何人かのメディックと目線が合い、露ろ骨こつに逸そらされる。

「…………」

「元気出して下さイ。分かってくれる人もいまス」

　メリーがいなければ泣きながら会場を去っていたかもしれないと思わされる。

　すると、

「ん？」

　まっすぐこちらに歩いてくる二人組の姿があって、ヒデオの胸が高鳴った。

　このパーティで相手方から話しかけてきてくれた人物は、まだ一人もいなかったからだ。

　一体誰だろうと思ったヒデオは、その人物が誰かを知ると動けなくなる。

　一人は長身の男性だった。白しら髪が交じりの頭とう髪はつをぴっちりと整えて、底意地が悪いまでに高級品のスーツを身に纏まとい、手に装着された数多の宝石類からは成金を拗こじらせていることがうかがえる。

　ＰＭＣ業界に生きる者なら誰でもその名を知っている。欧おう州しゆう最大のＰＭＣの社長であるジョン・ハンターその人だ。

　そしてもう一人。その傍かたわらに付つき添そう少女。

　凛りんとした雰ふん囲い気きに満ちた可愛さ、とでも言えばいいのだろうか。

　卵形の顔には初うい々ういしい少女らしさと、武神のような厳おごそかさが同居しており、それぞれの魅力がお互たがいを殺すことなく奇き跡せきのようなバランスを保っている。

　いつか見た美び貌ぼう。アフリカ大戦の英雄ヒーローとして知られたドイツの美少女。

　アルベルティーナ・シュヴァイツァー。

　彼女が、ヒデオを見み据すえている。
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「これはこれは。ドクトル・ノグチではないですか。招かれてもいない宴うたげはお楽しみいただいているかね？」

　二人がヒデオの眼前に立つと、ジョンが挑ちよう発はつ的てきな挨あい拶さつをしてくる。

　ヒデオは何かを言いかけたメリーを制し、静かに問う。

「ハンター社長、御おん社しやの業績が右みぎ肩かた上がりなのは喜ばしいことですが、業績に比例してお忙いそがしいはず。イギリスの本社に居なくてもいいのですか？」

「勿もち論ろん忙しい。しかし、わが社に入ってくれた英雄ヒーローを世界にお披ひ露ろ目めすることも私の重要な仕事なのだよ」

　その言葉を受け、ヒデオはアルベルティーナを見る。

「成なる程ほど。彼女は御社の所属となったわけですね？」

「莫ばく大だいな金額を積んで得た最高の人材だ。まぁ、私がわざわざ極東の島国くんだりまで足を運んだのは別の目的もあってのことだが……」

　彼かれの粘ねばっこい視線がある一点に向かっていることにヒデオは気づく。その方向に目線をやれば雷華の姿がある。雷華はこちらに気付いていないようだ。

「ドクトル・キタザト。彼女もまた我が社の一員になるに相応ふさわしい、というよりなるべき人材だ。そうは思わんかね？」

「……雷華もスカウトしようっていう魂胆ですか」

　ただ見られているだけなのに、なんだか雷華を汚けがされたような感じがして、内心穏おだやかでない。

　そしてどうやらメリーも似た気持ちのようだ。柔らかかったメリーの瞳ひとみが、ここにきて剣けん呑のんな光を宿している。

「ヒディ、メリーはこの人好きじゃありませン。さっきからこの人、まるで他人を自分のコレクションのように言ってまス」

　ズバリと物を言うメリーにジョンは一いつ瞬しゆん驚おどろいた表情をしたが、すぐに顔にいやらしい余裕が復活した。

「これは美人な御嬢さんだ。私の秘書として雇われる気は無いかね？　なぁに、金は幾いくらでも積むし、何なら前金としてこれを差し出そう」

　彼は手に付けていたルビーの指輪を差し出す。それがどれくらいの値段になるか分からないが、メリーはジョンをじっと睨にらむだけ。

「……受け取りたまえよ」

　メリーの目つきが気に入らないのか、ジョンは声を低くすると、ルビーの指輪をメリーの頬に押し付けようとした。

「それくらいにしてください。メリーは僕のものです」

　次の瞬間、無礼を働こうとするジョンの手首をヒデオの右手が掴つかんでいた。同時に、それまで無言を貫つらぬいていたアルベルティーナがヒデオに向けて攻撃態勢を取る。

「「…………」」

　ぶつかり合う視線と視線。

　この空間内に、今すぐにでも爆ばく発はつしそうな膠こう着ちやく状態が生まれた。

　メリーに指輪を押し付けようとするジョン、それを睨むメリー。

　ジョンの右手首を握るヒデオ、それを威い嚇かくするアルベルティーナ。

　この四人の中で誰かが動いた瞬間、場合によっては血を見ることになるだろう。

　いつまでも膠着状態は続かない。もうそろそろ誰かがアクションを起こすだろう……。

　ヒデオがそう考えていた時、会場内に大声が響ひびき渡る。




「ニャホ！　ニャホ！　タマクロォォォォォォォォォォォゥ!!」




　謎なぞの呪じゆ文もんを唱えるその人物の登場に、会場内の全すべての目が向かった。

　周囲の注目を一身に背せ負おって立つその闖ちん入にゆう者しやは、派手な衣装に身を包み、巨きよ大だいなグラサンをかけたアフリカ系の大男。

　マイクを握る手の小指は天に向かって突き立てられており、体から放たれる変人オーラはとどまるところを知らない。

「ガーナ国の大統領……ジェリー・アッタ・マハマ!?」

　誰かが叫さけび、大統領と呼ばれた男はマイクで返す。

「イエェス！　歌って踊れる大統領の到とう着ちやくだァ!!」

　まさかの大統領襲しゆう来らい。ジョンが急いで腕うでを引き、ヒデオもまた手を引っ込める。

　信じられないことであるが、コレがガーナ国現大統領。国家のトップ。

　見た目はただの芸能人だし、ガーナは小国ではあるが、一国の最高権けん威い者しやとあれば間ま違ちがいなくＶＩＰ。

　彼がどんなふざけた格好をしていようが、彼の前で粗そ相そうはできない。

　しかし一体何の目的でやってきたのか。

　ヒデオを含ふくめた会場内のメディックが同じ疑問を共有していると、彼の背後からＳＰと思われる黒服たちが慌あわててやってくる。

「大統領！　ここにやってくることは予定に無かったでしょう！」

「以降の予定も詰つまっておりますし、スケジュール通りに動いて下さい！」

　ＳＰの真剣な制止に、大統領は大笑いで返す。

「ＨＥＹ！　ＨＥＹ！　ＢＯＹＳ！　流れを感じないか？　スケジュールなんて無視で旧友と親交を温めようっていうブラザーソウルの熱い流れを！」

「誰だれかは知りませんが、一国の大統領のスケジュールを狂くるわせてまで会う価値のある人物なのですかそれは！　いいからさっさと戻もどりますよ！」

　大統領のスケジュール違い反はんを阻そ止ししようとするＳＰたちと、それに逆らってパーティに交じろうとする大統領。

　その大統領が目当ての人物を見つけ、先ほどよりも更さらに大きな声を上げる。

「ドクトォォォォォォォォル・ノォォォォォォォグゥチィィィィィィィィッ！」

　ＳＰたちの動きが止まった。

「ドクトル・ノグチだと？」

　彼らは大統領に続いてヒデオの存在を認め、急ぎ襟えりを正す。

　自由になった大統領は大おお股またで会場を闊かつ歩ぽし、ヒデオの元へとやってきた。

「ＨＡＨＡＨＡ！　最後に会ってから一年と少しってところだなブラザー！　日本のお偉えら方がたとの会議が終わったら、近くにノグチがいるらしいって聞いたもんだからＹＯ！」

「大統領、アフリカでは色々と便べん宜ぎを図はかって下さりありがとうございました」

　ヒデオが頭を深々と下げると大統領は笑う。

「顔を上げてくれ。頭を下げるべきなのは俺おれの方だ」

　大統領はそう言うと、己おのれが身に着けていた奇き抜ばつな衣装に手をかけ、一気に脱ぬぎ去る。その下から現れたのは来らい賓ひんを歓かん迎げいする礼装だった。

　そしてグラサンを外して襟を正せば、立派な国主の姿がある。

「貴き殿でんのアフリカへの献けん身しんに対し、ガーナ共和国大統領ジェリー・アッタ・マハマが今一度この場でお礼を申し上げたい。大戦での助力、本当に感謝する」

　大統領がそう述べ、背後のＳＰたちがヒデオへ敬礼を捧ささげてくる。

　あれほど大統領のスケジュール違反を止めようとしていたのが冗じよう談だんだったかのように、彼らの敬礼は終わりの予感を抱かせない。

　大統領は背後のＳＰたちの分まで伝えるかのように、はっきりと言葉を紡つむぐ。

「ドクトル・ノグチ、貴殿は危険な戦場に率そつ先せんして身を投じ、戦略上見捨てられたアフリカの民たみを多く救ってくれた。ガーナの国民の中にも貴殿に助けられた記憶を持つ者が多くいる。それと、裁判の件では力になれず申し訳なかった。貴殿がアフリカから追放されてからずっと、直接会ってお詫わびする機会を探していた……」

「いいんですよそんなこと。裁判になっちゃうような荒あらっぽい方法をとった僕が悪かったですし、何よりこれは自分が決めた道です。感謝こそすれ、恨うらんでなんていません」

「……右手を、ドクトル」

　ヒデオが言われたとおり右手を差し出すと、大統領は大きな両手でがっちりと掴む。

「約束する。いつの日か、ガーナは絶対に貴殿への恩に報むくいる」

「ありがとうございます」

　大統領は真剣な表情で握手をしていたが、やがてグラサンを装着すると、また例の派手な衣装を羽織りだす。

「そろそろ次の用事が俺を呼んでやがる！　また会おうぜ、ブラザー！」

　大統領は陽気なステップを踏ふみながら踵きびすを返す。

　どうやら無理をして会いに来てくれたらしい。用事に間に合うか、手帳を一いつ生しよう懸けん命めい確かく認にんするＳＰたちに申し訳なさを覚える。

　すると、大統領の退出を止めようとする者がいた。

　それは愛あい想そ笑わらいを浮かべたジョン・ハンター。彼と大統領が並び立つと、服装の派手さと趣しゆ味みの悪さでは両者ほぼ互ご角かくであることが分かる。

「お久しぶりです大統領。私を覚えていただいておりますでしょうか？」

　その自信満々な顔から読み取るに、彼は有名人やら権力者やらに今まで何度もこの質問をして、その度に「覚えている」という答えを受け取っていたのだろう。

　世界最大ＰＭＣの社長である自分を知らないなどとは言わせない……そんな自負がある表情だった。

　だが、

「誰？」

　大統領がよこしたのは素っ気ない言葉だった。

　ジョンは僅わずかに顔を歪ゆがめたが、すぐにねちっこい口調で自己紹しよう介かいを始める。

「……欧州で最大手のＰＭＣ『グランドクロス』の社長を務めておりますジョン・ハンターです。アフリカ大戦では我わが社からも多数のメディックを派は遣けんしておりまして、戦せん没ぼつ者しやの慰い霊れい式しきの折、大統領とはお会いしております」

「あ、そうだったのかよ。ありがと」

　大統領は手をひらひらと振ふると再びその場を去ろうとする。

「お待ちください！」

　ヒデオに対するものとは明らかに違うその態度に収まりがつかなくなったのか、ジョンは再び大統領の足を止める。

「何？　超ちよう忙いそがしいんだけど？　ほら見えるだろウチのＳＰが半分キレてるとこ」

「実は、アフリカ大戦の無二の英雄ヒーローであるアルベルティーナ・シュヴァイツァーがこの度我々の組織に入ることになりまして。大統領にもご紹介しておこうかと……」

「……英雄ヒーロー？」

　興味無さそうにしていた大統領が、その言葉を聞いて声を低くした。

　今にも出口に向かいそうだった体をジョンへと正対させ、大統領は唸うなる。

「……悪い、もう一度言ってくれ。一体誰が、何の英雄ヒーローだって？」

　ジョンは傍そばに居るアルベルティーナを指差す。

「彼かの女じよです。彼女こそ、アフリカ大戦唯ゆい一いつの英雄ヒーローです！」

　この言葉を受けて、大統領が纏う空気が一変する。

　表情を変えたのは大統領だけでない。

　背後のＳＰたちまでもが、大統領を急せかそうとする仕草を一いつ切さい消して、無言でジョンへ目線を飛ばす。

「……用事なんざもういい。この勘かん違ちがい野や郎ろうに忠告しなきゃ気が済まねェ」

　大統領が拳こぶしを握った。

「あの戦いで最も勝利に貢こう献けんしたのはドクトル・ノグチだ」

「彼女です！　彼はＷＨＦの指示に逆らい、偽ぎ造ぞうを繰くり返かえして戦局を混乱させました」

「……ＷＨＦだ？　いつから連中の言うことが全部正しいってことになったんだ！」

　突とつ然ぜん大統領の額に青筋が立つ。

「良く聞け！　ＷＨＦがランク制度を導入し、ランクが下のメディックは危険戦せん闘とう区域に入れなくなった！　未熟なメディックが危険地帯に送られ死ぬのを防ぐ……お題目としては上等だろうよ！　しかしその結果何が起きたか！」

　大統領は近くにあったテーブルを蹴けっ飛とばす。料理が宙を舞まい、誰もが身を震ふるわせる。

「未いまだ貧しい国の多いアフリカはメディックを雇やとい育てる十分な金も無く、低いランクのメディックしかいなかった！　自分の国が、故郷が、家族たちが病魔の軍勢に呑のみ込まれているのに、多くのメディックはランクの問題から助けに行くことを封ふうじられた！」

　貴様らに想像できるか、と。

　大統領の激げき昂こうが周囲に見境なく炸さく裂れつする。

「自分の家族を、故郷を、国を救えぬ者達たちの怒いかりが！　嘆なげきが！　絶望がッ！　それでもＷＨＦに逆らえばメディックを派遣してもらえなくなるかもしれない……そう考えた国々はランク制度に従い続けた！　派遣されたＷＨＦのメディックたちに指揮権を奪うばわれ、戦略上村を見捨てると言われても耐たえて従った！　我が慢まんの限界が訪れるまで！」

　怒りの言葉が会場に荒あれ狂い、大統領はそこで深く息を吐いた。

　止める者などいなかった。

　誰もがその場に縫ぬい付けられているかのように動けない。

　グラサンの下の大統領の目が、ふとヒデオへ向いた。

「そんな時ノグチは現れた。彼は俺たちの代わりにＷＨＦに逆らい、手て当あたり次第に村や町を救い始めた。広大なアフリカの大地を駆けずり回まわり、活動の限界になるまで負傷して、周囲が休むよう必死で説得しても、わずか三時間ほどで最前線に舞い戻る……己の全てをアフリカのために捧げてくれた。アフリカ中のメディックが願い、そして出来なかったことを彼は背負ってくれた。命だけじゃない。彼は、人々の心まで救ってくれた……」

　大統領の前に立つジョンはすっかり気け圧おされている。

　ただ、アルベルティーナだけは相変わらずヒデオを睨みつけている。

　そんな彼女にも大統領は声をかけた。

「御嬢さん、君もアフリカで活かつ躍やくしてくれたんだよな。それは非常にありがたいことだ。ただ、あの大戦には君以外にもう一人英雄ヒーローがいた。世間はそれを認めないが、少なくとも俺はそう信じている」

　グラサンの位置を指で整えた大統領は、はっきりと響き渡る声で言う。




「何と言われようと、ドクトル・ノグチこそアフリカ大戦における真の英雄ヒーローだ」




　広いパーティ会場は、今や空き家の如ごとく静まり返っている。

　時が止まったような空間の中で、ただ一人動いている大統領は、金ピカの腕うで時ど計けいを見てＳＰたちに確かく認にんする。

「もう間に合わないような気がするんだがＹＯ」

「……ここでの時間は我が国くににとっても必要な時間でした。仕方ないでしょう」

　もう十分だと言わんばかりに、ヒデオを見ることも無く会場を去っていく大統領一行。

　その大きな背中が見えなくなるまで、ヒデオとメリーは彼に頭を下げ続けた。







第三章　ＧＬＯＲＩＡ――栄光、その裏で







　パーティの翌朝。ヒデオは事務所で益ます二じ郎ろうにパーティでの出来事を話していた。

「――そんなことがあったのか」

　一通り話を聞き終えると益二郎は腕組みをする。

「大統領乱入とか、中々エキサイティングな夜を過ごしていたのは何よりだが……どうも新種病魔イルってやつが気になるな」

「ジローもそう思う？」

　ヒデオの話を聞いた益二郎も、やはり同じところに注目したらしい。

　新種の発生というのは珍めずらしいことではない。

　年間で平均して四、五例ほどの新種病魔が世界で観測される。

　けれども今回発生したデスブラックは従来とは違う。

　何か、メディックとしての第六感に訴えてくる危険さがある。

「……新種と言えば、だ」

　益二郎が携けい帯たいの画面に目を落とし、舌先で面おも白しろがるように言葉を転がす。

「インドのエンポリオだが、ＷＨＦがようやっと重い腰こしを上げるぞ。現地に杜と聡そう銘めいを筆頭とする大部隊を派兵することに決めたらしい」

「『百ひやつ歩ぽ蛇だ』の異名を持つ台たい湾わん最強の戦闘医師メデイツクのご出しゆつ陣じんか。ＷＨＦも本気だね」

「これでインドの情勢はカタが付く。だから、テメェも早まるんじゃねぇ」

「何が？」

　益二郎特有の視線を感じる。一いつ般ぱん人じんなら、体温を感じない目線というだろうが――

「倉庫での一戦以来気にしてたはずだ。攻こう撃げき力りよくの高いエンポリオがインドで子どもたちを狙ねらっていることを。ランク無視でインドまで乗り込むことすら考えてやがっただろ？」

「…………」

　この視線に晒さらされると、いつも居い心ごこ地ちの悪さを感じてきた。

　今だってそう。益二郎はヒデオを睨ねめ付けてくる。

「自うぬ惚ぼれんなよ英雄ヒーロー。世界を、何もテメェ一人で守っているわけじゃねぇ。インドにはインドのメディックがいて、それぞれ守りたいもののために必死こいてる。その連中の存在を無視して世界中全ての命を守ろうとする姿勢は傲ごう慢まん以外の何物でもねぇんだよ。ましてＥランクのテメェが行けばさらに事態をややこしくするじゃねぇか」

「……別に僕は、」

　カチッ。

　ヒデオの反論に被かぶせるように、益二郎が銃じゆうを抜ぬく。

　銃口はヒデオに向かない。手の中に重い握りを保持し、クルクルとガンスピンを始めた益二郎は、握りのガラガラ蛇ラトルスネークの刻印をヒデオに向けるように動きを止める。

「毒どく蛇へびは急がねぇ。俺にこの銃を託たくした奴やつは、以前そう言っていた。そうだろ？」

　彼が口にした諺ことわざは東南アジアのもの。

　毒蛇は悠ゆう然ぜんとする。己が強いことを知っていれば、自然と慌てないものなのだと。

「この一年間世界から馬ば鹿かにされ続け、テメェにもゆとりが無くなってきているのは分かる。だが急ぐんじゃねぇ。浮うき足あし立だたなくても、いずれ世界の方がテメェを必要とする」

　益二郎が告げた言葉は、ヒデオには覚えがあった。

　それはかつて自分が告げた言葉。彼の意い趣しゆ返がえしのつもりなら、完全に一本取られた。

「……あー、はいはい。軽けい挙きよ妄もう動どうは控えますよっと」

　わざとらしく肩を竦めてみせたのは、ヒデオなりの了りよう承しようの合図。

「おはようさー」

「おはようございまス」

　そこへ事務所に女子組が顔を出し、場の空気が華はなやいだ。やはり朝は美少女に限る。

「おはよう二人とも。昨日はありがとね、メリー」

「お安い御ご用ようでス」

　えへん、と大ぶりの胸を張るメリーの隣となりでカナエが唇を尖とがらせる。

「私もヒデオと一いつ緒しよに行きたかったさ……ねぇヒデオ、次は私にしてほしいさ」

「ム！　いくらカナエでも、ヒディは渡わたせないのでス」

　全員が集まった事務所は今日も和わ気き藹あい々あいとした空気に満ち、ヒデオは一日の始まりを告げる声を上げる。

「よっし。じゃあ朝のミーティング始めるよー」

　お客様のいない時間はほとんどヒデオたちの談話室と化す応接室で、ヒデオは皆みんなを見渡して咳せき払ばらいを一つする。

「本日の任務だけど……行方ゆくえ知れずの少女たちの捜そう索さくです！」

「え？」

　カナエがキョトンとした表情になる。

　ＰＭＣたるＨＯＵＮＤＤＯＣが受ける依頼とは毛色が違う。戸と惑まどいも当然だ。

　ヒデオはカバンからカンペを取り出し、それを片手に詳しよう細さいを説明する。

「まず、横よこ浜はま税関が人身売買の摘てき発はつに力を入れているのは皆みんな知ってるよね？」

　問いかけに全員が首を縦に振る。

　国の内外へ違い法ほうな品を持ち込ませない、持ち出させないよう取とり締しまる役割を担になう税関だが、近年になって人身売買や不法入国者が増加しているのは認めざるを得ない。

　病魔の侵しん攻こうを受けた地域では、病魔侵入の可能性が少ない島国の日本などに逃げようと考える人が出てくる。そんな彼らを日本に招待すると騙だまし、人身売買を企くわだてる輩やからもいる。

　そういう輩は地下組織を作り、放置すれば横浜の治安を悪化させる。

「公おおやけになってないけど、横浜の密輸組織のアジトが警察によって発見されたんだ」

「ひょっとして、私たちの任務ってそいつらの確保さ？」

　そう問うカナエの表情は曇くもり気味。人を助けたくてメディックになった彼女は、人と争あらそうような任務はしたくないというのが本音のよう。

　任務をえり好みされるのはよろしくないが、ヒデオはカナエがそんな気持ちを持ってくれていることがちょっと嬉うれしかった。

　いつも元気なカナエだが、相手の気持ちに静かに寄より添う優しさも持っているのをヒデオは知っている。

「確保はしないよ。何な故ぜなら彼らは既すでに警察に全員逮たい捕ほされているんだ」

　メリーとカナエが同時に首を傾かしげる。

「全員逮捕なら事件は終しゆう了りようじゃないですカ？」

「いや。どうにも奇き妙みような点があるんだよ」

　ヒデオは探たん偵ていになった心ここ地ちで、事件の奇妙な点を整理する。

「ざっくり整理すると謎は二つ。実は警察がアジトに踏み込んだ時点で、犯人グループが全員戦闘不能にさせられていたんだ。警察の聴ちよう取しゆによれば、警察が動くよりも先に誰かがアジトに乱入し、たった一人でその場の連中を全てなぎ倒したらしい。そいつはダルマのお面を被かぶっていたため素す性じようは不明だって。この人物は誰か……それが一つ目の謎」

「悪人たちをなぎ倒していくダルマのお面の人物って、何か凄いシュールさ」

　ヒデオもカナエの言葉には頷うなずくしかない。

「もう一つの謎。それは、少女たちの一部がまだ行方知れずってこと」

「えっ。犯人たちは捕つかまっても、まだ見つかっていないさ？」

「少女たちの大半は保護されて親元に帰ることができる。けれど、奴らが連れ去っている少女たちの中には、様々な理由から帰る場所がない子もいた。その子たちの行方が分からないんだよ。『心配しないで』っていう書き置きは現場に残っていたらしいけど」

「犯人が隠かくしてるとカ……？」

　ヒデオは首を横に振る。

「連中、随ずい分ぶんとこっぴどくダルマにやられたみたいで、隠し事ごとをする心の余よ裕ゆうなんて無いみたい」

「そんなに酷ひどい負け方をしたさ？」

「最強時代のベイスターズが小学生の野球チーム相手に本気を出したような惨さん状じようだってさ」

「ダルマさんハ、幼い女の子たちが苦しめられていることに、それほど怒おこったのですネ」

　ヒデオが右手の関節をゴキリと鳴らし、話を続ける。

「とにかく犯人たちが少女たちの行方を知らない以上、少女たちが消えたことについてはダルマのお面の人物が関かかわっている可能性が高い。ならばダルマの人物は何者か」

　ごくり、とその場の顔ぶれが唾つばを呑む。

　一いつ瞬しゆんのタメで雰囲気を演出した後、ヒデオは真しん剣けんな表情で意見を述べる。




「僕は断言する。この人物は――プロのロリコンであると！」




「ヒデオ……」

　カナエが残念な人を見る目を向けてきたので慌てて弁明する。

「だってそうとしか考えられないんだよ！　状じよう況きよう的てきに考えて、少女たちを連れ去ったのはこの人物。つまりこのダルマはロリコンだ」

「暴論だろ！」

　すかさず益二郎が反はん撃げきしてくるが無視。

　何故か益二郎の言葉にいつになく感情が籠こもっている気がするが、ヒデオの知ったことではない。

「複数名の相手をただ一人で制圧する能力。ただのロリコンにしては戦せん闘とう力りよくが高過ぎる。たぶん修しゆ羅ら場ばをくぐったのは一度や二度じゃない。歴戦の戦士のように訓練と闘争に明け暮れたプロのロリコン……プロリコンとでも命名すべき存在だ」

　そのネーミングセンスにカナエがますます残念そうな目をしてくる。

　流石さすがに酷過ぎたか。

　ヒデオも反省して、プロリコンという言葉は忘れてくれるよう頼たのみこむ。

「まぁ、いずれにせよ少女たちの行方はこのロリコンが知っているわけだ。つまりコイツを見つけ出せば少女たちの居場所も分かる」

　とりあえず、とヒデオは続ける。

「ダルマ見つけ出してギッタギタにするよ」

「!?」

　益二郎が目を剥むく。

　女じよ性せい陣じんの気乗りしない反応と比べると、今日の彼はオーバーアクション気味だ。

「あのさーヒデオ。ダルマが犯人だって決まったわけじゃないさ。いきなりギッタギタは酷くないさ？」

「うーん……僕ぼくの中の会あい津づ魂だましいが叫んでいる気がするんだよね。なんというか……『カカル達磨だるまハ世ニモ恨メシキ敵かたきノ末まつ裔えいナリ。其そノ血ト命ヲ刃やいばニ吸ワセ、我ラ会津ノ怨おん念ねんノ慰なぐさメトセヨ……』って呻うめき声ごえが聞こえるような……」

「それ絶対に会津魂じゃないさ。何か悪あく霊りようの類たぐいと交信しちゃってるさ」

　福島出身のカナエが呆あきれ顔がおで指摘する。

「今のは冗談だとしても、闇やみ組そ織しきのアジトを一人で潰つぶすような戦闘力を持つ人物が野放しになっているのなら調査した方がいいと思うんだ」

「むぅ、その点については同感さ」

「上う手まくいけば女の子たちの居場所も分かりまス。安心できる居場所が見つかっていたならば良いのですけド……」

　少女たちの合意を得て、本日の任務は決定される。

「よし、じゃあ今日の目標はダルマの捜索と抹まつ殺さつで……」

「ちょっと待て！」

　慌てた様子の益二郎が物言いを付ける。

「……なぁ、ダルマが犯人だと決まったわけじゃねぇんだし、一ひと先まず様子を見るって方向にしねぇか？　他ほかにも任務はあるわけで……」

「状じよう況きよう証しよう拠こからは限りなくクロでしょ。僕はダルマが少女たちを連れ去ったと確信してるもん」

「憶おく測そくでダルマを悪く言うんじゃねぇよ！　良い奴かもしんねぇだろ！」

　どういうわけか益二郎がダルマを庇かばう。

「子どもたちを連れ去る奴がいい奴のはずないよ」

「連れ去ってねぇならどうすんだ。例えば……あくまで例えの話だが、子どもたちが勝手についてきて、そのダルマのアパートの部屋に住みつきやがった可能性もあるだろ。『行く場所がないのでしばらくおいて』『ごはんを食べさせて』『おふとんかしてください。もうずっと床ゆかでしかねてないの』とか言い出してすやすやと寝ねちまったら、叩たたき出だすわけにもいかねぇだろうが」

「ありえないね。そんなロリコンの妄もう想そう染じみたことが現実に起こるはずがないよ」

「益二郎も流石に話を飛ひ躍やくさせすぎさ。そんなことになったら、その人だって警察に相談するさ」

　ダブルでツッコミを入れると、益二郎が強きよう烈れつに噛かみつく。

「ダルマだってそのつもりだったのかもしれねぇだろ！　だけど子どもたちの世話を焼くうちにタイミングを失い、気が付いてみたらご覧の始末……どうすんだ俺……マジでこの状況どうすりゃいいんだ……」

「どうしてジローが嘆くの？」

　怒ったり嘆いたりと、今日の益二郎は朝っぱらから安定しない心模様。

　その理由は定かでないが、とりあえずは好物の豆とう腐ふでも摂せつ取しゆさせたら落ち着くかしらとヒデオは思案する。

「おい……テメェが捕とらえようとしているダルマは本当に悪者か？　ある日たまたま犯人の手に落ちた子どもたちを見つけちまって、一刻も早く助け出さなきゃと考えた善良な通りすがりかもしれねぇだろ？　顔がバレたら困ると思い、近くの怪あやしげな土産みやげ物もの屋やで被り物ものを買って、子どもたちを助けた義ぎ侠きよう心しん溢あふれるナイスガイかもしれねぇだろ？」

「ロリコンか、ナイスガイか。捕まえてみれば分かることだよ……どうしたのさジロー。顔色がゾンビの領域だよ？　具合悪いなら無理せず家に帰る？　送っていこうか？」

「やめろ……」

　イヤイヤと弱々しく首を振る益二郎。

　いつもの強気な態度が見られず、本当に体調が芳かんばしくないのかと心配になってくる。

「具合悪い時くらい遠えん慮りよしないでいいって。ジローのアパートなら前に遊びに行ったから場所も覚えてるし」

「ダルマは捜索しておくから、安心して休んでいるといいさっ！」

「よければメリーが台所をお借りしテ、おかゆを作ってあげましょうカ？」

「やめろ……やめて下さいお願いします……」

　いよいよジローの顔面が死期迫せまるものとなる。

「ええい、もういい！　テメェらダルマを捜さがしに行くぞ！　少女たちは無事だし、ダルマは絶対に見つからねぇだろうし、そもそも見つかるわけにもいかねぇがな！」

　叫びながら事務所を出ていく益二郎。

　残された一同は、普ふ段だんと違ちがう彼の背中を見送り、見つめ合う。

「……ちょっと今日は様子が変さ」

「疲つかれてるのかも。実戦に合わせ、参さん謀ぼうとしての役割を負わせちゃってるし」

「事務所に戻ってきたラ、ジロウの大好きなお豆腐料理をたっぷり振舞いまス！」

　それぞれが益二郎を心配しながら、本日の任務のための支し度たくを始めた。




　しばらく後、ヒデオ・益二郎・カナエの戦闘班は横よこ浜はま港こうの倉庫地区を歩いていた。

　益二郎の苦り顔がヒデオへ向く。

「ったく……それで俺たちはどこに向かってやがるんだ？　当ても無くダルマを捜すにしちゃ足運びに迷いが見られねぇが」

「この先の倉庫地区で最近、ダルマの被り物をした人物を見かけたって情報が税関に上がって来たらしいんだ」

　益二郎が足を止める。

「テメェら、引き返すぞ」

「どうして？」

「目もく撃げき情報は出で鱈たら目めだ。俺はそんなところ行っていな……いや、何でもねぇ」

「他に情報も無いし、捜してみる価値はあると思うさ」

「罠わなの可能性がある」

　益二郎が油断なく辺りを見み渡わたし、声を抑おさえる。

「事件は公になっていねぇんだろ？　にもかかわらず、事件に関連した情報で誘さそいをかけてやがる。この情報が出鱈目だとしても、ただの悪いた戯ずらってわけがねぇ」

　ヒデオは益二郎の読みに首しゆ肯こうし、続ける。

「逆に言えば、この情報を流したのは、公になっていない事件の情報を仕入れることができるような立場の人物ってことだよね。そんな人物が罠を仕し掛かける……それこそ、調査が必要じゃない？」

　ヒデオの説明に、益二郎はしばらく考える素そ振ぶりを見せ、やがて再び歩き出す。

「ダルマに続いて正体不明の人物の登場……謎は深まるばかりさー」

「公になっていない情報を得た人物については絞しぼり込みができるんじゃないかな。例えば税関関係者、港こう湾わん警察、その他当局の人々、他に可能性としては……」

　ヒデオが更に続けようとしたところで、益二郎が前方に何かの姿を捉とらえる。

「何だ……？」

　ヒデオが見ると、かなりの重量があると見受けられるコンテナが一基、転がされた光景が目に飛び込んでくる。

　元々コンテナがあったはずの場所へと視線を滑すべらせると、そこにはコンクリート舗ほ装そうの地面を突つき破やぶって生える一本の樹きがあった。

　普ふ通つうの樹ではない。

　ウネウネと不気味に蠢うごめき、幹からは鋭するどい牙きばのような棘とげが幾いくつも生えている。

　自然進化では到とう底てい行き着かないであろう、極きわめて戦せん闘とう的てきなスタイルの植物だった。

「……植物型の病魔か？」

　益二郎がリボルバーを構えながら呟つぶやく。

「メディックのデータベースにもこんな病魔は登録されてないさ」

　タッチパネル式の端たん末まつを操作していたカナエも、見当もつかないといった態ていだ。

　三人の中でただ一人、ヒデオだけが目の前の植物に心当たりがあった。

　まさか、とは思った。しかし考えられる可能性は一つ。

「二人とも聞いて」

　ヒデオは目の前の植物を見ながら二人に声をかける。

「気を引ひき締めるんだ。相手は病魔なんかじゃない。もっと――」

　バコン！

　コンクリート舗装の足元にひび割れが入ったのは突然だった。

　その割れ目から生まれてきたのは、これまた毒々しい緑色をした植物の蔓つる。蔓は明確な目的意識を感じさせる動きでヒデオたちに襲いかかる。これに捕らえられたら最後、連れん鎖さ的てきに蔓の餌え食じきとなってしまうだろう。

　そうはさせない。蔓が向かう先、二つの声が呼応する。

「《黄熱病トリアージ》！」

「《蒼月湖畔ブルームーン》！」

　ヒデオとカナエがほぼ一緒のタイミングで異能を展開する。メディックたちを締め上あげようとしていた蔓が黄色い炎ほのおの放射で焼かれ、それを運よく回かい避ひできた蔓もカナエの掌てのひらから放たれた水流によって弾はじき飛ばされた。

　カナエの異能《蒼月湖畔ブルームーン》は水を操あやつる異能。

　この異能は大気中の水分を媒ばい介かいとし、掌に水を精製して高圧力の水流を放つ。

　詳細に説明するならば、大気と触ふれている肌はだで生成効率を高め、水を掌に集める。大気と肌が触れ合あう面積によって威い力りよくが左右される異能だ。

「また来るぞ！」

　地面が嫌いやな音を立て、ひび割れが成長していく。

　蔓の第一波は退けたが、広がる地面のひび割れからは蔓の第二波が飛び出してきた。

　更に、目の前に屹きつ立りつしていた不気味な大樹が棘を飛ばしてきたことで、敵側が波状攻こう撃げきの態勢を完成させる。

　ヒデオは左手に纏まとった炎で蔓を焼き、棘を弾き飛ばす。

　カナエと益二郎はヒデオより威力は無いものの、的確な攻撃で蔓を捌さばいていく。

　しかし手数の多さでは相手が完全に有利。ヒデオたちも細い蔓や飛来する棘を相手に集中力勝負をしているので、いつまでも捌ききるのは難しい。

「手ごわいさ！　こうなったら私が本気を出すしか……」

　足元に絡からみ締め付つけようとした蔓を焼いたヒデオの耳にカナエの言葉が聞こえ、反射的に拒きよ絶ぜつを叫さけぶ。

「やめてよ！　カナエが本気を出すってことは……真まっ裸ぱだかってことでしょ!?」

　そう。

　肌はだの露ろ出しゆつ面めんで大気中の水分を操るカナエの異能の特性上、彼女が最も力を発揮できるのは肌の露出が最大限の時、つまるところ生まれたままの姿の時だ。

　その姿で異能を使えば蔓の群れを一いつ掃そうできるかもしれない。

　しかし、それは果たして是ぜとすべきことなのだろうか。

「は、恥はずかしいけどさっ、ヒデオたちが怪け我がしないようにするには、私だってひと肌脱ぬぐ必要が……」

「ひと肌どころじゃないじゃん！　すっぽんぽんじゃん！　ダメだよカナエ！　僕は絶対認めないからね！　あ、想像したら鼻血が……」
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「でも……」

　食い下がろうとするカナエだったが、銃じゆうを撃うつ益二郎が冷静に告げる。

「男の意地を汲くんでやれよ。女を脱がせなきゃにっちもさっちもいかねぇなんて醜しゆう態たいは、意地っ張りの会津出身には絶対に認められねぇんだ」

「へそ曲がりの長ちよう州しゆう出身にしちゃ、よく分かってるじゃないかっ！」

　ヒデオは攻せめくる蔓の群れを火か炎えん放射で薙なぎ払はらい、敵の植物たちから距きよ離りを取る。

「ジロー、カナエ、『赤』を使うよ！」

　その言葉に最初に反応したのはカナエだった。

「体力を大きく削けずっちゃうさ！」

「分かってる。でも力の出し惜おしみができる相手じゃないよ」

「……そうか。この植物は……」

　益二郎が何かに感づいた素振りを見せ、ヒデオに目線で合図を送る。

　やっちまえ。

　そんなメッセージを的確に受信したヒデオは、己おのれの左手に力を込める。

「見せてやる！　火傷やけどじゃ済まない本気の炎を！」

　左手に渦うず巻まいていた炎が火勢を増した。

　黄色い火炎が徐じよ々じよにその色を変化させていく。

　ヒデオの異能《黄熱病トリアージ》はただ黄色の炎を発するだけではない。己の左手を代だい償しようとして発現したこの異能が、そんな生なま温ぬるいものであるはずもない。

　異能《黄熱病トリアージ》の神しん髄ずいは火力の掌しよう握あく。体力の消しよう耗もうというコストを支し払はらい、火力を強めることができる。

　今まで見せてきた黄色い炎は、ヒデオが操る炎の中で最も火力が低い。

　これより解放する力こそアフリカの真の英雄ヒーローの真骨頂。

「ここからが本番だっ！」

　ヒデオの炎が性格を変える。

　纏う炎は自然の警告色である黄色から、天をも焦こがすような赤へと表情を一変させる。

　この色になるともう「警告」はしない。赤い炎は相手を「打だ倒とう」するためのもの。

　炎の模も様よう替がえを済ませたヒデオは、地面を蹴って前進する。

　当然、突とつ撃げきするヒデオは敵の植物たちにとっては格好の標的だった。蔓はうねり撓しなり、目で追いにくいあらゆる曲線の動きを駆く使しして「線」での攻撃を仕掛け、不気味な大樹は棘を飛ばし、鋭く返しにくい「点」の攻撃でヒデオに挑いどむ。

　刹せつ那なの間に前方全すべてが危険地帯となり、それは向かいくるヒデオへのカウンターとして無む慈じ悲ひに距離を詰つめる。それでもヒデオは前に進み続ける。

　棘と蔓の暴風域とヒデオ。両者が衝しよう突とつするまで一秒も無いであろう時間の中、ヒデオは拳を引き、前に放つという二つの動作を一挙動で完かん了りようさせていた。

「万里焦土の業炎ステージ・セカンド――紅ノ鳥レツドバード！」

　放たれた拳に紅くれないの炎が宿る。

　紅の炎は形を変え、ヒデオの拳に炎の鳥が生まれる。

　放たれる拳に宿りし鳥は翼つばさを広げ、押おし寄せてくる攻撃と衝突する。

　拳打が蔓か棘か、何に当たったのかはヒデオ自身も分かりかねたが、そんなものはどうでもよかった。

　拳打が前方の対象に命中した瞬しゆん間かん、前方へと爆ばく発はつに似た炎が炸裂する。

　その火力は衝しよう撃げき波はを生み出して、今にも牙を剥こうとした植物たちを引き千切り、吹ふき飛ばした。

　爆炎が晴れ、視界が良好になれば戦せん況きようが更こう新しんされているのが分かる。

　たった一いち撃げき。それだけで蔓も棘も幹も全てが一掃されていた。

　対してヒデオは防ぼう御ぎよの姿勢もとらずして、無傷のままで済んでいる。

　益二郎はヒデオのことを生まれつきの攻め手アタツカーと評したが、真に極められた攻撃とは、同時に鉄てつ壁ぺきの防御としての機能を持つ。今のヒデオの一撃こそ何よりの証左だろう。

「……植物を超ちよう進しん化かさせ、攻撃と防御に使う世にも珍しい異能《生命への畏敬セブンスヘブン》。その真価の種類の豊富さは異能を使用する本人ですら上限があるのかを知らず、繰り出される攻撃は千せん変ぺん万ばん化かときたもんだ。Ｓランクメディックに相応ふさわしい異能だよね」

　爆炎が通過した後の倉庫地区は異様に静まり返り、姿を見せぬ誰だれかに語りかけるヒデオの声が響ひびいた。

「アフリカ大戦時、君はこの異能で多くの敵を倒たおしてきた。だけど僕には勝てない」

　そう指し摘てきすると、静かな空気に微かすかな敵意が入り交じる。

　誰かがヒデオの言葉を聞いている。ヒデオはそれが誰かをも察している。

「君の異能は超進化させる草花が周囲にあって真の威力を発揮する。アフリカのコンゴ川流域の密林地帯ならいざ知らず、コンクリートで覆おおわれた横浜港では威力に限りがある。何より、君の異能をざっくりと分類するなら誰かを守るために振ふるわれる防御向きの力。完全攻撃向きの僕の異能と張り合ったところで、結果は火を見るより明らか！」

　出てこい、とヒデオは呼びかける。

「僕の手を焼かせるなよ……『密林の聖女』、アルベルティーナ・シュヴァイツァー！」

　倉庫の陰かげから姿を現す者がいた。

　その人物は軍服と白衣の合いの子めいた服を着用し、瞳ひとみには敵意の光を宿らせている。昨晩ヒデオに向けられていた鋭い睨にらみは、一晩経たって更さらに鋭さを増していた。

　Ｓランクメディックであるアルベルティーナ・シュヴァイツァー。

　世間が言う「アフリカの英雄ヒーロー」の姿が、何故かヒデオたちの前にある。

「ど、どうしてさ!?　何でこんな人がここに？」

　カナエが予期せぬビッグネームの襲しゆう撃げきに狼狽うろたえ、その横の益二郎は予想が当たったと言わんばかりの顔で銃を構えている。

「ノグチ……やはり来たな」

　ドイツ美少女の形の良い唇くちびるから、暗い感情に染まった声が漏もれた。

「君が嘘うその情報を流して僕らをここに呼び寄せた、という理解で良いのかな？」

「Ｓランクメディックという権けん威いがあれば大たい抵ていのことなら融ゆう通ずうが利きく。ノグチを釣つれそうな情報を当局から仕入れて釣り餌うわさを投げれば、貴様は必ず食いつくだろうと踏ふんだ」

「僕が噂うわさをシカトする可能性を考えなかったの？　行方知らずの少女たちなんてどうでもいいと考えることもあり得たでしょ」

「貴様に限って少女たちを見捨てることは無い。人命救助のためなら周囲を顧かえりみず、卑ひ劣れつな行こう為いも躊躇ためらわない貴様なら、な」

　隠さない棘が彼かの女じよの言葉に溢あふれている。

　この状況に置かれて、彼女に「何な故ぜ攻こう撃げきした？」と問いかけることはしない。

　そんなことは目を見れば一発で分かる。瞳に浮うかぶ敵意は、憎にくしみを湛たたえている。

　ならば、ヒデオはこの場合において最も相応しい質問を選ぶ。

「……どうして僕を憎むの？」

　彼女の中に流れる規則に厳しいドイツ人の血が、ＷＨＦを欺あざむいて戦場を飛び回ったヒデオの脱だつ法ぽう精神を咎とがめているのだろうか。

　違う。彼女の目に光る敵意は、もっと深い業ごうを匂におわせている。

　ヒデオは待った。やがて彼女が唇の端はしを持ち上げる。

「……私は、アフリカ大戦で活躍した」

　淡たん々たんと語る彼女は、三対一の戦況にも怯ひるむ気配は見せない。

「アフリカの英雄ヒーロー。多くの人が私をそう呼ぶ。ＷＨＦの要よう請せいによりアフリカに飛び、任務をこなし続けた私の胸には幾つも勲くん章しようが並び、とうとう聖十字勲章という名めい誉よの座にまで上り詰めた」

「昨夜は言いそびれたけど、受賞おめでとう」

　ヒュッ！

　アルベルティーナの握にぎりしめられた手が開くと、その中にあった植物の種が急速に発芽し、一本の蔦つたの槍やりとなってヒデオを急きゆう襲しゆう。これに対してヒデオは紅べに色いろに燃え盛る炎で払い落とす。

「愚ぐ弄ろうするな。私は知っている。私の周囲を飛とび交かう華やいだ言葉とは裏腹に、裏では私の事を英雄ヒーローだと思っていないメディックが数多くいることを。そして、そんなメディックは心に別の英雄ヒーローの姿を思おもい描えがいている。それが貴様だ、ノグチ」

　彼女の指が銃口のようにヒデオに向けられる。

「私は英雄ヒーローの座に固こ執しつしたいのではない。だが、貴様の存在がある限り私は道どう化けだ。世は私を褒ほめ称たたえつつ、裏では貴様を真の英雄ヒーローだと賞賛する。私の見えない場所で、私を偽いつわりの英雄ヒーローと呼ぶ者さえいる。偽ぎ造ぞうと捏ねつ造ぞうに塗まみれた脱法メディックである貴様のせいで、私は苦しめられている……」

　唇を噛んだアルベルティーナの手は、胸の部分の服を皺しわが寄るまで握りしめていた。

「そんなの、逆さか恨うらみさっ！」

　カナエが抗こう議ぎの声を上げる。

「ヒデオはこの一年ずっと苦しみ続けてきたさ！　アフリカ大戦の戦績は全く評価されず汚お名めいだけ背せ負おって一年間頑がん張ばってきたさ！　男の意地とかなんとかいって飄ひよう々ひようとしながらも、内心は悔くやしい気持ちで一いつ杯ぱいだったはずさ！」

「こいつは自分の意思でＷＨＦに逆らった！」

　アルベルティーナの激げき昂こうが、カナエの顔に怯おびえの色を刻む。

「確かにノグチはこの一年差別され続けてきただろう。それは己が選んだこと！　だが私はノグチに巻き込まれた！　ＷＨＦに逆らったノグチをアフリカの英雄ヒーローにしたくない……そんなＷＨＦの政治的判断は、ノグチとは違う英雄ヒーローの確立を求めた。それが私だ！」

　彼女は血を吐はくように絶ぜつ叫きようする。

「貴様がＷＨＦに逆らわなければ！　余計なことをしなければ！　私は仮かり初そめの英雄ヒーローとして祭り上げられることもなければ苦しむこともなかった！　この一年、私は常に貴様の幻げん影えいに苦しめられてきた！　任務で小さなミスをする度たびに幻影の貴様が現れこう告げる『所しよ詮せんは偽にせ者もの。真の英雄ヒーローならそんなミスはしない』……もうどうかなってしまいそうだ！」

　アルベルティーナの掌の中で弾はじけた異能が、蔦の槍となって周囲に放出された。

　破は壊かい力りよくのある八つ当たりは、鉄製のコンテナ数基に穴を開ける。

　あまりの刺し突とつの鋭さに、カナエが息を呑のむのが聞こえる。

　憎ぞう悪おを一気に言葉にした彼女は俯うつむいた。

「……昨日、新しい雇やとい主ぬしに連れられてパーティに出席させられた」

　彼女の口調が少しだけ弱々しくなる。

「多くのメディックたちは私の功績を褒め称えてくれた。だが、私が賞賛を受けたかった実力者たちの反応は鈍にぶかった。かのナイチンゲール作戦の功労者であるドリトル銃医は、ＷＨＦさえなければ私より貴様を応おう援えんしたそうな目をしていた。僅わずか数年で台湾の病魔防衛のレベルを世界レベルにまで持ち上げた祭さい阿あ信しん女医は、私に貴様の名誉が回復されるようＷＨＦに掛かけ合ってくれないかと頼んできた。中国のメディック華か佗だ氏しは、聖十字勲章は貴様と私で分け合うべきだと説いてきた。そして、極めつけが……」

　彼女はそこから先を言わず、ヒデオは聞かずとも悟さとることができた。

　アフリカ大戦の当事者の一人だったジェリー・アッタ・マハマ大統領。

　彼かれの発言はヒデオに勇気を与あたえてくれたが、アルベルティーナには別の感情を与えたのだろう。

「……貴様が存在する限り私は貴様と比べ続けられる。私の人生において貴様は呪のろいだ。だから潰す。もう夢にさえ出てこられないくらい徹てつ底てい的てきに潰してやる」

　呪じゆ詛そを述べ終えたアルベルティーナが異能を発動する。近くのコンテナが内側から破は壊かいされ、中から先ほどよりも巨きよ大だいな大樹が出現する。

「すげぇ異能だな」

　それを見上げる益二郎が思わず感かん嘆たんを漏らし、ヒデオも同じ感想を抱いだく。

《生命への畏敬セブンスヘブン》の名に恥じない力。全くもって素す晴ばらしい。

　基本的な活用方法としては、超進化させた草花で防ぼう壁へきを作り出し味方を守護する。

　また、鉄製コンテナを食い破る威力は攻撃としても申し分ない。

　病魔と戦う時は、植物が病魔に対し有効な毒を生成するように「進化」させて活用する。密林でこれを使用すれば、まさしく森の全てが刃となり盾たてとなる。

　敵から避ひ難なん民みんを逃にがす時には川に橋をかけ、攻撃から彼らを守る。

　工作・突撃・守備。様々な戦術を彼女が一人で担うことができる。

　麗うるわしき美少女の中に、敵を破り、味方を守り、民たみを救う方法が凝ぎよう縮しゆくされている。

　ヒデオの脳のう裏りにジョン・ハッカー社長のニヤニヤ笑いが浮かんだ。

　あの社長はいけ好かないが、彼女に目を付けた慧けい眼がんだけは認めざるを得ない。

　彼女は本物だ。本物の実力者だ。

　その実力がヒデオを潰すという目的で振るわれようとしている。

　具体的には、棘の付いた太い枝がフルスイングの構えを見せている。

「あれ喰くらったらどうなっちゃうんだろ」

「テメェの首に喰らったら骨が折れてブラブラだろうな。体も当然血ち塗まみれだろ」

「世にもグロテスクな赤べこの出来上がりだね。あとさジロー、他人ひと事ごとのように言ってるけど、多分アレ無差別攻撃だからね。ジローも巻まき添ぞえだからね」

　眼前にそびえ立つ殺意の集積物が、ヒデオ以外を逃がしてくれるほど心配りに長たけているとは考えられなかった。採るべき方法はたった一つ、迎げい撃げきのみ。

「死ぬわけにはいかねぇ。だろ？」

　カナエよりも前に歩み出たヒデオと益二郎が並び立ち、幹に対して戦せん闘とう態勢を取る。

　アルベルティーナの手には多数の種が握られていた。大木による大規模攻撃と、素す早ばやく鋭い蔓の刺突が合わさった時、この空間は殺しの現場へと変わることだろう。

　ＨＯＵＮＤＤＯＣ対アルベルティーナ。力の交こう錯さくは秒読みを始めていた。

　その時。




　　　♪




　横浜の湾わん岸がんに突とつ然ぜん童どう謡ようが流れ出す。

　単調な音程が不気味さと得体のしれない不安を抱かせる。その歌がヒデオたちの鼓こ膜まくを叩いた時、メンバーの顔色は変わった。

「昼間に『赤い靴』が流れた？」

　たかが曲一つに動どう揺ようするのには理由がある。

　公にはされていないことだが、この曲を流しているのは検けん疫えき所しよであり、流される曲によって意味を持つ。

　中でも昼間に流れる『赤い靴くつ』は、差さし迫った緊急事態レツドアラートを告げるもの。

　この曲が流れた瞬間、意味を知っている湾岸関係者たちはマニュアルに従い緊急配備に就つく。

　ヒデオたちも当然この曲の意味を検疫所から教わっていたが、それと同時にこのような知識も教わっている。

　――この曲が昼間に流されたことは、病魔がこの世に現れて以来一回も無い。

　そう、聞かされていたはずだった。

　それが今鳴っている。

　散歩をするかのようなのんびりさで、一いつ般ぱん人じんには決して気づかれてはいけない差し迫る危険を告げている。

「検疫所へ！」

　もうメリーは向かっているだろう。横浜港の検疫を任された身として、一刻の遅ち滞たいなく検疫所にたどり着かなければならない。

　今横浜港で何が起きているのかを知るため、ヒデオたちは駆かける。

「どこに行く気だ！」

　この歌の意味を知らないアルベルティーナが背後から攻撃を飛ばす気配を感じた。

　二人を先に行かせたヒデオは振り返かえり、そのまま左手を引く。

「万里焦土の業炎ステージ・セカンド――紅ノ鳥レツドバード！」

　衝撃波を伴ともなう強力な爆炎が空間を殴おう打だし、巨大な枝のスイングや蔦の剣けん山ざんを薙ぎ払っていく。

　蔦が出現する際に破られた地面。そこに散らばっていたコンクリート片へんが乱れ飛んで、アルベルティーナを襲おそった。

「っ!?」

　大樹を操り防御する彼女。生じた隙すきを利用してヒデオは脱だつ兎との如ごとく離はなれる。

「ごめんね。こっちは急用なんだ！」

　そのまま地面を蹴けり走るヒデオだが、その足が一瞬だけもつれた。

「！」

　体勢を立て直すのが早かったため転ばずに済む。

　しかし、その一瞬は『赤』を使用した消耗を如によ実じつに証明していた。

（そう何度も使えない、か……）

　冷静に己を分ぶん析せきしたヒデオは加速する。

「逃げるのかノグチ！　私は、貴様を……っ！」

　怒ど声せいが追いかけてくる。

　けれど、さきほどまでとは違う。

　放たれた声には、怒いかりとは別の、胸を締しめ付けるような感情が交ざっている気がした。

　ただの怒りでないことは気付いていた。けれど足は止まらない。

　途と中ちゆうですれ違った人々が、露あらわになっている左手の火傷に驚おどろいている。その驚きの顔を後ろへ追いやってひたすら疾しつ駆くする。

　包帯は検疫所に到とう着ちやくしてからでいい。

　今はただひたすら、前へ。ヒデオは走り続ける。




　病魔災害を想定して新設された検疫所は、外観だけ見れば普通の庁舎でしかない。

　だがここの地下には対病魔戦を想定した指令室が置かれている。

　ヒデオが到着した時、既すでに他のメンバーは揃そろっていた。

　大きく息を吐き出したヒデオは周囲を見る。検疫所の職員たちが緊きん迫ぱくした面おも持もちで、言葉を飛ばしあっている。

「おい、政府からの回答はまだか！」

「日本戦闘医師会への報告は完了です！」

「横よこ浜はま超ちよう災さい害がい派は遣けん医い療りよう部隊、出しゆつ撃げき準備に入りました！」

　飛び交う言葉の中から、ヒデオは気になる文言を抜ぬき出す。

（横浜超災害派遣医療部隊……ＹＳＭＡＴヤズマツト？　横浜での病魔災害へ対応するためのメディック部隊が出撃準備を？）

　単語から読み取れる情報は、どうやら病魔災害の危険性があるということ。

　それも、『赤い靴』を鳴らすほどのレベルでということだ。

「ＨＯＵＮＤＤＯＣの諸君、集まってくれたか！」

　野太い声がした。

　声の主は髭ひげ面づらで浅黒く焼けた肌の壮そう年ねん男性だ。スーツの下では鍛きたえられた筋肉が存在を主張しており、横浜の病魔対策のトップとしての重責を背負える体つきをしている。

　上うえ野の防ぼう疫えき長ちよう。

　鹿か児ご島しまの出であり、この検疫所の病魔対策の一いつ切さいを任されている男だ。

「ＹＳＭＡＴの出しゆつ撃げき要よう請せいまで出るなんて、一体何事ですか？」

　ヒデオの問いかけに、上野は眉み間けんに深い皺を刻み、指令室の大モニターを指差す。

　そこには大型の客船がなだらかな海うな原ばらを航行しているのが見える。

　どこかで見たことがある船だった。どこで見たのかは定かでない。

　それはカナエも同じだったようで、素す直なおに疑問を口にする。

「この船どっかで見たような気がするさ」

「豪ごう華か客船クイーン・ステイツ。コンピューターによる完全自動航行化を実現した船で、ニュースにもよく取り上げられた。航海中のマシントラブルによって中国の天テン津シン港こうで検査を受けていたはずのこの船が、現在データに無い航路を取っている」

「難破してるってことですカ？」

　上野は腕うで組ぐみをして唸うなる。

「いや。この船は彷徨さまよっているわけじゃない。航路を分析するとはっきりとした目的地が判明した。中国を出て九州を南下し、日本の外周を回って到着する場所……」

　モニターの画面が切きり替かわり、世界の海洋マップが表示される。

　マップの上で赤く点てん滅めつするマークは例の豪華客船の現在位置だろう。そこから点線で今後辿たどる予測ルートが表示されていく。

　その行き着く場所は、ヒデオたちが見慣れた場所。

「横浜国際客船ターミナル。海外からの玄げん関かん口ぐちであり、検疫所の目と鼻の先だ」

　途と端たん、ヒデオの頭の中で雷らい撃げきが弾け、とあるＳランクメディックの言葉が浮かぶ。

『凶きよう悪あくな病魔が日本に侵しん入にゆうした時、果たして私たちはどれだけ対処できるか分からない』

　上野の表情は厳しいままだった。

　良いニュースは期待できそうになく、口を開けば案の定だった。

「クイーン・ステイツの乗客は全員降ろされていたが、マシントラブルの修しゆう繕ぜんのために、メカニックが数名乗船していた。そして彼らを乗せたまま船は謎なぞの航行を開始し、現在は彼らと連れん絡らくを取れない」

「現在はってことは、連絡を取れていた時間はあったってことですね？」

「たった十数秒だけ、船内に取り残されているメカニックと通信できた。向こうはただ叫んでいた。『助けて、病魔だ』と……」

「病魔が……」

　どういう経けい緯いで船の中に侵入したかはまだ分からない。しかし、圧あつ倒とう的てきなまでの現実はヒデオたちに対処を迫る。

「……出版社は忘れちまったが、昔の国語の教科書で難破船の物語があったな」

　傍かたわらで益二郎がふと呟く。ヒデオもかつて読んだ物語だった。

「不気味な死し骸がいだらけの難破船から発生した病びよう原げん菌きんで、近くの村が全ぜん滅めつする話だよね」

　不ふ吉きつなストーリーを思い出し、思わず顔を見合わせる。上野が小さく頷うなずいた。

「あの船にどんな病魔が乗っているのかは知らん。だが、知っていると思うが病魔は増ぞう殖しよくする。あの船が航路を辿って横浜に到着するまで、残り五時間。その間に病魔は妨ぼう害がいする者のいない船内で数を増やし、横浜に乗り込んでくる。横浜に一体でも逃がしてしまえばそこから数を増やしていく可能性もある」

　たった一隻せきの船が日本を揺ゆるがす事態。

　さながら、現代の黒船来航といったところだろう。

「最良の策は、日本に入ってこられる前に船ごと敵を沈しずめることだ」

　物ぶつ騒そうな、だが決して軽はずみなものでない発言があった。発言者は上野だ。

「で、でも中にはまだメカニックたちが残っているさっ！」

「生き残っているかは分からない。仮に生き残っていたとして、どうやって助ける？　船に乗り込めばそこは病魔の巣そう窟くつ。相手が海の上なら大部隊を送り込むことすらできない。何より日本に病魔の侵入を許したら最後、多くの命が犠ぎ牲せいになる」

　上野の言葉は正論だった。

　人の命は尊い。そして平等だ。善人だって悪人だって、命がたった一つしかないという意味では平等である。

　だから上野はより多くの命を選ぶ。

　命の価値で選べないのなら命の数が選せん択たく基準だ。

　だが、ヒデオは上野の考えは決して実じつ践せんされないことを知っている。

　何な故ぜなら――




「防疫長！　例の客船撃げき沈ちん準備の件で、政府からの回答がありました！」




　一人の職員が受話器を片手に慌あわただしく告げる。

「回答は何だ？」

「それが……『一刻も早く乗員を救出し、病魔の被ひ害がいを食い止めるよう』だそうです」

「無む茶ちや苦く茶ちやな……」

　上野が天を仰あおぐ。

　漏らすため息にはこれ以上ない諦てい念ねんが含ふくまれていた。

　トップたちは現場を知らず、理想を振りかざし現場を危険に晒さらす。

　そもそも、多くの命を守るとはいえ誰かを犠牲（もう全滅しているかもしれないが）にするこの作戦の責任なんて誰も取りたくないものだ。

　加えて人が持っている人道主義の心が働けば、トップは「人命は尊いのだから諦あきらめないで欲ほしい」とか言い出すのは分かっていた。

　優やさしい気持ちは結構なことだが、泣きを見るのは彼らでなく現場。

　病魔が蠢く船内での救出活動。これがどんなに難しいことか。

　不可能な救出活動に時間を取られ、気が付いたら横浜に病魔の上陸を許していたなんてことになったらもう笑うに笑えない。

　戦場を渡わたり歩あるいたヒデオは知っていた。熟じゆく慮りよされた冷れい酷こくな決断より安っぽい人道主義ヒユーマニズムの方が多くの人を死なせることを。

「雷らい華かはこれを予想してたんだろうな……」

　対病魔戦せん闘とうの経験に乏とぼしい日本の弊へい害がい。それが如実に表れている。

　けれど。

　もし一つだけ、今回の回答の中で評価すべき点を挙げるとしたら。

　それは政府の方針として救出を命じ、誰が任務を行うかを現場の判断に委ゆだねたこと。

　つまり――

「上野防疫長、いいですね？」

　ヒデオは上野の目を見み据すえて確かく認にんする。上野は間を置いたのち、しっかりと頷く。

　ヒデオはＨＯＵＮＤＤＯＣの面々の顔を見た。益二郎、メリー、カナエがヒデオの次の言葉を待っている。

「――これよりＨＯＵＮＤＤＯＣは当とう該がい客船内の乗員救出を行う！」

　ヒデオの口から出たのは、上野から託たくされた任務を背負う一言だった。

　日本政府が回答したならばアフリカ大戦の時と違ちがう。

　正々堂々と救出任務を行える。何よりの僥ぎよう倖こうだ。

「方法はこう。船の中に入って病魔たちを躱かわしつつ乗員を捜そう索さく。乗員を発見したら船外へ放ほうり出だす。そして海に落ちた乗員たちをヘリで回収する」

　あまりにも単純で荒あら削けずりな作戦だが、一刻を争あらそう事態にはむしろこれくらいアバウトな作戦の方が良い。覚えやすく、不測の事態が起きても任務の変へん更こうが少なくて済むからだ。

　ここで益二郎から質問の手が上がる。

「乗員を海へ逃がす際の落下時の衝しよう撃げきは？　救命胴どう衣いを着けていても客船の甲かん板ぱんから落ちたなら骨折のリスクがあるぞ」

「骨折程度で命が救われるんだから無視。救助した後治ち療りようすればいいだけの話。死んじゃったらどんな医者だって治せないよ。甲板で救助を待っていたら病魔に狙ねらわれる可能性があるから、たとえ病魔の姿が見えなくてもできる限り海へ逃がして。流石さすがに海までは病魔も追ってこられないだろうから」

「了りよう解かいだ」

　様子を見る限りは益二郎もヒデオと同じ意見だった模様。ただ、事前に確認をしておきたかっただけなのだろう。

　気を付けるべきは首の骨を折ることと、海に逃がした後で客船の推進力に引き込まれてしまい、そのままスクリューの餌食になることだ。

　ヒデオは益二郎を見る。大まかな流れを作るのがヒデオの仕事なら、その詳しよう細さいを詰めていくのは益二郎が得手とするところだった。

　心得た、と益二郎が応じてくれる。

「俺おれはコントロール室に向かって船を停止させる。海に逃がした乗員がスクリューに巻き込まれずに済むし、何より病魔の横よこ浜はま到とう着ちやくを防げる」

「良い案だけどさ。ジローってコンピューター管理の船の止め方分かるの？」

「緊急停止の方法くらいどっかに書いてあるだろ」

「いやいや。日本の船ならそうかもしれないけど、他国の船となると分からないよ」

「いいかテメェ。長州には先祖代々からの素晴らしい教えがある」

　益二郎は声を落とし、重々しく告げる。

「――『異国の船なんて片かたっ端ぱしから撃ちまくりゃいい』だ」

「まさかの攘じよう夷い運動!?」

　ヒデオの頭の中に、結局ハイテク客船の停止方法が分からず端たん末まつへ銃を乱射する益二郎の姿が浮かぶ。

　益二郎ときたら、現代の黒船相手に異国船打うち払はらい令れいを強行するつもりなのか。

「とにかく俺の動きは決まった。テメェは火力を活いかして船内の病魔を叩たたきのめしながら乗員を救出しろ。敵を見つけたら派手に切り込んで、敵を一体でも減らせ」

「分かっ……ん？」

　頷こうとしたヒデオだが、冷静に考える。

「僕ぼくの役割って滅め茶ちや苦く茶ちや危険じゃない？　種類も分からぬ病魔相手に特とつ攻こうしろと？」

「然しかり」

「然り、じゃないよ！　今回の目的は乗員の救出であって、僕の抹まつ殺さつじゃないだろ！」

「おい時間がねぇんだぞ。下らん文句を言うよりも、この瞬間にも救助を待っている乗員のことを考えやがれ」

「ねぇ何で僕が悪い流れになってんの？　僕間ま違ちがったこと言ってないよね？」

　ヒデオの生命の安全に関する主張を下らないと言ってのけるあたりが特にムカつくので任務終しゆう了りよう後ごに益二郎を殴なぐることを固く誓ちかう。

　けれども次の瞬間には気持ちを切り替える。

　本当に重大な決定がまだ残っているのだ。

「カナエ」

　ヒデオは、いつも元気良く皆みんなを支えるポニーテールのメディックへと呼びかける。

「ヘリでパイロットと一いつ緒しよに乗員たちの回収を行ってほしい」

「えっ!?」

　てっきり自身も戦せん闘とうに出るのだと思っていたらしいカナエは、くりくりした瞳を驚きで更に大きくしている。

「知っていると思うけど、救助の瞬間がレスキュー隊にとって一番危険なんだ。運動神経が良くて水慣れしているカナエが回収を行ってくれると、僕たちも安心できる」

「わ、私は別にいいけど、それじゃあメリーはどうするさ？」

　メリーは戦闘要員ではない。

　ＨＯＵＮＤＤＯＣは攻こう撃げきに秀ひいでたヒデオ、益二郎、カナエの三人が戦闘を行うのが基本的なスタイル。

　今までメリーは前線には出てこずチームの裏方として支えてくれていた。彼女は戦闘員としてのスキルを擁ようしておらず、戦闘に出向いても力を発揮できない。

　今回カナエが回収任務に当たるならば、メリーの役目とは何か。

「……メリー」

　ヒデオはメリーに真まっ直すぐ向き合う。

「あの客船の中は病魔がいる。数も分からない。武器を使えない人が行ったら自殺以外の何物でもない場所だと思う」

　それを分かっていてなお、ヒデオは言うのだ。

「僕と一緒に来てほしい。メリーは、僕やジローには決してできないことができる。本当に危険な場所だし、メリーには数多くの負担をかけると思う。それでも……」

「ヒディ」

　小春日の日なたを彷ほう彿ふつとさせる笑いがヒデオに向けられる。

「メリーはヒディのお嫁よめさんでス。どんな危険な場所だっテ、ヒディについていきまス。メリーはいつもヒディの後ろで支えまス」

「メリー……」

　ヒデオの胸に熱い何かが込み上げてくる。アフリカ大戦でＷＨＦに逆らい単身で戦っていた頃ころには感じることの無かった温かみが左胸に満ちていく。

「……必ず守るよ。約束する」

　ヒデオは誓う。

　どんな盾よりも固く、どんな加護よりも力強く彼女を守ると。

　自らの身を守る術すべを持たぬ少女が死地までついていくと言ってくれたのだ。

　そんな彼女を命いのち懸がけで守り抜かずに、一体誰が男を名乗れようか。

「あーあ、メリーが羨うらやましいさ。私もそんな風に言ってもらいたいさー」

　ヒデオは、茶ちや化かすようなカナエの言葉に苦く笑しようする。

　今回の作戦で最も難しいのはおそらくカナエの任務だ。

　言げん及きゆうしたとおり、レスキュー隊で最も隊員の危険度が高まるのが人の救出時。人が突とつ然ぜん暴れ出して思わぬ事故に繋つながったり、あるいは突とつ発ぱつ的てきな事故に晒されたりと、命の危機がレスキュー隊にも牙きばを剥むく。

　回収なんて文字にすれば二文字。しかしその二文字には数えきれないくらい命の危険が宿っている。

　その回収を任せられる人物、それがカナエだ。

　彼女がいるからヒデオたちは安心して船の中に踏み込める。彼女の存在があるからこの作戦だって提案できた。

　突とつ入にゆうする三人に比べたら地味な作業かもしれない。

　けれど、この場にもしも理解ある者がいたとしたら、本作戦の最大の貢こう献けん者しやにカナエの名前を挙げるだろう。少なくともヒデオだったらそうする。

　そんなカナエの戦闘白衣ホワイトコートの左ひだり肩かたに咲さく花か紋もんは雛ひな菊ぎく。

　別名を延命菊といい、人の命を繋ぐ彼女にうってつけの花だった。「明るさ」と「希望」の意味を宿す可か憐れんな花は、どんな場所にいても周囲を元気づけてくれる。

「後は……」

　ヒデオが上野防疫長を見み遣やれば、上野は言葉抜きで意を察す。

「既に近くの海上保安庁基地にヘリの手配を要請してある。パイロットには客船の座標を送付済みだ」

「ありがとうございます！」

　海上保安庁の助力も得られるとは心強く、ヒデオの考えを汲くみ取とり先回りして援えん助じよしてくれる検疫所の皆にも感謝しきれない。

　Ｅランクのヒデオに数多くの支えの手が差し伸のべられる。素直に嬉うれしかった。

「みんな聞いてほしい」

　それぞれの配置が決まりいよいよ出発、という空気の中で、ヒデオはＨＯＵＮＤＤＯＣにもう一度呼びかける。

「これはＨＯＵＮＤＤＯＣ結成以来、最大の救出作戦オペレーシヨン。正直な話、僕だって怖こわいくらいの危険度だ。だけど僕は信じる。みんなの力と、みんなと結んだ絆きずなを！」

　口を突ついて出たのはいかにも青あお臭くさい言葉だったが、それこそがヒデオの偽らざる本心とメンバーは認にん識しきしてくれる。

　度たび重かさなる闘とう争そうで摩ま耗もうしそうになる心をいつも包つつみ込んでくれた笑え顔がおがある。

　飛んだり、跳はねたり。馬の尻尾しつぽのように快活に励はげましてくれた元気がある。

　ぶつかりつつ、誰よりもお互たがいの力と誇ほこりを認めた男との約束がある。

　その全すべてがヒデオにとっての宝物。

　両手を広げてもまだ足りないくらい大きな宝物。

　きっと他の人もこんな宝物を持っているのだろう。

　そんな人たちが集合し、密集し、横浜という街は出来た。メリーたちと結んできた絆がそれを教えてくれた。

　自分が大切にしている絆と同じようなものを他の人たちも持っている。その人々の絆も守ってあげたいと思えば、誰たがために命も張れる。

　そして他人にさえ献けん身しんができるならば、味方ならまして守り抜く。

　アフリカ大戦の時以上の人命救助への欲求が血管の中を奔はしり燃えていく。

「ついていきまス、ヒディ！」

「よっし。いっちょ頑張るさっ！」

「……死んだら遺品処分のためアパートを見られちまう。俺は死ぬわけにはいかねぇ！」

　三者三様の覚かく悟ごの声が響ひびき渡った時、ヒデオは腹の底から号令をかけた。

「行くよＨＯＵＮＤＤＯＣ！　これより作戦オペを開始する！」







第四章　ＤＯＣ ＦＩＧＨＴ――闘病







　ＨＯＵＮＤＤＯＣは検疫所を飛び出すと海沿いの道を走る。

　四人が向かう先にはかつて日本の貿易を支えた赤レンガ倉庫という建造物があり、その向こうに見えるは横浜海上防災基地だ。上うえ野の防疫長の手配により、既にヘリが一機飛び立てる状態にあるという。

　と、ヒデオのポケットで携けい帯たいが鳴った。

　右手で素早く取り出し、出る。

「はい」

『予想外の事態になった。基地の上空を見てくれ』

　上野からの着信だった。

　言葉に従い向かう先の空を見上げれば、蒼そう穹きゆうの中に一つ機き影えいが浮かんでいる。

　先さき程ほど資料で見せてもらったばかりのものだ。

「あれは僕たちが乗るはずのヘリ？　何で離り陸りくしてるんですか？」

『それがな……あのアルベルティーナ・シュヴァイツァーが乗っているんだと』

「え!?」

『ＨＯＵＮＤＤＯＣに先んじてクイーン・ステイツ号に乗り込むとか言い出して、ヘリを奪うばって外洋へ向かった模様。海保でも相手が聖十字勲くん章しよう受章者とあって、攻撃を躊躇ためらったそうだ』

（彼かの女じよ、僕の後を尾行つけてきたのか……）

　彼女の意味不明に思える行動も、先ほど吐と露ろされた心情を思い出せば理解できる。

　アルベルティーナは逃げるヒデオの後を追い検疫所へと侵入した。

　そこで一連の事件の報告を聞いて、ヒデオに先んじるために自らヘリを飛ばしたのだ。

　ここでヒデオを出し抜いて自分が任務を遂すい行こうすれば、ヒデオより自分が優すぐれていることの証明になると考えたのだろう。

　はたまたヒデオに屈くつ辱じよく感かんを味わわせられると計算してのことかもしれない。

　馬ば鹿かなことを、とヒデオは舌打ちする。

（何体居るか分からない病魔イルの群れの中から、何人いるか分からない乗員を、たった一人で救出する？　できるはずないでしょ。僕だってできないんだもの！）

　冷静さを欠くと、あのアルベルティーナですら軽はずみな行動に出るのか。

　ヒデオは携帯を耳に当てたまま駆ける。

「僕たちが乗れるヘリはまだありますか？」

『海保の話ではもう一機用意できるそうだ。しかし整備の時間から考えて、先に飛び出したヘリに追いつくのは難しいらしい』

「彼女の船内侵入は防げないってことですね……」

　ヘリは一度上空を旋せん回かいすると一直線に飛び立っていく。

　恨うらめしげに睨にらんでもヘリは止まらず、ヒデオは電話の向こうの上野に呼びかけた。

「上野防疫長、もう一機の手配を至急お願いできますか？」

『もうやったところだ。先方で整備に取り掛かっている』

「ありがとうございます」

　電話を切れば、傍らを走る益ます二じ郎ろうが話しかけてくる。

「尾行されたか」

「みたいだね」

　走る度に益二郎から小さな金属音。彼の銃じゆうが存在を主張しているのだ。

　それにしても恐るべきは益二郎。ヒデオの考えを的確に読み取ってくる。

　益二郎は決して勘かんが鋭するどい方ではないし、天てん才さい肌はだというわけでもない。

　彼の計略の冴さえも頭のキレも、潜くぐり抜けてきた修しゆ羅ら場ばが鍛えたものだ。

　ヒデオ同様、益二郎も自分の過去をあまり語りたがらない。

　けれどもヒデオは益二郎の過去について一つ知っている。益二郎は昔とある男に挑いどみ、壮そう絶ぜつな死し闘とうを繰くり広ひろげて生き残っているのだ。

　その男とはヒデオが知る限りでは最強の戦闘医師メデイツク。それでも益二郎は生き残った。

　ＨＯＵＮＤＤＯＣを立ち上げて一年近く。益二郎の活かつ躍やくを見ていると、その時彼が生き残ったことは決してラッキーだとかの類たぐいでないことが分かる。実力だ。

「二年前の……エクアドル軍大たい佐さのテメェならこんなヘマはしなかったはずだろ」

　益二郎が女子二人に聞こえないようにこっそり言ってきた。

　突然過去の話を持ち出されて少し動揺する。

　それでも言い返すだけの精神力は持っている。ヒデオは唇くちびるを尖とがらせた。

「女の子に背中を追いかけてもらえるなんて男おとこ冥みよう利りに尽つきるじゃん。ジローには去り際に背中を追ってくれる女の子なんていないでしょ？」

「つい先日できたぜ。片手じゃ足りねぇくらいにな」

「う、嘘うそだっ！　ぼぼぼ、僕よりジローがモテるはずがないっ！」

　その言葉が本当ならばヒデオの完全敗北だが、何故か益二郎の瞳ひとみは濁にごっている。

「本当だ。畜ちく生しよう、アパートの連中どうするんだ俺。いつまでも隠かくしきれねぇぞ俺……」

　益二郎の青ざめた顔色の理由を問う前に一行は基地へと到着する。

　一行を出で迎むかえたのは海保の整備士たちと、急ピッチで整備が行われているシコルスキー最新機の姿だった。堅けん実じつな飛行性と収容力を持つ機体であり、救助活動では海外でも多く利用される安あん全ぜん牌ぱいである。

　整備士たちがヒデオにその場で待つよう合図をし、流れるような整備作業を続ける。

　急いでいる身には一秒が何倍にも引ひき延ばされて感じられたが、整備士たちの的確な作業は素人しろうとであるヒデオの目で見ても唸らされる手て際ぎわだった。

　整備が終わった合図が出た矢先、四人はヘリに飛び乗るとシートベルトを締める。

「離陸します！」

　動き始めたプロペラとモーターが生じさせる重い響きの中で、パイロットが怒ど鳴なるように伝えてくる。

　ヒデオは声を張り上げる代わりに右手の親指を上げてみせた。

　――出撃だ。

　浮ふ遊ゆう感かんを覚える。ヒデオたちを乗せたヘリが空へと向かった。




　　　◆




「煙けむりか……？」

　離陸して暫しばらく経過したヒデオの耳にパイロットの訝いぶかしげな声が届いた。

　進行方向前方を見てみれば、蒼穹の彼方かなたに一筋の煙の柱が立ち上っている。それは何かを伝える烽火のろしのように、燃えるものが有るはずもない海洋から浮うかぶ。

　さらに接近することで事態の把は握あくが可能になった。

　前方に見えたのは豪華客船クイーン・ステイツ号。その甲板には先ほど見た救助ヘリの残ざん骸がいが転がされており、煙を燻くゆらせている。

「まさか、撃げき墜ついされたさ？」

「違う。あれは甲板に着陸させた後に病魔の攻撃で破は壊かいされたものだよ」

　話を聞く限りではアルベルティーナはパイロットも伴わず単身で乗り込んでいる。船内へ侵入したまではいいが、脱だつ出しゆつ手段の保持までは気が回っていなかったらしい。

「救出対象が一人増えやがったわけか。今日は友引だったか？」

　ぼやく益二郎は空から残骸に一いち瞥べつをくれる。

「仏ぶつ滅めつだよジロー。けど、病魔が甲板にまで出張ってくることが分かった。船は予想以上の速さで航行しているし、敵がくる甲板に着陸するのは危険だね」

「着陸せずに降下するしかねぇな」

　病魔という具現化した「死」の中にヘリを晒すわけにはいかなかった。陸からここまで離れた場所に来れば、このヘリは乗員のみならずヒデオたちにとっても命いのち綱づななのだ。

　結果、ヒデオたちの突入手段はロープを使用しての降下という形になる。

　ヘリはやや高度を落としつつ、位置を動く船の甲板上へとずらしていく。

　するとその音を聞きつけて、船内から次々と黒い影かげが躍おどり出でる。

「来たぞ」

　ヘリのドアを横開きに開き、益二郎が眼下の敵を指し示す。

「あれは……」

　実物を見るのは初めてだったが、ヒデオはすぐに敵が何かを認識した。

　目測だが、その全長は大人程。黒いフードを被かぶった髑髏されこうべの姿をしており、手にした大鎌かまが獲え物ものの血を吸わんと輝かがやいている。

　まだ謎を残す部分の多い新種。独特の容姿と雰ふん囲い気きから、こう名付けられた存在。

「冥黒死神種ペステイア……『デスブラック』！」

　呟つぶやくヒデオの額を一筋の汗あせが伝う。

　雷らい華かのレポートでは、あの鎌は恐きよう竜りゆうの角などと同じく病魔の体組織が武器化されているものだと考えられるらしい。

　保有する病原体の毒性もさることながら、本体自身が強きよう烈れつな殺傷能力を保有している。

　世界メディック会議の時は最後まで聞けなかった雷華の発表だが、彼女がまとめてくれていたレポートは次のような文言で締めくくられている。

　――謎は多大に残されているが、大量発生した場合は人類の生存を根本的に脅おびやかすものと考えられる。

　今、その病魔が眼下で待ち構えている。

「最悪のお出迎えだな」

　益二郎の舌打ちは心から忌いま々いましそうなものだった。

「実態が謎に包まれている新種。当然治療ワクチンなんてあるはずもねぇ、か」

　それでもやるしかない。

　こんなものを横浜に迎むかえ入いれるわけにはいかないのだから。

　ヒデオたちは頷き合い、突入の機会を探さぐる。

　突入のキーマンとなるのは益二郎だ。

　リボルバーを手に、益二郎は弾だん丸がんを装そう填てんしていく。

「出し惜おしみはしねぇ。こいつが通用するか試ためしてやる」

　装填を終え、眼下の敵の一体に狙いを定める益二郎。

「魔法の弾丸ペニシリンを味わいな」

　唇と、トリガーに添そえた指が動く。

　銃じゆう撃げき。銃身の中で加速を得た弾丸が病魔の頭ず蓋がいへと向かい、その眉間に弾だん痕こんを刻んだ。

　オォォォォォォォ……！

　掠かすれた悲鳴を上げ、中空に浮かぶヘリへ向けて数度手を動かし、病魔が崩くずれ落おちる。

「……申し分ねぇ。この調子で頼たのむぞ」

　リボルバー内で出番を待つ残りの弾丸へ向けて益二郎が囁ささやいた。

　対病魔用β弾頭、通つう称しよう『魔法の弾丸ペニシリン』。

　益二郎のリボルバーから放たれる弾丸の中でも虎とらの子ともいえる対病魔弾。

　攻こう撃げき性せいが高く、撃うち込まれた対象の内部に入り込んで爆散し、抗こう生せい物ぶつ質しつをばら撒まく性質を持っている。益二郎の扱あつかう弾丸の中でもトップクラスの性能だ。

　これがデスブラックに通じなければ、益二郎が敵を倒たおす術はほとんど無かっただろう。

　それは益二郎にとっても不安の種だったようで、一いつ瞬しゆんだけ垣かい間ま見みせた安あん堵どの表情は、彼かれの不安が払ふつ拭しよくされたことを物語っていた。

「俺が甲板を掃除する。テメェはメリーをエスコートしろ」

　言うが早いか、彼は行動に移る。

　手にリボルバーを滑すべらせ、甲板へ向けて弾丸を数発放つ。甲板のデスブラックが銃じゆう声せいの数だけ倒れていく。

　そのまま彼は機内から外へと垂らしたロープを掴つかみ一気に降下。甲板に降り立つ益二郎はリボルバーに残った弾たまを近くの敵に撃ち込み、リロード。

　その隙すきを突こうとした病魔が攻せめ立たてるも、隙を突くための一直線の突とつ撃げきが逆に益二郎の狙いを安定させる。リロードを終えた益二郎の銃が火を噴ふき、また一体の病魔を甲板へ転がした。

　敵の攻撃の波が一時停止する。好機だった。

「行くよ、メリー！」

「ついていきまス、ヒディ！」

　ヒデオは左ひだり腕うででメリーの体を抱だき寄よせ、メリーもヒデオにしがみつく。

　自由に動ける右手を使ってロープを掴んだヒデオは益二郎に倣ならって降下する。

　ダァン！

　ロープで勢いを軽減させたとはいえ、二人分の体重が甲板に勢いよく落ちた。ヒデオの足にも相応の負ふ荷かがかかる。
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　だがヒデオは次の瞬しゆん間かんには行動を開始した。

　着地を狙おうとしていた敵に逆に近づき、左手の包帯を解き放つ。

「自由自ステージ・在の炎フアースト――黄金の落日イエローサンセツト！」

　相手が鎌を振ふり上あげた刹せつ那な、左手が黄おう炎えんの爪つめを生み出して頭蓋を貫つらぬいた。

　おおよその病魔の弱点は頭部に集中しているが、デスブラックも例に漏もれぬ模様。メリーから離はなれないようにしつつ、近づく病魔の頭蓋を貫き続ける。

　ヒデオの拳こぶし、益二郎の銃が甲板上を荒あれ狂くるい、気づけば甲板に立っているデスブラックは一体もいなくなっていた。

　これは、別に勝ったわけではない。

「連中、見通しの良い甲板上は不利だと判断したらしいな」

　二人には敵が戦略的撤てつ退たいを選んだことは察しがついている。

　船内に蔓延はびこるデスブラックたちは、動きや視界が制限される船内での戦いをご所しよ望もうのようらしい。

　船内なら銃を防ぐ遮しや蔽へい物ぶつは多くあるし、何より曲がり角などを利用すれば距きよ離りを詰つめやすい。射程を命とする銃を使う益二郎にとっては不利な現場となる。

　それでも益二郎は退ひくまいとヒデオは予想していた。

　案の定、益二郎の口から出てきたのは戦いの続行宣言。

「俺は当初の予定通りコントロール室へ向かってみる。テメェは乗員を見つけて海に逃にがすんだ」

「ヘリにはなるべく燃料を消費しない飛び方をしてもらってるけど、帰りの燃料のことを考えるとぐずぐずしてられない。三十分以内を目標にケリをつけよう」

「上等だ」

　益二郎が船内へと突入していく。

　ヒデオは背後のメリーに視線を送り、彼女が頷くと船内への入り口へと近づく。

　そのまま二人で中に入る。甲板では常に聞こえていた波が船体にぶつかる音が聞こえなくなり、甲板とは別の空間に来たことを思い知らされる。

　見晴らしの良い甲板とは違う。これより先はどこから「死」が飛び出してくるか分からない。

　角を曲がった瞬間。

　ドアを開けた瞬間。

　狭せまい通路に入り込んでしまい何気なく振り向むいた瞬間。

　考えれば山ほどある「その瞬間」に病魔は入り込み、手にした死の輝きでヒデオたちの首を薙なぎにくることだろう。

　ヒデオはまだいい。病魔殺しの炎を持っている。

　しかしてメリーは身を守る手段を持っていないのだ。

　アフリカ大戦は死地に赴おもむいても自分の身だけを守ればよかった。孤こ独どくな戦いだったが、その点では気が楽でもあった。

　今回は違う。ヒデオはまずメリーを守らなければならない。

　勿もち論ろんその状じよう況きように不満を言うつもりは毛頭ない。

　自分の行動が制限されることが分かっていても、メリーが一緒にいるメリットを選んだのはヒデオ自身だからだ。彼女が現場に出てくれることは、リスクを背せ負おうに見合う……否いや、それ以上の価値がある。

「あそこに船の案内板がありまス」

　乗客向けの案内板が壁かべにかけられていた。覗のぞき込み内容を把握する。

　完全自動操縦化を成なし遂とげた客船は乗員の目視に頼たよる必要が（法を無視すれば）無い。よって船のコントロールを担になう部屋は船底。機関部と一緒のフロアに存在している。

　益二郎は船底を目指して進んでいることだろう。

　更さらに見ると甲板より上の見晴らしの良いところに客室が割さかれているのが分かった。

　機械化でとことん人件費をカットし、その分のリソースは顧こ客きやく満足の為ためにつぎ込む。

　その是ぜ非ひは置いておくが、清すが々すがしいまでの顧客満足主義がうかがえる構造だった。

「みんな何処どこにいるのでしょうカ……」

　ヒデオは腕うで組ぐみをしながら考える。

「マシントラブル対応のためにメカニックたちは乗り込んでいた。彼らが作業をするとしたら船底の機関部とコントロール室だよね。ところがそこで何らかのトラブルがあり、船はそのまま横よこ浜はま港こうへのルートを取り始めた……」

　メカニックたちの慌てる様が想像できる。

　彼らはなんとかしようと必死で作業に打ち込んだはずだ。

「システム上に何らかの異常があったならメカニックたちが修しゆう繕ぜんできたはず。けれどこの船は現在も横浜港に向かっている。きっと、システムの修繕をしている最中に病魔たちが船内に現れたんだ。機関部で作業をしていたメカニックはそこで襲しゆう撃げきされた」

　その時の恐きよう怖ふたるやいかばかりだろうか。

　人間の感情を数値化する技術がアメリカで研究されているというニュースを先日耳にしていたヒデオだが、もしこの技術をその時のメカニックたちに使用していたのなら、おそらく測定不能に陥おちいるほどの恐怖指数がはじき出されていたに違いない。

「動物は一度恐きよう怖ふに陥った場所には本能的に近づきたくなくなるんだ。動物病院で予防注射された犬を、別の注射を受ける際に『散歩するでー』と騙だまして連れて行こうとしても、本能で察して拒きよ否ひするみたいに」

「ヒディが思った以上に犬好きでス。嫉しつ妬としまス」

「まぁ、つまり病魔によって襲撃された瞬間、メカニックたちの心には恐怖が植え付けられた。ならばできるだけその場所から離れたいと考えるのが自然じゃないかな？」

「船底から少しでも遠い場所……ここですネ！」

　メリーが指差した案内板の場所は客船の最上部だった。

　説明では星空が望める大きなパーティホールとなっている。ホールの隣となりにある説明書きの無い部屋はパーティのための資材置き場だろう。

「雷華の発表レポートを読む限りじゃ、デスブラックはあまり陽光を好まないみたいだ。さっきみたいに敵を倒す時は陽光の下だろうがお構いなしみたいだけどね」

「だったら病魔は太陽が当たる上の階層より下の階層を好むはずですネ」

「そう。メカニックたちがそれに気付いたなら、きっと最上階に避ひ難なんしたはず。急ぐよ」

　残り時間を考えれば、船内を隈くまなく探すよりも可能性があるポイントを重点的に当たる方が効率が良い。

　案内板の情報を頼りに無人の船内を突っ切きっていく。

「でモ、ヒディ」

　船内の不気味な静けさに怯おびえたのか、メリーがヒデオに声をかける。

「陽光の下が苦手ってことハ、甲板での戦いでデスブラックは全力を出せていなかったということですよネ……」

「そうだね。陽光の加護無き船内なら、敵は本来の力を発揮してくるはず」

　謎なぞが多分に残されたデスブラック。この病魔の謎を少しでも解き明かすことは、制限時間のあるこの任務においても求められる。

　そして、曲がり角を曲がった時だった。

「！」

　開けた視界の先に病魔がいた。

　ヒデオはメリーを庇かばう位置取りから拳けん打だの構えを取る。

　使う炎は黄色。火力なら俄が然ぜん『赤』の方が上だが、通路のような狭い空間で赤い爆炎を使えば、逃げ場ばを失った衝しよう撃げき波はがメリーに襲おそい掛かかる可能性がある。

「…………」

　相対する敵は動かない。その場に立っているだけ。

　そしてヒデオたちを攻撃することも無くズルリと崩れ落ちる。

「あれ？」

　動かないことを確かく認にんして調べてみれば、頭蓋に小さな穴があけられていた。

「この刺し突とつ。アルベルティーナ……？」

　周囲を見み渡わたして気付く。ところどころに置かれていた観葉植物の土が散らばり、植物が一部誰かによって持ち去られていたのだ。植物を使うアルベルティーナが異能の為に使用しているのだろう。

　彼女もまた船内に居る。

　脱出手段を失って途と方ほうにくれながらも、病魔たちを倒して乗員の救出に向かっているようだ。

「放っておけないよね」

　ヒデオは呟いて再び歩み出そうとし、一瞬の殺気に表情を凍こおらせる。

　急いでメリーの方向を向く。そこに、奴やつがいた。

　今にも動き出しそうな病魔の死し骸がいに注意を向けていたメリーの背後で、いつの間にかデスブラックが鎌を振り上げていたのだ。

「危ない！」

　鎌が振るわれる即そく死しの領域。その中でメリーが固まってしまったことを知覚した瞬間、ヒデオの脳のう細さい胞ぼうが全身の筋肉に指令を飛ばす――彼女ヲ守レ。

　敵性の察知からメリーの守護へと動き出すまでに要する時間は、まさに一瞬。

　熟練の軍人すら為なしえないほどの反応速度は機械のそれであり、人間味が感じられないほど化け物染みている。

　その機械のような反応速度が無ければ、鎌による不意打ちからメリーを守ることは困難だったろう。

　鎌がメリーの柔やわ肌はだにまさに食い込まんとした時、ヒデオはメリーと鎌の間に割って入り病魔の手を右手で掴んで鎌を止めていた。

（鋭く、素す早ばやい！　これで病びよう原げん菌きんが強毒性だったら……）

　首筋に鋭い感覚が奔はしったのはその時だった。

　ヒデオの右手には確かに病魔の腕うでの骨の感覚がある。しっかり敵の腕を保持し鎌の動きを止めていた。

　けれど敵の手首は、ヒデオに腕を止められてなお動いていた。さながらバックハンドでフリスビーを投げるかのようにスナップを利きかせた病魔の手は鎌を動かし、僅わずかばかりにヒデオの首に傷をつける。

　結果、生まれたのは一センチにも満たない血の線。

　それを見たデスブラック髑され髏こうべに確かな笑いの感情が宿った。

　鎌の先にはデスブラックの病原体が付着している。たとえ僅かばかりの傷をつけたとしても、そこから病原体は侵しん入にゆうして相手の体を破壊していく。

　もう数秒後にでも傷口を起点として肉体の黒化が始まる。心臓や脳など主要な部位にまで黒化が進めば、どんな生命体でも命を失う。

　今回だってそう。この時、ヒデオの前にいた病魔は勝利を確信したに違ちがいない。

　その確信が、

「自由自ステージ・在の炎フアースト――黄金の落日イエローサンセツト！」

　たった今死を宣告されたはずのヒデオによって打うち砕くだかれる。

　何かがおかしい、と病魔が悟さとるのに先んじて、黄色い炎の爪がその肩かたを砕き割る。

　ヒデオの攻撃はそれに収まらない。

　自分に傷をつけたデスブラックの鎌の刃を炎の爪で砕き、病原体の付着している鋭えい利りな鎌かま先さきを地面に落とす。ヒデオの傷口には黒化がまだ発生せず、デスブラックの髑髏面にも戸と惑まどうような気配があった。

「勝った、と思った？」

　不敵な笑いはヒデオのものだった。

「一発だけ攻撃を許してあげたよ。代だい償しようにサンプルを貰もらっていくね」

　そう、ヒデオの狙ねらいは対病魔ワクチン開発のためのサンプル。

　獲物を攻撃し、最も攻撃部位に病原体が宿る瞬間こそが、価値の高いサンプルを得られる好機。

　そのままヒデオは、役に立たなくなった鎌を棄すてることもできないでいるデスブラックの前に屹きつ立りつする。左手が、黄色い滅ほろびを宿している。

「おおおおおおおおおおおっ！」

　拳の弾だん幕まくが張られ、攻撃と防ぼう御ぎよの全てを封ふうじる。

　放たれるヒデオの拳が二十を超こえた時、病魔の体はズタボロになっていた。黒いフードは焼やけ焦こげ、白い骨の肉体も砕かれたり焼かれたり、この場が火か葬そう場ばであるかのような様相を呈ていしている。

「……ＨＯＵＮＤＤＯＣの無傷記録に土を付けちゃったけど仕方ないよね。最初に任務で傷つくのはジロー辺りだと思ってたんだけど」

　体を完全に砕かれ地面に転がるデスブラックを前に、ヒデオはため息を吐ついた。

　その首には確かに傷があった。病原体を含ふくんだ鎌によるものである。だが最後まで黒化の兆候は無かった。傍はたから見たら奇き妙みように過ぎることだろう。

　いや。

　デスブラックの攻こう撃げきで黒化しない以前に、そもそもヒデオの体は常軌を逸している。

　一日三時間しか寝ねずアフリカの大地を駆かけまわる体力。

　敵の一いち撃げきを止め、エンポリオの舌のように高速で飛とび交かう物体をも素す手でで確保する動体視力。

　筋肉が隆りゆう起きしている肉体ではないのに、加速がついた鎌も止める圧あつ倒とう的てきなまでの筋力。

　これだけの要素がありながらただの人間だと言い張れば、それは生命への冒ぼう涜とくに他ほかならない。地上の生命種は常に進化を続けてきたが、ヒデオのそれは自然の進化を逸いつ脱だつしていた。

　人じん為い的てきな手が加わっていない限り説明がつかない強さ。

　かつてメリーとカナエがヒデオの強さについて問うたことがある。その時に、ヒデオは信しん頼らいするメンバーたちにさえ、ただ笑い返しただけに過ぎなかった。

　ＨＯＵＮＤＤＯＣでヒデオの秘密を知っているのは、益二郎くらいのものだ。




　　　◆




　改めてヒデオはデスブラックの死骸に目を落とす。

　ＨＯＵＮＤＤＯＣ創立以来の傷をつけた病魔だ。

　大おお相撲ずもうならば座ざ布ぶ団とんが飛び交うべき快挙を行った病魔は、その代償に無残な姿を晒している。一撃必殺を誇るヒデオの拳がいつもより多めに浴びせられていたからだ。

「…………」

　ヒデオはポケットから止血用のハンカチを取り出すと、もう動かない敵の顔面に落としてやった。

　サンプル入手のために隙を作ったとはいえ、手加減して戦ったわけでもない。

　この自分に傷をつけるは敵ながら見事、という柄がらでもない気持ちが働いたのだ。

　その一秒後には、いやに感傷的になっている自分に苦く笑しようする。

「わざと隙を作ったと言っても、ジローは『負まけ惜しみだ』って言うだろうな……」

「大だい丈じよう夫ぶですカ……？」

　何かを誤ご魔ま化かすような笑いを浮かべていると、背後から物もの憂うげな声がかけられる。

　ヒデオは背後のメリーへと向き直って頭を掻かいた。

「ごめんね。怖い思いさせちゃって。病原体のサンプルも手に入れたし、怪け我がを差っ引いても十分な成果だよ」

　謝あやまりながらも地面に落ちていた鎌先をそっと持ち上げると、腰こしに付けていた専用の保管ケースに仕し舞まい込む。ケースの中は保管液で満ち、鎌の先は液体の中でプカプカと揺蕩たゆたっている。

　持ち上げようと屈かがんだ時に首元の傷口が露あらわになり、メリーが息を呑のんだ。

「メリーのことよリ、ヒディは自分を心配して下さイ！」

「大丈夫だって。一発だけじゃ死ねない体だもん」

　自分の首の傷を指差す。鎌の鋭い切れ味が逆に幸いだったようで、傷は広がらずに薄うすい線状の形を保っていた。この分なら治ち癒ゆも早いだろう。

「…………」

　メリーの顔が心配から曇くもっている。その表情がチクリと小さな痛みをヒデオに刻む。

「こらこら。そんな顔しないの。僕ぼくの体の強さはメリーだって知ってるでしょ？　少量の病原体程度じゃ発病しないし、薬物にだって耐たい性せいがある」

「でモ、病原体が一定量を超えたら発病しまス。正直ニ、あと何回平気ですカ？」

　ヒデオは傷口に手を当てて、体内の病原体の毒性を感じ取る。

　これがヒデオの特とく殊しゆな体質が為せる技術。自分の体内に入った病原体の大よその毒性を把握できる。

　体が訴うつたえる病原体の毒性と、自分が持ちうる病魔への抵てい抗こう性せいを計算する。

「……あと一回、ってところだね。三回目に今の量の病原体を流し込まれたら、僕ですら黒化が始まる」

　メリーが悲痛な面おも持もちになる。

「無む茶ちやができる回数じゃないでス。そもそもヒディの耐性はモロハブレイドだってジロウも言っていましタ」

「諸もろ刃はの剣つるぎ、ね。ジローも余計なこと言いおってからに……」

　メリーは両手を不安げに胸の前で合わせる。

「確かにヒディの体は強いでス。ウイルスや薬物に対して強いでス。だからこそヒディは麻ま酔すいが効かないんでス！」

　血を吐くようなメリーの悲痛な声がヒデオの鼓こ膜まくを叩たたいた。

　ヒデオは過去の傷を思いだし、顔をわずかに歪ゆがめる。




　フリーのメディックとして世界中を飛び回っていた時、流石さすがのヒデオも傷を負った。

　例えばカンボジアで増ぞう殖しよくした病魔を一挙に殲せん滅めつしたオペレーション・ナイチンゲール。

　イギリスの白衣の天使の名を冠かんしたこの作戦は、実際には地じ獄ごく絵図だった。

　そもそもナイチンゲールの名がつけられた理由は、一度傷を負ったら四十パーセントの確率で死亡するカンボジアでの戦せん闘とうが、フローレンス・ナイチンゲールが行ったクリミア戦争の傷病者死亡率とほぼ同じだったからである。

　朝見かけたメディックが昼過ぎにはもういないことも珍めずらしくなかった戦場で、ヒデオは最前線で戦い、病原体の渦うずの中へ我わが身みを投じ続けた。

　その過程で体の許容量を超える病原体が入り込んだ時、ヒデオは患かん部ぶをナイフで切り捨てた。麻酔が効かない体に刃を突つき立てた痛みは想像を絶するものであり、ヒデオも一晩中泣きじゃくり続けた。

　潜り抜ぬけた死闘はそれだけにとどまらない。

　ナイチンゲール作戦終しゆう了りよう後ご、疲ひ弊へいしたメディックたちを、カンボジア現地武装勢力が襲撃した。

　キリングフィールド事件と呼ばれることになった身みの代しろ金きん目当てのこの襲撃はメディックたちを全ぜん滅めつさせかねない危険なものであったが、死者が出なかったのはヒデオが盾たてになったからである。

　この一件。誰だれの命も失われずに済んだ代償として、ヒデオは銃撃を受けた太ももの肉を数センチほどえぐり取らなければならなかった。当然麻ま酔すい抜ぬきである。

　なお、当時のヒデオはＡランクメディックとして扱われていたが、この怪我が戦闘能力に影えい響きようすると判断されてＢランクへ降格されている。

　生まれつき常人ではありえない回復能力を持つヒデオにとっては動けないほどの怪我ではない。降格命令は大げさなものであったが、普ふ通つうのメディック基準で考えるなら妥だ当とうな判断である。ヒデオも無理を通せず、この時は承知しＢランクに甘あまんじた。

　しかし、その降格こそ野ノ口グチ英ヒデ雄オとＷＨＦの間に亀き裂れつを生む一因となる。

　カンボジアなどを経へたヒデオが最後に赴いたのは激戦の地アフリカ。

　戦せん況きようは火にガソリンを注ぎ込んだかのような苛か烈れつさであり、ＷＨＦはアフリカの戦闘をＡランク以上のメディックに限定した。

　到とう着ちやくしたばかりのヒデオはその事実を知ると、すぐにＷＨＦへと連れん絡らくをとった。住民を守るためアフリカに来たのに、Ｂランクとして指を咥くわえて見ているだけなんて耐たえられるはずもない。

　怪我は完治したのでＡランクに戻もどしてほしい。そう依い頼らいした。

　返事はだいぶ待たされた。そして、返事はきた。

『戦闘区域外から後方支し援えんを行え』……ＷＨＦからの返答は素っ気ないものだった。

　この頃ころになるとＷＨＦはあまりに厳しい戦況に、戦略的に重要でない村や町を見捨てるように指示を出していた。戦況は混乱しきっているも、ＷＨＦはランク制度堅けん持じのため、個人的主張に基もとづいたヒデオのＡランク復帰を認めなかった。

　あるいは、全すべての村や人を見捨てないというヒデオのスタンスをＷＨＦは疎うとんじ、それが復帰却きやつ下かの要因になったのかもしれない。

　ともかく、決定を受けたヒデオはＷＨＦに逆らった。ヒデオにはどうしてもアフリカの人々を見捨てることができなかった。

　書類や身分証を捏ねつ造ぞうし、Ａランクのままであると偽いつわって戦場に赴いた。

　ＷＨＦもそれを察知し、ヒデオへの物資の供給を遮しや断だんした。

　最も苛烈な戦場の最前線で補給抜きに戦う――絶望の二文字が似合う現場だった。

　ヒデオは体中に傷を負った。骨折なんて当たり前。夜になると骨折した部位が熱を持ち疼うずいた。切り傷は多すぎて数える気にもならなかった。

　物資の供給が絶たれてしまい治ち療りようもできず、傷の具合は何度も悪化した。けれども手に入れた医い療りよう品ひんは全てアフリカの人々のために使用した。

　大戦が終結するまでの間に負った怪我は、常人ならば三回死んでもまだ足りないほど。

　確かに、生き残れたのは特異な体質のせいだろう。

　しかし、その体質の為に怪我の苦しみを和やわらげることもできない。

　傷は塞ふさがっても痛みの記き憶おくは残り続ける。

　アフリカ大戦から一年近く経過した今となってもなお、時折痛みは夢の中で蘇よみがえり、その度たびにヒデオは飛び起きて長い夜を一人過ごす。

　今までも、そしてこれからも。

　みんなの命を守る肉体を得たかわりに、塗と炭たんの苦しみを味わう宿命にある。




「ヒディ？」

　過去の引き出しを少し長めに探っていると、メリーが声をかけてきた。

　突とつ然ぜん黙だまり込んだヒデオを心配してくれていたらしい。

　メリーは自身も死地の最さ中なかにいるのに、ヒデオの心配を真っ先にしてくれる。

　優やさしい娘むすめだなぁ、と改めて思わされる。

「心配してくれてありがと。僕は大丈夫だよ」

　口を突いて出た言葉は本心からのものだった。

「先に進もうメリー。救助を待っている人がいる」

「くれぐれモ……くれぐれも気を付けてくださいネ。メリーも頑がん張ばりますかラ」

　ヒデオはメリーを庇うようにしながら前進する。

　先ほどの病魔の襲撃に驚おどろかされたヒデオだが、それが先の大戦を思い出す呼び水になってくれた。

　意識が冴さえわたり、精神が研とぎ澄すまされていくのを感じる。

　全てにおいて絶望的だったアフリカの経験が、ヒデオの血を滾たぎらせる。

　今は力を貸してくれる組織がある。何より仲間がいる。

　その事実が強力な支えとなりヒデオの背中を後あと押おしする。

　加えて、ヒデオにはあのアフリカを生き延びたという自負がある。

　勝つ要素は揃そろっている。

　少なくとも、ただのデスブラック相手には。




「また病魔でス！」




　階段のある開けた空間に出た時メリーが叫さけんだ。豪ごう華か客船に似つかわしい深しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれたフロアで、前方に屯たむろしていた病魔の集団を発見したのだ。

　同時に敵もヒデオたちを知覚し、鋭するどい鎌を光らせて襲い掛かってくる。

「自由自ステージ・在の炎フアースト――黄金の落日イエローサンセツト！」

　ヒデオの拳が宙を薙ぎ、一体の敵を黄色く荼だ毘びに付す。

　死神の鎌の一いつ閃せんも、一度速度を経験してしまえば対応できる。

　デスブラックの死の刃を見切って掻い潜くぐり懐ふところに潜もぐり込めば、次に展開されるのはヒデオの独壇場インフアイトだ。

　大ぶりの一撃を外して無防備になった敵へと左拳を固めた時、ヒデオは無心となる。

　左手の攻撃は攻撃の突とつ破ぱ口こうを開くためでもなければ、敵の出足を止めるためでもない。

　それはあくまで「格かく闘とう」での考え。格闘の「格」は「格こう子し」などの言葉にも表されるように、「組み合う」という意味を持つ。取っ組み合い、殴なぐり合あい……「合う」という言葉に形容される戦いこそが「格闘」なのだ。

　ヒデオの攻撃は違う。組み合ったりしない。故ゆえに「格闘」ではない。

　敵によって例外はあるが、基本的に戦闘スタイルは「一撃必殺」に尽つきる。

　ひたすらに強力な一打。

　ひたすらに無む慈じ悲ひな攻撃。

　左パンチを小刻みに打つボクシング流の駆け引ひきはヒデオに必要ない。それはあくまで「格闘」の考え方であるからだ。

　敵の攻こう撃げきを躱かわし、躱しきれなければ体質に無理を言わせて耐えきり、相手の懐に入って左ストレートを決める。最強の筋力から放たれし煉れん獄ごくの異能が上乗せされた一撃は、驚きよう異いの攻撃力を宿す必ひつ殺さつ技わざとなる。

　ヒデオの拳が向かう先、病魔の体の破は砕さい音おんが響ひびき渡わたる。

　Ｓランクメディックである北きた里ざと雷華を怯えさせるデスブラックを相手にして、一方的な戦闘展開が繰くり広ひろげられている。

　そもそも、病魔側にも弱点があった。

　それは至し極ごく単純な話。この船にデスブラックしかいないことが弱点なのである。

　どんなに強力な病魔であっても対処法を見つけられてしまっては弱くなる。

　それを補うために他の病魔と連れん携けいして攻撃すれば、ヒデオはともかくメリーは仕留められるかもしれない。

　例えば素早く動く器用な舌を持つエンポリオで翻ほん弄ろうし、隙を突いて死神の鎌を当てる。あるいは触しよく手しゆでの拘こう束そく能力を持つ病魔で相手の動きを封じ、威い力りよくのある攻撃を確実に当てることもできたはず。

　糖とう尿によう病びよう、高血圧……様々な合がつ併ぺい症しようを抱かかえた患かん者じやが、医者を悩なやませるのに似ている。

　逆にどれほど重じゆう篤とくな病気でも、病気がその一つだけであれば、医者も対応を練りやすいのだ。

　知識と実体験が合わさった今のヒデオは、完全に対デスブラック用の戦闘技術を会え得とくし、敵がどれほど鎌かまを振ろうが宙を虚むなしく薙ぐだけだ。

　この船にデスブラックしかいないというなら、敵サイドは現状からの逆転が難しい。

（……けど、僕が鎌の攻撃を回かい避ひできるのはあくまでこの肉体だから。一いつ般ぱん人じんが挑いどむには少し厳しすぎる。もしもこれからこいつらが世界で幅はばを利かせることを考えると、もっとデータを集める必要がある）

　ヒデオは一体の病魔を射程に入れて拳打を浴びせる。

　ただし、それは弱点である頭部を狙ったものではなく、デスブラックの腕を砕き割っただけに終わった。ヒデオもそれで十分と判断し、少しだけ間合いをとる。

「病魔には強力な再生能力があるからね。デスブラックが一体どれくらいで再生できるのか知り……」

　言葉を言い終える前に、破は壊かいした腕部の骨が再生されていく。

　建造物が出来上がるまでの工程を早送りしたかのよう。傷ついてから再生を行うまでの時間が実に短い。

「……マジ？」

　掠れた笑いが喉のどから漏れた。攻撃力と病原体の凶きよう悪あくさだけでも嫌いやになるのに、回復能力までもが他の病魔に比べて秀ひいでている。

　じりじりとにじり寄ってくるデスブラック達たちへと、ヒデオはひとしきり掠れた笑い声を投げかけると、左拳に揺らめく黄色い炎を燃え立たせた。

「正直キツいけど……これはもう殲滅しかないね。君たちヤバ過ぎでしょ。一体たりとも横よこ浜はまに上陸させるわけにいかない！」

　咆ほう哮こうを上げ、ヒデオが攻勢を仕し掛かける。

　また一体、拳の前に敵が散る。

　炎の爪による貫かん通つう力りよくと火力。ヒデオの拳が誇ほこる破壊力。

　三位一体の攻撃がデスブラックの体を潰つぶして「散骨」していく。

「……そろそろ、いいか」

　ヒデオはメリーが自分から十分離れており、なおかつ現在位置が開けた空間であることを確認した。

　衝しよう撃げきの逃げ場が、ある。尚なお且かつ敵がまとまった場所に追いつめられた。

　乱発できない『赤』を使うのに、これ以上のタイミングは無い。

　ヒデオの左手の炎が赤く表情を変える。

「万里焦土の業炎ステージ・セカンド――紅ノ鳥レツドバード！」

　赤い拳から爆散する炎が、追いつめられていたデスブラックをまとめて包つつみ込こむ。

　煉獄の業ごう火かはデスブラックの悲鳴すら呑み砕き、この世に存在していた事実を覆おおい隠かくすかのように消し去った。

　ゴオォォォォォォォォン!!

　うめき声のような低い音は、膨ぼう張ちようした空気が船内を駆け巡り、それが半開きとなっているドアや物品などにぶつかったもの。

　悲鳴も上げることができなかったデスブラック達の無念の声にも似ている音は、やがて弱くなって消えていく。

　状じよう況きよう終しゆう了りよう。

　肺はい腑ふに残った熱い空気を吐き出だし、『赤』を使った疲労感を体に受け入れつつ、ヒデオは周囲を眺ながめまわした。

「なんということでしょう」

　そこに広まっていたのは悲劇的ビフォーアフター。

　匠たくみの技が光ったきめ細やかな絨毯も、職人の意い匠しようが見て取れる像も。階段周りの開けたスペースを彩いろどっていた調度品のほとんどが『赤』によって無残な姿に大改装されている。

　ドレスで着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じよが優ゆう雅がな一時を過ごすに似つかわしいはずの空間だったはずなのに、今やここに似つかわしいのはバイク、肩パッド、モヒカン、ヒャッハーといった単語の羅ら列れつ。空間は荒れ果てた世紀末と化している。

「終わったのですネ……」

　全てが終わったことを確認したメリーが、足元に散らばる破は片へんで転ばないようにしつつ近づいてきた。

　普ふ段だんは戦いに出ないメリーは『赤』を実際に見るのは初めてであり、気き後おくれしたようなため息を漏らす。

「これがヒディの本気……怖こわいくらいの力でス」

　メリーの視線は打ち砕かれた周囲の物品へ注がれ、揺れる。

　無関係なものすらも巻き込み破砕する炎に、ヒデオの異能とは知りつつも恐怖心を拭ぬぐえないらしい。

「ここまでで十分経過か。階段にたどり着いたし、あとは最上階まで一気に駆けるよ」

「階段、ところどころ壊こわれてまス」

「形あるものはいつか滅ほろびる。諸行無常だね」

「……ヒディがやったんですよネ？」

「……内ない緒しよにしてね。この船アメリカ船せん籍せきだから、賠ばい償しようとか請せい求きゆうされちゃうと怖いし」

　ＨＯＵＮＤＤＯＣの帳ちよう簿ぼが『赤』に染まることを想像するとぞっとする。

「ともかく、メカニックたちが無事ならば最上階にいる可能性が高いんだ。行くよ」

　ヒデオとメリーが階段に足を乗せた時だった。




　ォオオォォォォォォォォォォ……




　低く、凄すさまじく冷たい叫びが上から降ってきた。

　心の中にある希望や夢といった温かなものを一いつ切さい凍いてつかせるような冷たい響き。

「こ、この声ハ？」

　ヒデオの腕にメリーがしがみつき、腕に当たるは柔やわらかな感かん触しよく。

　その感触を楽しむ余よ裕ゆうすらヒデオから奪うばい去るほどに、突とつ如じよ轟とどろいた叫びは「死」の匂においを纏まとわせている。

　ヒデオの精神を緊きん迫ぱく感かんが焦がす。

　アフリカで培つちかった経験が警告していた。

　この先に、「死」がいると。

（……何だろう。この、不ふ穏おんな気配）

　夜よ霧ぎりのように漂ただよい来る気配からは、今までにヒデオが戦った病魔のどれにも該がい当とうしない凄すごみがある。

　ただ強いだけではない。

　胸むな騒さわぎが教えてくれる。この先に待ち受けている存在は、今まで仲間と共に過ごしてきた生活を一変させてしまいそうなものを秘ひめている。

「ヒ、ヒディ……」

　名前を呼ばれて、腕にしがみ付いていたメリーの震えに気付いた。彼かの女じよもこの先に尋じん常じようならざる何かがいると知覚したのだ。

　だがメリーは震える舌を懸けん命めいに回して、続ける。

「い、いきましょウ。助けを待っている人たちがいまス」

　震える口から出たとは思えない頼もしい言葉に目を丸くし、それから笑う。

　怖いだろうにしっかりとしている。本当にメリーには頭が上がらない。

「ああ。僕の後ろからついてきて」

　二人は階段を上りだす。




　最上階まで上りきるとパーティホールへと続く扉とびらがある。

　否いや。あった、と言うべきか。

　ヒデオたちがたどり着いた時、『星空の舞踏会スターアーツ』という名のパーティホールへと繋がる扉は完かん膚ぷなきまでに破壊されていた。

「……！」

　ヒデオはメリーを連れてホールへと踏ふみ込み、その存在と対たい峙じする。

　眼前のそれを機械的な言葉で表現するなら「巨きよ大だいなデスブラック」だろう。

　ただし、この表現はメディックにとっては不完全である。

　何な故ぜなら、その巨体から溢あふれる絶望的なまでの危険度が描写されていないからだ。

　喉のど笛ぶえが無防備になるまで見上げなければならない巨体には、骨の腕が六本。

　それぞれが別々に鎌を持ち、鎌の大きさも体格に比例して巨大化している。

　もしも鎌に宿す病原体の毒性までもが比例して強くなっているのだったら笑えない。

　ヒデオでも掠かすり傷すら避さけたい相手。思わず唾つばを呑み込む。

　メディックの力量を測るのにランクという制度があるのと同様に、病魔の強さを大まかに分類したものがクラスと呼ばれる。

　戦闘玄人のヒデオから素人しろうとのメリーまで手合わせする前から理解できてしまう。

　最上位たるＳクラス。一体で都市規模の被ひ害がいをもたらす病魔だ。

「信じられないでス……あれは一体何ですカ……？」

「メディックとして診みればＳクラス病魔。悲観主義者ペシミストから見れば絶望の象しよう徴ちよう。信心の深い宗教者が見れば神が人類に与あたえたもう試練と言うだろうし、中二病の酷ひどい西洋中世画家のセンスならば、奴に死の影かげを見み出いだして『死の舞踏デス・ロンド』とか名づけるんだろうね」

　デス・ロンド。

　一ひと先まずヒデオ（中二病の素質有り）も敵をそう名付け、額に一筋の汗あせを流す。

　見立てでは、眼前の敵はデスブラックの突とつ然ぜん変異種だ。

　だが――

（おかしい。早すぎる！）

　そう。早すぎる。

　デスブラック自体が最近になって発見された新種の病魔。

　それがもう突然変異するなんて常識外の話。

　百歩譲ってその常識外を受け入れたとする。そんなこともあるさと笑いながら、理り不ふ尽じんを呑みこんだとする。
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　だが絶対に看かん過かできない理不尽がある。

　今まで階下で倒たおしてきたデスブラックから、この巨大な姿の変異種への移行。

　これがこの短時間の間に行われたという話だけは、たった一つの可能性抜きでは説明ができない。

（人為的な変異か……っ！）

　真っ先に、その可能性に行き当たった。

　自然発生ではない。

　何か手が加わっていないと説明がつかない。

（じゃあ一体何の目的で。まさか……）

　頭脳が一つの仮定をはじき出しかけた時、メリーが悲痛な声を上げた。

「ヒディ、あそこに！」

　メリーの指先はデス・ロンドの足元へと向かっていた。

　そこでは一人の少女が片かた膝ひざをついている。アルベルティーナ・シュヴァイツァーだ。

　ヒデオたちより先に船内に潜り込んだ彼女は既すでにデス・ロンドと戦っていたらしい。

　最下層から上がってきていたデス・ロンドが乗員たちの隠れているエリアを突きとめて探していたところを、アルベルティーナが見つけて交戦に入ったというところだろう。

　軍服のようなデザインの戦闘白衣ホワイトコートは厳しい戦いの中で損傷し、汗が玉となって零れ落ちていく様は、苦戦の窮きゆう状じようを視覚に訴えてくる。

「大丈夫!?　今助けるから！」

「来るな！」

　アルベルティーナはヒデオたちに背を向けたまま、掌てのひらから蔓つるの槍やりを出現させると病魔に向かって放つ。

　申し分ない速度の刺突だった。

　それを敵が一つの鎌で容易たやすく切り払はらった時、ヒデオは絶句させられる。

　階下の奴とはレベルが違い過ぎる。

　鋭く細い蔓の刺突を見切り鎌で切り裂く。見世物として金を取れるほどの難度の防御を簡単にやってのけたデス・ロンドは、ヒデオが今まで戦った病魔たちとは比べものにならない敵だった。

「くそっ！　舐なめるなっ!!」

　アルベルティーナが続けざまに蔓の槍を飛ばす。

　対するデス・ロンドは二つの鎌を駆く使しして蔓の刺突を切り払はらい続ける。残る四つの鎌は完全にお留守で、まるでアルベルティーナに余裕を見せつけるかのようだった。

　そのデス・ロンドが眼球の無い目でヒデオを見み据すえた時、場の空気が変わった。

　ただ本能に命じられるままに人間を襲おそってきたデスブラック。

　その変異種であるデス・ロンドも基本的には同じだろう。人間を襲うことに特に理由も意思も無く、ただ相手が人間であるが故に襲う。

　けれどヒデオの姿を知覚した刹せつ那な、デス・ロンドの鎌の舞が一時的に中断された。

　アルベルティーナの攻撃は中断されておらず、峻しゆん険けんな蔦つたの穂ほ先さきがデス・ロンドの頭骨に突き刺ささる。

「やったか!?」

　ようやく攻撃が通ったことに彼女の言葉に喜色が乗る。

　だが、

「………………」

　デス・ロンドに動じる様子は無い。

　デス・ロンドの弱点もデスブラックと同じと考えられる。

　それにもかかわらずデス・ロンドが平然としているのは単純に威力不足のため。蔓の刺し突とつは頭骨の表面を穿うがつのみで、内部には何ら影響を与えていない。

「バカな……っ！」

　彼女の恥ち辱じよくの呻うめきがヒデオにも伝わった。

　攻撃が通った喜びが前にあったからこそ、攻撃が無力だったことを知った時の衝撃が大きいのだろうか。

　だが、それはあくまで恥辱の片棒を担いでいるだけ。

　彼女の顔を怒いかりと恥はじで真っ赤にさせている真の理由は、デス・ロンドがヒデオを見つめたまま動かないこと。

　今のデス・ロンドは完全にヒデオだけに意識を向けている。

　たった今まで自分を攻撃してきたアルベルティーナは眼中にない。

　デス・ロンドは全く意図しないままに、アルベルティーナに最大限の挑ちよう発はつと侮ぶ辱じよくを行っているのだ。




　ォォオォォォォォォォン!!




　冥めい府ふの冷気を思わせる冷たい叫びがホールに響き渡る。

　デス・ロンドがそれまで動かさなかった六つの鎌かま全すべてを持ち上げ、刃は先さきをヒデオに向かい構えたのだ。

　鎌の刃は妖あやしく光り輝かがやき、見る者を甘かん美びに死に誘さそう。

　こんなにも不気味なのに美しい。

　ヒデオは全身で感じる。人間の心のどこかに眠っている破滅願望を愛あい撫ぶし、呼び覚ますような殺意を。

　デス・ロンドが引き付けられている。

　ヒデオが持つ潜せん在ざい的てきポテンシャルを警けい戒かいしてか、はたまた別の理由か。デス・ロンドを駆り立てる動機は定かでないが、殺意が生み出されていることは事実だ。

（奴やつも気づいたのか？　僕の体のことに）

　そんなことを考えつつ、メリーを下がらせて一歩足を踏み出す。

　自分でケリをつける。そう決めていたのだが。

「……こいつも、病魔までもッ……！　私ではなくノグチを見るのかッ！」

　広がるのは怒りに煮えたぎった声。アルベルティーナのものだった。

「貴様の相手は私だぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　彼女はデス・ロンドへと突とつ撃げきを仕掛ける。

　威力が足りないならば至近距きよ離りから放てばいいと判断したのだろうか。

　それはＳランクの名が泣く、実に浅せん慮りよな判断だった。

「駄だ目めだ！」

　ヒデオの制止も聞かずに彼女は駆け、それを見み逃のがしてくれるほど敵は甘くない。

　デス・ロンドは間合いに彼女が入るや否いなや、鎌を二つ振ふるう。

　縦からの振り下ろしと横よこ薙なぎが同時に彼女へと襲い掛かり、彼女はそれを躱し……きれない。

　縦の一撃は避よけた。だが、横振りの一撃を躱すことはできそうにない。

　彼女の目が大きく見開かれる。

　一撃発病。その攻撃が迫せまり来ようとしている。

「自由自ステージ・在の炎フアースト――黄金の落日イエローサンセツト！」

　間かん一いつ髪ぱつのタイミング。

　床ゆかを蹴けり、急接近して放つカウンターが、アルベルティーナを害そうとしていたデス・ロンドの鎌を弾はじく。鎌の腹を殴った衝撃で、ヒデオの左ひだり拳こぶしに痺しびれが迸ほとばしる。

「一いつ旦たん距離を置いて！　こいつは危険すぎる！」

「指図するな！　私がこいつを倒す！」

　ヒデオはアルベルティーナに叫ぶも、言葉は彼女の心に届かない。

「無む茶ちやだよ！　《生命への畏敬セブンスヘブン》は攻こう撃げき向けじゃない！」

「捏造まみれの落らく伍ご者しやが私を見下すな！」

　彼女は更さらに蔓の槍を放つ。デス・ロンドは鎌を回転させて、それを切り払っていく。

　切断された蔓が床に散らばり、それを踏みにじりながらじりじりとデス・ロンドが近づいてくる。攻撃だったはずの槍やり衾ぶすまは、いつのまにかデス・ロンドをこれ以上近づけさせないための防ぼう御ぎよ手段へと追い込まれていく。

「くっ……」

　強がったところで、彼女の劣勢は覆くつがえしようが無い。助すけ太だ刀ちが必要なのは明らかだ。

「あまり草花を粗そ末まつに扱あつかうもんじゃないよデカブツ」

　病魔に呼びかけ、ヒデオは次の手を打つ。

「藪やぶを突つついて蛇へびを出すって言葉もあるくらいだからね。夢中になっている間に、足元がお留守になってるよ！」

　デス・ロンドが自身の足下へ注意を向けたのは、決してヒデオの言葉を解したからではなく、足元から上がってくる熱を感じたからだろう。

　骨の足を這はいずり上がってくるのは、黄色い炎で形作られた蛇。

　蛇の体は長く、床を這う炎の胴体を辿たどっていくと、ヒデオの左手へとたどり着く。

「黄金の落日イエローサンセツトは黄おう炎えんを自在に操あやつることができる。音も無く足下に忍び寄らせれば、気づいた時にはもう逃にげられない」

　炎を這わせる左手を床に叩きつければ、伸のびていた炎えん蛇じやの胴体がウェーブを描いて力を伝えていく。

　そして、胴体を伝わるウェーブが、デス・ロンドの足に纏わりついていた蛇の頭に到達した時、その頭が不ふ吉きつに火勢を増した。

「嗤わらえ、『卑怯な蛇イエローラツトラー』！」

　ヒデオの叫びが空気を叩き、炎蛇の頭が爆ばく発はつする。

　火力こそ『赤』に劣る爆発も、足下で起きればバランスに影響が出た。

　巨体を大きく揺らすデス・ロンド。生まれた隙すきは大きい。

「よくも女の子たちの前でイメージの悪い技を使わせてくれたもんだ。高くつくよ！」

　左手に黄炎を燃やし、迎げい撃げき態勢をとれないでいるデス・ロンドへと更なる一いち撃げきを叩きこむべく進むヒデオ。

　勝利を確信して猛もう然ぜんと進むことはしない。

　敵が搦からめ手てを仕掛けてくることを警戒している。いざとなったら飛とび退のけるよう、心の準備をした上での前進だった。

　だからこそ、隣となりをアルベルティーナが駆け抜けていったとき、ヒデオの心臓は冷たく凍こおりつく。

　彼女の突撃は、回避や撤てつ退たいという概がい念ねんを完全に忘失した、特とつ攻こうともいえるものだった。

「なっ!?」

　慌あわてて止めようとするも間に合わない。

　眼前を走る彼女は強く床を蹴り、手にした鋭い蔓の槍を握にぎり、デス・ロンドへぎりぎりまで接近して刺突を見み舞まう。




　ォオオオオオオオゥゥゥ！




　彼女の渾こん身しんの一撃はデス・ロンドの眉み間けんに突き刺さり、更にギリギリと奥おくへ攻せめ込もうとする。

　退きたくない。負けたくない。魂たましいからの叫びが、槍先の作用点に集中している。

　これがＳランクの力と意地か。

　防御向きの異能が、デス・ロンドの防御を食い破ろうと粉ふん骨こつ砕さい身しんの努力を見せる。

　ただし、槍先がデス・ロンドの弱点に行き着くまでは明らかに時間が必要で、勿もち論ろん敵はその時間を与えてくれない。

　回避も忘れ、全てを攻撃に費やしていた無防備な彼女へ向け、死の鎌が一閃を放つ。

　当然、ヒデオも走った。

　右手で彼女を掴つかみ、左手に宿した黄炎を爆発させ、爆風で自らを後ろへと吹き飛ばす。

　後ろに吹き飛ばされる刹那、腕うでに嫌な感覚があった。

「っ！」

　掴んだ彼女を庇かばうようにして、地面に背中を打ち付けてゴロゴロと転がる。

　荒あらっぽい回避の無理が祟たたり、打ち付けた体を鈍痛が這う。

　上手に体勢を立て直せない。敵の追つい撃げきを受けたら確実に被害を受ける。

　反射的に、炎の色を強制的に変える。突然の仕様変更に体が絶ぜつ叫きようを上げる。

（耐えろ僕ぼくの体！　強制労働デスマーチなんて今に始まったことじゃないだろう！）

　無理やりに左手へ『赤』を宿したヒデオは攻撃対象を変えた。

　巨大な病魔ではなく、その巨体を支える床へと一撃を見舞う。

　ヒデオの一撃で破壊された床に、敵の巨体はあまりに負ふ荷かをかけ過ぎた。

　思惑通り、巨体は下層へ続く大きな穴へと投げ出される。幾いくつもの瓦が礫れきを巻き込んで落ちたデス・ロンドは、すぐに階下へ落下音を響かせた。

　これで少し時間が稼げる。

　敵が墜落死してくれていれば助かるのだが、ヒデオはそこまで世界を甘く見ていない。

　どうせ傷の一つもついていない状態で戻ってくるに違ちがいない。それまでに息を整える。

「ヒディ！　腕……ッ！」

　戦いを見守っていたメリーが胸の前で不安げに手を寄せた。

　彼女の指し摘てき通り、ヒデオの腕には病原体の付着した鎌による新しい傷が生まれていた。

「切られたのは薄皮一枚で接着時間もごく僅わずか。発病はまだしない」

　はっきりと伝えたが、メリーの顔から不安が消えていないのは、彼女も察しているからだろう。

　強毒性の病原体を今日で二回も喰くらっている。

　おそらく次は発病する。肉体が、そう伝えてきている。

「それより……」

　ヒデオは傍かたわらでよろよろと立ち上がったアルベルティーナを見る。

　彼女は俯うつむきながら、震える手で蔓の槍を生み出し、覚おぼ束つかない足取りで一歩を踏み出そうとする。

　もう、彼女は戦うべきではない。

　何かに取りつかれたように戦おうとしているが、体が限界を訴うつたえている。

「もう、やめよう」

　ヒデオは右手で彼女の手を掴む。

「放せ……まだ、やれる」

「休んで。あとは僕がやる」

「黙れ！　私が、私が奴を倒すんだ！」

　なおもヒデオに従わないアルベルティーナ。ヒデオは掴んだ手を引こうとし、気付く。

　彼女の手の甲こうが、硬こう貨かくらいの大きさで黒ずんできている。

「黒化……！　まさか、さっき攻撃を喰らっていたの!?」

　被害を受けていたのはヒデオだけではなかった。

　ほんの僅か、血すら出ない僅かな傷であるが、彼女もまたデス・ロンドに死の贈り物を押おし付けられていたのだ。

　体内に入れられた病原体は極少量だろう。黒化もゆっくりとしたものだ。

　それでも発病してしまった以上進行する。そうなれば、彼女に待っているのは死だ。

　ヒデオは呻くが、彼女はヒデオの目を見ようとはせず、掴んだ手を振りほどく。

「貴様の力は借りない。私が、私一人の力で奴を降くだす。そうすれば私は――」

　まだ意地を張る彼女。ヒデオは、彼女の心に語りかける言葉を持たない。だが――

「みんなに認められル、ですカ？」

　アルベルティーナの言葉尻を、静かに奪い去ったのはメリーだった。

「気持ちは分かりまス。分かるのでス。けれどモ、みんなとは一体誰だれのことですカ？」

「そ、それは……」

「優ゆう秀しゆうな人でも必ず批判はありまス。十割の賞賛で出来た人はただのおべっか使いに囲まれているだけでス。貴女あなたは自分に向けられる批判を拾い集めてヒディを憎んでいまス」

　穏やかな彼女の容姿から生まれる鋭い言葉に、アルベルティーナはただ目を見開く。

　――ここでなら、言えるだろうか。

　しばしの躊躇ためらいを置き、ヒデオの唇くちびるが開く。

「……君は十分認められていると思う。僕からすれば、羨うらやましいくらいだよ」

　アルベルティーナはヒデオを睨にらむ。けれど、先ほどまでの棘とげが感じられない。

「ッ！　口くち慰なぐさみを弄ろうするな」

「……パーティで、ジョン・ハンター社長の一件があったでしょ？　あの人、必死で君を擁よう護ごしてたじゃない」

　アルベルティーナは顔を伏ふせる。暫しばらく言い淀よどんで、喉から苦し紛まぎれの台詞せりふを吐はく。

「あ、あの人に評価されて何になる。あの人は小物だ。おべっか使いの世渡り上手だ」

　ハンター社長に対する彼女の人物評についてはヒデオも同意見である。だが――

「そうだね。見方によっては小物……かもしれない」

　ヒデオはハンター社長のニヤニヤ笑いを頭に思い描き、続ける。

「自分を飾りたててのし上がる、絵に描いたような成金……その成金が、大統領の勘かん気きを被こうむってまで君を守ろうとしたじゃない」

　アルベルティーナがハッとした。

「あの場面、どう考えたって大統領の機嫌を損ねるべきじゃなかったんだよ。欧おう州しゆう最大のＰＭＣを率いるあの人がそれを分かっていないはずがなかった。けれどあの人は……」

　ヒデオは一度言葉を切り、肺はい腑ふの空気と一いつ緒しよに再び言葉を吐き出す。

「自分がのし上がることだけを考えていた社長が、たとえ一国のＶＩＰを相手にしてでも守りたいと思ったのが君だったんだよ。世渡り上手の社長のこと、無理に君を守ればノグチ贔びい屓きの大統領に嫌われるのは分かっていたはずなのに、彼かれは君を守るのをやめなかった」

「あの人が……私を……？」

　彼女は誰かを守り、癒いやす力を大戦中に振るい続けてきた。

　それがジョン・ハンター社長の心を動かした。あの社長に、自身の利益になるどころかデメリットになる行動をとらせた彼女が、認められていないはずがない。

　それが、メリーの絶妙な助け船により、ようやく彼女に伝えられる「真実」。

「…………！」

　他人に指摘されたことで、言葉にならない何かが彼女の胸に去来しているのか。下唇を痛いほど噛みしめた彼女は、自身の白衣を皺しわが寄るぐらい握り締しめていた。

「……分かったでしょ？　世界は君を評価しているし、君が考えている以上に君を大切に思っている。無む駄だにしていい命じゃない。それは、きっと、誰の命も、そうなんだ」

　ゆっくりと彼女の膝が崩れ、座すわり込んだ彼女はそのまま涙なみだをこぼす。

　虚きよ勢せいの仮面が剥はがれた、ただ一人の一いち途ずな少女の姿がある。

　彼女の涙を止める術すべを知らないヒデオ。

　彼女の黒化を止める術を持たないヒデオ。

　彼は戦うことしかできない自分に向けて、顔を下げて静かにため息を吐く。

　再び顔を上げたヒデオの目。

　そこに宿っていたのは、どんな業ごうをも背せ負おう気き迫はくだった。

「……メリー」

　ヒデオはメリーに呼びかける。

「お願いをしていいかな。君にとってどうしようもなく無責任でクソッタレな願い事だ」

「メリーがここに来た理由を実行するだけでス。覚かく悟ごはとっくに出来ていまス」

　近づいてきたメリーは柔らかく微笑ほほえむ。

　また、彼女の優やさしさに甘えることになる。

　それを自覚し、ヒデオはメリーに言う。

「メリー、彼女を……僕も認めたアフリカの英雄ヒーローを助けてくれ！」

　響いたのは、魂からの叫さけび。

　それに呼応したメリーの体は、深しん紅くの光に包まれる。

　光を着込んだメリーはアルベルティーナの前に座ると、黒化が進む手を取って、両手で優しく包み込む。

　メリーが着込んでいた深しん紅くの光が、一気に彼女の掌へと移動し、光を強くする。

　温かくも力強い熱を宿す光に手を包まれ、アルベルティーナが驚おどろきの声を上げた。

「これは一体……？」

「異能《鮮血の献身ブラツデイメリー》だよ」

　ヒデオはそう言いながら、二人から視線を切る。

「自らの血液を消費することで対象の体内を解毒し、どんな病原体でも浄じよう化かするメリーの究極の異能。奴の病原体だって十分もすれば、完全に消し去れる」

「何だと？」

　アルベルティーナの表情に畏おそれにも似た色が浮うかぶ。

「まだワクチンさえ作られていない新種の病原体をも解毒する異能？　そんな……そんな強力な異能なんて聞いたことも無いぞ」

「知られるわけにはいかなかったんだ」

　ヒデオの声が硬かたくなる。

「絶対的浄化能力。こんな異能を有しているなんて知られたら、世界中の研究機関がこぞって実験しようと押し寄よせてくる。メリーという実験体を得るために強硬な手段に打って出る輩やからも現れる。そして……」

　ヒデオが見つめた先はデス・ロンドが落ちた穴。

　骨の手が一本伸びて穴の縁ふちを掴む。地じ獄ごくから這い上がってきた罪人のように。

　たった一本の腕で巨体を持ち上げ、デス・ロンドが再び戻もどってくる。

　そして、落ち窪んだ双そう眸ぼうがメリーの光を捉とらえた瞬しゆん間かん、空気に濃のう厚こうな殺意が交じる。

「この異能はどんな病魔の病原体をも浄化する、いわば病魔にとって天敵。メリーの存在を病魔に知られたら、連中は確実にメリーを消しに来る！」

　オォォォオオオオオオオオオオオオン!!
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　勢いよく這い上がったデス・ロンドが、身を凍らせる雄お叫たけびを放つ。

「やはりメリーの存在を許さない、って感じだね。だけどそうはさせない！」

　轟ごう！

　燃え盛る黄色い炎を従えて、ヒデオはデス・ロンドに突撃する。

　デス・ロンドは六本の鎌かまを持ち出して、ヒデオの接近を迎撃する構えを取った。

　まず二本。接近するヒデオの頭めがけ、勢いよく鎌が振り落とされる。

　二本とも同じ方向からの攻撃なので対応が練りやすい。

　ヒデオは一本の鎌の軌き道どうから体を逸らし、もう一本は鎌の柄えを左拳で受け止める。

　続けて左側から鎌が横薙ぎに襲い掛かかってくる。先さき程ほどアルベルティーナに一撃を加えたパターンだった。六本の手による手数の多さと、掠っただけでも病原体を送り込める鎌の合わせ技が厄やつ介かいで仕方がない。

「けどっ！」

　ヒデオの次の動きは実に精せい緻ちだった。

　左手をややずらし、鎌を自分の左へといなす。

　振り落とされた鎌がそのまま脇に流れ、たった今左側からヒデオを襲おうとしていた鎌にぶつけられた。

　まさに寸すん毫ごうの隙を縫うタイミング。狙ねらってやるとするならばコンピューター級の計算力が求められるこの回かい避ひを、アフリカで培った経験を活いかしてやってのける。

　ぶつかり合った鎌が再び攻撃を仕し掛かけてくるまでには、ヒデオはもう攻撃していることだろう。ここまでデス・ロンドが使った三本の鎌はこの攻防からは除外され、残るは三本の鎌。

　その内の一本が右横から、もう一本が上から攻撃を仕掛けてくる。先程と同じ挙動だが躱かわしにくいことは事実だ。

　だからヒデオは――受けた。

　右横から薙いでくる鎌の柄を右手で掴み、怯ひるまず前進することで上からの鎌の刃に当たることを避けた。

　上からの鎌を防御することは諦めたのだ。結果、ヒデオの右みぎ肩かたへと鎌の柄が当たり、視界を揺らすほどの衝しよう撃げきが肩から全身へと伝う。それでも右手で鎌の柄を掴むことと、前進を続けることはやめなかった。体は完全に敵の懐ふところに入っている。

　右肩を犠ぎ牲せいにした猛接近は、左手に十分な時間を与えていた。その肩けん甲こう骨こつは駆動域限界まで引かれ、左手は凶きよう悪あくな一撃を放つ態勢になっている。

　攻撃時に頭を下げていたデス・ロンドは、残り一本となった鎌で頭ず蓋がいを庇おうとする。

　ヒデオの炎が『赤』に染まる。全すべてを破は砕さいする拳と、鎌での防御が優劣を競い合う。

「万里焦土の業炎ステージ・セカンド――紅ノ鳥レツドバード！」

　強きよう烈れつな手応えが左手を駆け抜け、爆音がホールを蹂じゆう躙りんする。

　窓ガラスがはじけ飛んでいき、視界が数秒の間だけ粉ふん塵じんで塞がれる。

　度たび重かさなる『赤』の使用に目め眩まいがする。それでも顔を前に向け、ヒデオは絶句する。

　デス・ロンドはそこにいた。敵を残さず粉砕するはずの拳の軌道に立っていたのだ。







第五章　ＭＥＤＩＣ――神を殺せし者







　デス・ロンド。なおも健在。

　ヒデオの過去の経験は裏切られた。

　数々の難局がありながらも、今まで『赤』を喰らって生き延びた病魔イルはいない。まして今回は鎌での防御があったとはいえ、完全に即そく死しの軌道に獲え物ものを入れていたはず。

　疲ひ労ろう感かんが一気に押し寄せてくる。

　アルベルティーナ戦も合わせ、今日だけでも『赤』を結構な数撃っている。反動こそ覚悟していたが、如何いかんせんタイミングが悪すぎる。

　ヒデオの『赤』を耐たえたデス・ロンドがゆっくりと鎌を振り上げはじめる。

　ある程度のダメージは与えたようだが、与えた傷が目の前で徐じよ々じよに修復されていく。

　体の骨が修復されていくにつれて、コマ割りのようであった鎌の動きが徐々に滑なめらかになっていく。

　体への負担により足の動きが止まったヒデオに狙いが定められ――振り落とされる。

「ヒディ！」

　メリーの悲鳴を背に受けたヒデオは左手を構える。

　もう『赤』が連発できず、火力を黄色に落として呼気を整える。

　眼前でそんなことをすれば隙を作るだけ。

　けれども『赤』の使用で鞭むち打うたれた体は、隙を作ってまでも呼吸の安定が必要な状態。敵の一撃を受けた右肩の痛みも、ヒデオの呼吸を不規則なものに変えている。

　重力を味方に付けた鎌が迫りくる。その一撃は鋭するどく、重い。

（間に合え！）

　左手に炎の爪つめを出現させ、鎌への迎撃として放つ。

（互ご角かく――いや、微かすかに敵の攻撃の方が！）

　激げき突とつ前まえに力負けを悟った。

　それでも拳の勢いは殺さない。

　先ずは即死を回避できればいい。

　最悪、手を切り落とされてもいい。

　今ここでヒデオが負けたら次の餌え食じきは背後の二人だ。

　己おのれの身を供物にしてでも、背後の二人は守ってみせる。

「自由自ステージ・在の炎フアースト――黄金の落日イエローサンセツト！」

　拳が黒い鎌に向けて放たれる。

（押し負けるのなら手を盾たてにして防御――ッ！）

　ヒデオの覚悟を乗せた拳と鎌による斬ざん撃げきが肉薄する。両者激突、その一歩手前。




「そいつは俺おれの獲物だ」




　銃じゆう声せいが轟とどろき、デス・ロンドの眉間に火花が咲さいた。

　予想しなかった攻撃に敵が戸と惑まどい、鎌にブレが生じる。

　結果、ヒデオの左手がブレた鎌を弾き、敵は数歩引き下がる。ヒデオにとって息を整える貴重な時間が確保された。

「……一つ聞きたいんだけどさ」

　ヒデオは振り返らずして、ホール入口から敵を銃じゆう撃げきした人物に問う。

　見ないでも思い描えがけるのだ。少しガラの悪い笑えみと、鈍く光るガラガラヘビの紋もん様ようは。

「ジローの言う獲物って目の前の病魔？　それとも僕？」

「さぁな」

　背後から近づいてきた足音がヒデオの横で止まる。

　横にジト目を向ければ、益ます二じ郎ろうが銃を片手にニヒルな笑みを浮かべていた。




　ゥゥオオオオオオオオオオオオオォォォン……




　突然の横やりにデス・ロンドが怒りの声を上げる。

　それでも襲い掛かってこないのは、現れた益二郎を警戒しているからか。

　眼球の無い目が益二郎を値ね踏ぶみするかのように観察しだし、益二郎は病魔を見て面おも白しろく無さそうな表情を浮かべる。

「……おいおい。あいつ、魔法の弾丸ペニシリンを喰らってなおピンピンじゃねぇか」

「奴の防ぼう御ぎよ力りよくは異常だよ。魔法の弾丸ペニシリンはおろか、僕の『赤』でも倒せないんだ」

「火か炎えん放射じゃなくて直接当てたのか？」

　ヒデオの火炎は相手に向かって放つこともできるが、拳に乗せて直接当てるのに比べて火力が下がることが弱点だった。

　その点を考慮しての益二郎の発言だが、ヒデオが直じか火び焼やきで挑んで倒せなかった事実を知らされると苦い顔をする。

「テメェの『赤』を耐えきるなんて、明らかに人じん為い的てきな変化が加わってやがる」

　ヒデオたちの焦あせりが伝わっているのか、敵は無理に仕掛けてこようとはせず、その場にいることでプレッシャーを与え続けてくる。

　いつ敵が襲ってくるか分からぬ緊きん迫ぱく感かんの中、ヒデオは過去の話を切り出す。

「アフリカ大戦中に妙な噂うわさを聞いたことがある。戦闘医師メデイツクが倒されていく中で、幾つかの国で『アルテミス計画』が真しん剣けんに検討されたらしいんだ」

「……笑えねぇ冗じよう談だんだ」

　アルテミス計画実現の画策。メディック界に伝わる一種の都市伝説である。

　ギリシャ神話にアルテミスという女神がいる。狩かりを司つかさどる月の女神であり、疫えき病びようと出産を支配すると信じられてきた。

　その女神の名を冠かんする計画とは、病魔で病魔を狩るというもの。

　人工的に強力な病魔を生み出し戦場に投下。その病魔が他の病魔を狩るように仕向けることで敵を一いつ掃そうする計画だった。

　実現すれば人的資源であるメディックを危険な戦場に投下しなくて済むというメリットがあるが、問題は山積み。

　他の病魔を倒せる病魔が暴走したら人類の脅きよう威いになるし、そもそも実現できたとして、強いメディックは世界各地にいるのだから、わざわざリスクがあるアルテミス計画を採用するなんてありえない……そんな批判に晒さらされて、アルテミス計画の実現を口にする者は笑いものにされている。

「病魔の改造は技術的に難しく、改造できても高ランクのメディックには勝てない。その前提が覆されたら？」

　ヒデオはそう提起する。

「もしも改造された病魔が世界的に認められたメディックを倒たおしたら、世界はアルテミス計画の有用性を再考する……そう考える研究者がいたとしたら？」

　研究者という生き物はしばしば常じよう軌きを逸いつした考えをするものだ。実例もある。

「仮に僕が有用性を証明するとして、改造病魔の犠牲者となるメディックを選ぶのなら、メディック界の中で実力を知られていながらも社会的な地位が無い人を選ぶね。社会的に影えい響きよう力りよくのある人を犠牲にすると病魔との戦いに色々と問題が出るし、あまり無名過ぎると計画の再考を迫せまるインパクトが出せない」

「……つまりテメェってわけか」

　頭に浮かんだ最悪の発想がヒデオの口から出てくる。

「コンピューター管理の船をハッキングしてプログラムを書き換え、野ノ口グチ英ヒデ雄オがいる横よこ浜はまへと向ける。人命救助のためにノコノコ誘おびき出されたアフリカの真の英雄ヒーローは、そこで改造病魔と戦うも力ちから及およばず散る。それを見た世界の連中には、計画の有益性を再考する者たちも出てくるってわけ」

「この救出劇自体が、計画の実現を目論もくろむ研究者たちによる実験かよ」

「僕を潰つぶすためのショーだよ。そして、この推測が事実なら、僕たちの船内の行動は記録されているだろうし、デス・ロンドにはしっかりと耐熱改造が施ほどこされている」

「野口英雄を殺すための舞ぶ台たいであり、野口英雄を殺すために生み出された病魔か。テメェにとっちゃ絶望的だな」

「まぁ、この際僕ぼくのことはどうでもいいよ。それより、ここでメリーの異能を見せたことの方が危ない」

　益二郎が眉まゆ根ねを寄せる。

「チッ。あの異能が公おおやけになったら世界がメリーに注目するぞ。中にはよからぬ奴もいる」

「そうでなくても、ただでさえ見み栄ばえがする容姿だからね。悪いお兄さんたちに何度拉ら致ちされそうになったことか」

「その度に英雄ヒーロー願望丸出しのバカ会あい津づが助け出そうとし、俺が付き合わされる。もうやってらんねぇくたばっちまえばいいのに」

「ねぇジロー、くたばっちまえは悪いお兄さんたちに向けてだよね？　まさか、囚とらわれのお姫ひめ様さまを救い出す勇者系会津男子に向けての暴言じゃないよね？」

　益二郎の笑みから悪意を読み取ったヒデオは額に青筋を立てる。

「っていうかジローはどうなのさ！　船を停止させられたの？」

「船底は既すでに病魔の巣そう窟くつ。コントロール室へ続く通路も敵だらけ。一見して突破できないように見えたが……」

　益二郎は肩を竦すくめて、こう続ける。

「案の定できなかった」

「期待させるような前置きしないでよコンチクショウ！」

「テメェこそ人のこと言える立場か。今いま頃ごろ乗員と合流しているはずじゃねぇのか」

　会津と長ちよう州しゆうの意地とプライドを詰つめた視線がぶつかり合う。

「乗員なら……このホールの奥にいる。乗員が仲間のためにメモを残していたのを、私が発見した」

　アルベルティーナの声がした。彼かの女じよは立ち上がり、歩き出そうとする。

「待ってくださイ。まだ治ち癒ゆは終わっていませン」

　メリーが慌てて制止する。メリーの異能は血を消費するものであり、負担がかかる。

　今は普ふ通つうの声に聞こえるが、付き合いの長いヒデオには彼女の声からやや元気さが失われていることが分かった。

「私が奴の相手をする」

　アルベルティーナは死の淵ふちに立たされていたとは思えないほど気き丈じように振舞う。

「……助けられたままでは気が済まない。私が奴を引き付けている間に、隙を突きホールを突破し乗員たちを助けて欲ほしい。攻こう撃げき力りよくに乏とぼしくとも、Ｓランクの意地がある」

　アルベルティーナは己の能力の限界を見定め、しかし戦うことを諦あきらめていない。

　そろりそろりと隙を窺うかがい続けるデス・ロンドを警戒しながらも案を伝えてくれる。

「脱だつ出しゆつ手段を失った私では乗員を先導することもできない。ならば私の役目はせめて奴の足止めをすることだ。この事件の背景に何があるのかは知らないが、命を助けてもらった借りは返す。私が戦っているあいだに乗員を救出して脱出してくれ」

「……何を言ってやがるんだ？」

　益二郎がアルベルティーナに一いち瞥べつをくれ、鼻で笑い飛ばした。

「無駄死にするくらいだったら救助活動を手伝え。船が止められねぇ以上、乗員たちを船の推進力に巻き込まれない距離まで引き離して海面に逃がす必要がある。テメェの異能の万ばん能のう性せいなら可能だろ？　余計なことを考えずに今は治ち療りように集中しろ」

「むっ、無駄死にだと!?」

　無駄死に。

　彼女がＳランクになってからも陰口を叩たたく者はいただろうが、ここまで堂々と冷淡な言葉を浴びせてくる者はいなかったのだろう。

　アルベルティーナは一いつ瞬しゆんだけ激した顔になるが、すぐに冷静に考え出す。

「……や、やろうと思えばできる。しかし目の前の敵を何とかしないことには……」

　カチッ。

　リロードを完かん了りようさせた音がした。益二郎が低く宣言する。

「俺が出る。異存ねぇな？」

「ああ」

　ヒデオは即決した。益二郎が何を考えているのか把は握あくしたのだ。

「ジローが時間を稼いで、その間に僕が力を溜ためる。そうでしょ？」

「……その力、テメェの寿じゆ命みようを縮めることになるが」

　益二郎の声にいつもと違う感情が交じっていることに気づき、ヒデオは苦くし笑ようする。

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「……俺との約束を果たす前に寿命で死なれちゃ困るってだけの話だ。他意はねぇ」

　一歩前へと歩み、デス・ロンドの前へと向かう益二郎。

　その背中を目線で追いかけ、ヒデオは一旦彼に場を任せる。

「待たせたな。長州は鋳す銭ぜん司じ村むら出身、大おお村むら益二郎だ」

　益二郎が名めい刺し代わりに銃じゆう口こうを突つき出だし、引き金を引く。

　戦いくさを告げる鏑かぶら矢や代わりの銃じゆう弾だんが宙を引き裂いて、益二郎とデス・ロンドが衝しよう突とつする。




「始まったね」

　目の前で銃弾と斬撃が乱舞するのを見たヒデオは静かに言った。

「彼は大丈夫なのか……？」

　アルベルティーナが不安げに戦せん況きようを見つめる。多少なりともヒデオに気を許してくれたのか、疑問を素す直なおに口にしている。

　彼女も、秘ひ匿とくの異能を晒してまで治療してくれようとするメリーの気持ちを流石さすがに無下にはできないようだ。益二郎に諌いさめられた後は治療をしっかり受け入れている。

　その益二郎は鎌の攻こう撃げき範はん囲いに入らないように気を配り、銃撃と回避を繰り返す。

　無視するには衝撃が大きい銃撃はしっかり病魔を引き付けている。益二郎はただ頭部を撃うつのではなく、関節の部位など脆もろそうなところも狙うので、銃撃の効果が増している。

「ジローは合理的な判断ができるやつだよ。コントロール室へ行くことを強行しなかったのも、敵の戦力と己の火力を判断して最適解を選び出したんだ」

「だが、あの火力では倒せない。銃弾も無限ではないはずだ」

「ある程度時間を稼いでくれればいいんだ。僕が更なる炎ほのおを生み出すまでの時間を」

　言いながらヒデオは左手に力を込める。

　黄色、赤。その上の炎を呼び出すために。

　それは一ひと筋すじ縄なわではいかず、時間がかかる。

　だから益二郎が病魔を引き付ける盾たて役やくを買って出てくれたのだ。

　その益二郎が装そう弾だん全てを放ち切り、リロードする。

　回避しながらのリロードとなるとデス・ロンドの攻撃の好機。鎌が宙を薙なぎ、益二郎は一定の間合いを空けるのに苦戦している。

「銃だけじゃ心もとない。どうして異能を使わない……？」

　アルベルティーナが呟つぶやいて、ヒデオは力を溜めながらも答える。

「ジローは異能を持たない普通の人間だ」

「っ!?」

　信じられない、と言わんばかりの表情があった。

「そんな！　異能を持たない人間があのレベルの病魔と戦うだなんて、それこそ自殺行こう為いでしかないはずだ！」

　その通り。常識的にはアルベルティーナの言は正しい。

　メディックの上位ランク者は全て異能持ちで占められている。

　そのためメディックとは異能を持った人間がなるものというイメージが浸しん透とうし、ランク制度も異能を持たない人間には低ランクがつけられるようになっていった。

「ジローはその常識と戦っているんだ。異能を持つメディックが戦場で幅はばを利きかせるようになって、異能を持たないメディックはランクが低く定められるようになり、多くの戦場からパージされた。誰かを守るためメディックとなったのに、異能が無いからという理由で戦えない人々が大勢出た」

　異能とは生まれながらに与えられた才能。

　生まれた時点で持つ者と持たざる者が決まる不平等な資質。

　誰かを守りたいという気持ちは平等のはず。

　それなのに世界は選別する。人の命を救いたければ、異能という資格が必要だと。

　常識、世の中の流れ。言葉で片付けて諦めることならできるだろう。

　だが諦めの悪い男がいた。

　生まれついての才能が無くても、ヒデオのように特別な体を持っていなくても、人には誰かを救う意志と資格があるのだと世の中に示そうとする男がいた。

「ジローは僕とＨＯＵＮＤＤＯＣを立ち上げた。僕はランクを上げて再び世界に立つために。そしてジローは異能を持たぬ自分が活かつ躍やくすることで、ただの人間もメディックとして戦えることを証明するために戦い抜ぬくことを約束した。この約束が果たされるまで、僕もジローも死なないよ」

　ヒデオが見つめる先でまた銃声が轟く。

　命いのち懸がけの戦場に身を投じし凡ぼん人じん。おおよそ才能という宝物に恵めぐまれず生を受けたどこにでもいる男のはずなのに、それがＳクラスの病魔と渡り合う。

　その肩に咲く花紋は桜。

　生命力は強くなく、一度幹に傷が付けばそこからダメになっていく弱い花。

　けれどもその花が咲き誇ほこるとき、人は脆い花の中に筆舌に尽くしがたい「精神」を感じることになる。

　獣も足を踏み入れない野山の奥で、あるいは魍もう魎りようの類たぐいもいないような廃はい村そんで、誰に仰あおぎ見られることもないと知ってもなお咲くことに妥だ協きようをしない花。いずれ散ると分かっていてなお咲き誇らんとする花。

　そんな花を背負った男に放たれる無数の斬撃は宙を奔はしる線となり、益二郎はそれを潜くぐり抜けていく。

「……どうしてそこまであの男を信しん頼らいできるんだ？」

　益二郎の戦いを見守りながら、アルベルティーナがふと問いかける。

「っていうと？」

　左手にはまだ力が溜まりきっていない。できる限りの力を注ぎ込みながらも、余っている意識をアルベルティーナの言葉へと向ける。

「アフリカ大戦を経験したなら分かるはずだ。どんなに高名なメディックも、強力な異能を持ったメディックも、いざ戦いとなればあっけなく倒されてしまった場面はいくらでもあった。戦場に安全は無い。それを知っていてなお、どうして異能を持たない男の戦いをまっすぐ見つめていられるのか知りたい」

「答えは単純だよ」

　ヒデオの目は真剣に益二郎の動きを追いかけ続ける。その瞳ひとみに、獲物を狙う狩人かりゆうどのような光を宿し、アルベルティーナが小さく息を呑のんだのが聞こえた。

「僕ぼくがジローの強さを知ってるからさ。二年前、エクアドルで陸軍第二師団リベルタによる反政府勢力殲滅作戦ホワイトクリーナーに巻き込まれたジローは、作戦の指揮を執とったエクアドルの大たい佐さと死し闘とうを繰くり広ひろげて生き残った。よりにもよって『悪魔』と恐れられた最強最悪のメディック相手にね」

「二年前のエクアドルでだと……？　徹底された情報管理の中で、不殺の悪魔と呼ばれた男がいたと噂に聞いていたが、まさか……」

　何かに感づいたらしいアルベルティーナ。ヒデオは彼女の考えていることに首しゆ肯こうして、答え合わせをする。

「あの殲せん滅めつ戦せんの指揮を執ったのは僕だよ。僕が戦いにおいてジローを信頼しているのは、僕が今までに唯ゆい一いつ潰せなかった相手だからさ」

　僅わずかに目を瞑れば、瞼まぶたの裏にかつての彼の姿が浮かび上がる。

　かつて悪魔と呼ばれた最強のメディック、野口英雄相手に満身創痍になりながらも絶対に屈くつしなかった凡人。彼が血と共に漏もらした執しゆう念ねんの言葉は、今も思い出せる。

　再び目を開ける。眼前では益二郎が敵の眉み間けんへ弾丸を浴びせている。

　距きよ離りをとっての攻こう撃げきを仕掛ける益二郎に相手の鎌は当たらない。距離を詰めれば益二郎は回避に専念して、敵に隙すきができるのを探す。

　地味。作業のような戦せん闘とう。

　ヒデオは益二郎の強さが見栄えのしないこの作業を積み重ねた結果だと知っている。

　益二郎はデス・ロンドを足止めするだけにとどまるだろう。火力に欠ける拳けん銃じゆうが得物の彼の限界だ。

　だが、益二郎の功績は多大なものだ。それは誰にも覆くつがえせない事実。

　左手の力はまだ溜まらない。

　けれどヒデオは不思議と落ち着いていた。

　きっと、時間を稼いでくれているのが大村益二郎その人であったからだ。

「……強い」

　アルベルティーナも益二郎の強さを認め、口から感かん嘆たんの言葉を漏らす。

「木綿のように強く、絹きぬのように滑らかで、朧おぼろのように捉えづらく、凍りつくように冷静。銃一つでここまでの立ち回りができるようになるまで、どれほど訓練を……」

　その挙動を吸い込まれるように見つめるアルベルティーナを見て、ヒデオはふと笑う。

　彼女の強さと益二郎の強さは全く異質なものだ。

　益二郎には才能というものが無い。全てが平凡な、凡夫とも言うべき男だった。

　自分は凡夫である――益二郎の強さとは、これを受け入れたところにある。

　凡夫、という現実が絶え間ない努力をするための発破となった。

　このメンタリティだけは、天才が絶対に持ち得ることができないもの。

　ヒデオは強く、胸が張り裂けそうなほど強く思う。

　今この瞬間にも船の中の事象を記録している「アルテミス計画」推進派の馬ば鹿かどもに、生で彼の姿を見せつけてやりたい。

　メディックより病魔の力を信しん奉ぽうする阿あ呆ほうたちに、彼の強さを思い知らせてやりたい。

　人間とは、己のスペックと限界を知ってなお、それを乗り越こえて強くなれる。

　どんな優ゆう秀しゆうな機械も性能以上のパフォーマンスはできないが、人間だけは性能以上のパフォーマンスを成し遂げんとする。眼前でそれが証明されている。

　これが大村益二郎。これが長州。

　会津が命懸けで戦ってきた相手。




　ォォォォオオオオオオオオオオオン！




　突とつ然ぜん病魔が吼え、六本の鎌を振ふり上げると、益二郎に向けて全部振り落とした。

　バックステップで死の鎌を回避する益二郎。その足下に亀き裂れつが入ったとき、益二郎の口から舌打ちが漏れる。

　亀裂は一瞬で彼かれの足を呑み込む大きさにまで成長し、足をとられた益二郎は動きを封ふうじられた。

「あっ!?」

　逃にげ足を封じられた益二郎に鋭えい利りな鎌が迫り、その光景を見たメリーが詰まった悲鳴を上げる。回避ができるか極きわめて危ういタイミングだ。

　鎌が従えた風切りの音は、血を吸える喜びに満ちあふれた歓かん声せいのようでもある。

（左手に力が集まるまでもう少しなのに――ッ！）

　寝起きの悪い自分の異能をこの時ばかりは呪のろう。

　その間にも、鎌は無情に距離を縮めていた。




「――『華か神しん』ッ!!」




　銃声。ほぼ時を同じくして、臓ぞう腑ふにめり込むような炸さく裂れつ音おんが轟く。

　今までの銃撃とは桁けたが違ちがった。

　音が鈍く、重い。明らかに威い力りよくが違っている。

　いや。まず、この途と方ほうも無く重い一いち撃げきを「銃撃」と表現するのが適切か。

　より表現として相応ふさわしいのは「砲ほう撃げき」だろう。三十六口径から放たれた蜂はちほどのサイズの破は壊かい者しやが、ヒデオの『赤』すら耐えきったデス・ロンドの顔面に無数の亀裂を生んでいた。

　デス・ロンドが悲痛な声を上げる。

　致ち命めい傷しようには至っていない。やがて亀裂も回復するだろう。

　それが分かっているのに叫ばずにはいられない。今の一撃には、それだけの威力が宿っていたのだ。

「どうだ、デカブツ」

　息を切らしつつ、益二郎が銃を持つ手をダラリと下げる。

「対大型病魔破は砕さい式しきホローポイント・グロブリン弾だん頭とう弾だん『華神』の味はよ？　たった一発切りの、俺の奥の手だ」

　辛からくも死の刃やいばを逃れた益二郎。これには流石にヒデオも肝きもを冷やした。

（ジローの奴やつ、無む茶ちや苦く茶ちやだ……）

　口の中が急速に干上がっていくのを感じる。

　益二郎が放った破砕式ホローポイント弾は、非常に殺傷能力に優すぐれた弾丸である。弾頭に対魔グロブリンを使用することで、敵へのダメージを上乗せする仕様だ。

　三十六口径という普通の拳銃で象をも即死させることができる弾丸界の鬼おにっ子こは、使用するに当たりとてつもない問題点も抱えている。

　殺傷能力を上げることのみを追求して造られた非正規の弾だん薬やくなので、暴発するリスクが極めて高いのだ。

　そして暴発すれば、象を即死させる弾丸は使用者の頭蓋を食い破る。待ち受けるのは、確実なる死。

　五百人が撃てば暴発で一人が死ぬこの弾丸は現在出回っていない。

　当然だ。あまりにリスクが高すぎた。むしろ一時的とはいえ出回ってしまったことの方がおかしいのだ。

　しかし、裏のルートでは未いまだに購こう入にゆうする者がいるとか。

　弾丸の危険性は周知の事実。大半はコレクション目的で購入するはず。

　益二郎のように使用目的で所持する者は少ないだろう。そんな命知らずは、大たい抵てい長生きできないのが世の常なのだから。

（しかもあれは明らかにジローが改造を加えている。威力は上がったかもしれないけど、暴発のリスクが更さらに上がっているはず……）

　生き急いでいると言ってもいいかもしれない。

　少なくとも、まともな精神の人間が持つべき銃弾ではないのだ。

（僕の異能がもう少し即効性を持ったものだったら、ジローは無む駄だなリスクを負わずに済んだのに……）

　そんなことを考えてしまうと、益二郎がふとヒデオへと振り向むいた。

　相手を見み透すかすような冷たい目が、この時ばかりは目じりを下げる。

「何て顔をしてやがる。別にテメェに助けてもらえなかったから『華神』を放ったわけじゃねぇ。戦いがどうなろうが、俺は最初から奴に一撃『華神』を見み舞まう気でいた」

　そう言うと、益二郎がデス・ロンドへ向き直る。

「おい病魔。テメェはこれからどうしようもねぇ絶望を目まの当たりにすることになる。その絶望を前にしたテメェは俺のことを忘れちまうかもしれねぇ。だが、そんなことはさせてたまるか」

　攻防の応おう酬しゆうで益二郎の体にも疲労が現れている。

　それでも体からは放たれていた。視覚化も数値化もできない、ただそこにあることは感じられる、男としての「凄すごみ」が。

「いいか、俺は……一般人おれたちは異能持ちを飾かざりたてるための存在じゃねぇ。テメェの頭蓋の傷と痛みは凡人が与あたえたもの。異能を恐れるよりもまず、ただの人間を恐れてもらうぜ。そのための『華神』だ。凡人たちの一撃を記き憶おくに刻んでから、消え去りな」

　そう告げた益二郎は銃を収め、もう自分の役目は済んだとばかりにデス・ロンドに背を向ける。

　無防備な背中はデス・ロンドにとって格好の標的だった。

　頭蓋の修復を待たずデス・ロンドは鎌かまを振り上げ益二郎の背中に襲おそい掛かかる。

　それでも益二郎は振り返らない。

　彼の目線は真まっ直すぐヒデオを見ていて、ヒデオも全てを了りよう承しようしていた。




「――消えろ」




　ヒデオの唇くちびるが動いたのと、左手が一瞬で敵へと突き出されたこと。そして、益二郎の血を啜すすろうとしていた鎌が一瞬にして消失するのは同時だった。

　何が起きたのかを理解できている者は少ない。

　鎌を消された当のデス・ロンドも、さっきまで鎌が存在していた場所をぼんやりと見つめている。

　正確に事実を表すと、消されていたのは鎌だけではなかった。鎌を握にぎっていたデス・ロンドの手首から先までがきれいさっぱり奪うばわれていた。

　今しがたまで手と繋つながっていたはずの断面部は、デス・ロンドにこれ以上の情報を与えてくれなかった。切り落とされたのか、あるいは別の何かが起こったのか。それすらも定かでない。

　が、デス・ロンドがヒデオを見たとき、眼球の無い目に何か「恐きよう怖ふ」のような感情が宿ったように見える。

　ヒデオの左手に宿りしもの。それは――漆しつ黒こく。

　その場にあるもの全てを塗り潰して消し去ってしまう、漆黒の業ごう火かが燃えている。

「やっと呼び出せたか。遅いぞ、英雄ヒーロー」

　歩いてヒデオたちの元に到とう着ちやくした益二郎が呟き、ヒデオは笑ってみせる。

「遅おくれてくるのが英雄ヒーローでしょ？」

　言葉には余よ裕ゆう風かぜ。Ｓクラスの病魔が相手なのに、傍はたから見れば不気味なほどの笑え顔がお。

　デス・ロンドの視線は己の前に屹きつ立りつした野口英雄へと縫ぬい付つけられていて、目を逸らせないでいる。

　今のヒデオを前にして、瞬まばたき一つの隙でも許そうものならたちどころに抹まつ消しようされてしまうだろう。

　ヒデオから漏れ出る殺気は、それほどまでに重厚に満ちている。

「さて、最強のメディックの登板で仕切り直しだ。もう長打警けい戒かいとかケチな考え方はしない。打者イルは全員死球で仕留める。監督キミもろとも選手生命を終わらせてあげる」

　自分を指差したヒデオの口から出たのは「最強」という言葉。

　それが驕おごりでないことは、この場にいる者たちなら肌はだで感じているだろう。

　ヒデオが持つ異能《黄熱病トリアージ》。その究極の形態である漆黒の炎。

　使用者の寿命すら縮めてしまう地じ獄ごくの業火は触れる全すべてを焼失させる。先ほど益二郎へ放たれた鎌が手ごと消え去ったのも、この炎を放ったからだ。

　溶よう岩がんを湛たたえた火口のような、絶対に生者が足を踏み入れてはならぬ力場がヒデオを中心に形成されていく。近づく者は味方ですら焼き尽くす、禍まが々まがしい気き迫はくがあった。

　使用者本人にも牙きばを剝むく危険な力のため、ヒデオは固くこの炎を封じてきた。

　この炎が寿命の制限無く発動できていたならば、ヒデオのランクはＡランクにとどまっていなかっただろう。

　漆黒の炎を発動している間はＳランクのメディックですら平へい伏ふくするしかない。

　今、デス・ロンドの力を認め、枷かせは外された。

　ヒデオはデス・ロンドを視界の中心に捉とらえて言う。




「武装を解除して降伏しろとは言わない。抵てい抗こうするなとも言わない。僕が君に求めるのはただ一つだけ――希望を、捨てろ」




　一いつ拍ぱくおいて、ヒデオは戦闘を開始した。

　否いや。それは戦闘と呼ぶにはあまりにも一方的なものだった。

　離はなれた位置からデス・ロンドに向けて拳こぶしを突き出せば、そこから漆黒の火か炎えん弾だんが敵へ向けて放たれる。

　巨体で回かい避ひするには速過ぎる攻撃はデス・ロンドに防ぼう御ぎよという選せん択たくをさせた。

　それはデス・ロンドの犯おかした過あやまち。

　直接打撃と比べて威力が落ちる火炎弾だが、漆黒の業火は威力を下方修正されてなお、防御に使われた五本の鎌をこの世から抹消するに十分な威力を有していた。

　接せつ触しよく。そして焼失。

　火炎放射によって鎌と手を全て失ったデス・ロンドは地に転がる。

　病魔特有の再生能力が発現することは無かった。

　ヒデオの漆黒の業火が病魔の傷口の細さい胞ぼうを根から冒おかしている。治癒という温ぬるい概がい念ねんなぞ黒炎の前では路石にも値しない無価値さだ。

　デス・ロンドは己おのれの手で立ち上がれない。もう、手は生えてこないのだから。

「恐おそろしい異能でしょ？」

　地べたに這はいつくばるデス・ロンドに近づき、睥へい睨げいするヒデオ。

　漆黒の業火を従える姿は、医者というよりも悪魔に近い。

「この異能を発動させるまで僕らを追い込んだ君に敬意を表し、改めて紹しよう介かいしてあげる。僕の異能は《黄熱病トリアージ》。人間の勝利への渇かつ望ぼうが生み出した、対魔人造異能だ」

「人造……異能!?」

　驚きよう愕がくの声が上がった。アルベルティーナのものだった。

　この瞬しゆん間かんは、ヒデオにとっても大きな転てん換かん点てんだった。

　アルベルティーナを助けるため、秘匿としていたメリーの異能を解禁した。

　同時に初めて出会った。ヒデオの『赤』が通じない敵と。

　この戦いで悟った。今までとは違った戦い方が求められているのだ。

　自分だけでは戦えない。仲間と共に乗り越えていくべき戦場が待っている。

　だからヒデオは皆みんなにも真実を打ち上げる。

　デス・ロンドとの戦いの先を見み据すえ、共に歩んでいくために。

「病魔の中でも人類に特に打撃を与えてきたタイプがいる。火炎を操あやつり強力な攻撃力を誇る轟熱属フラビだ。この強力な病魔への対たい抗こう策さくを練るために研究が進められていくうちに、この力を人間に移植できないかという狂きよう気きの計画が持ち上がった」

　それは病魔の体組織を人間用に変化させた上で、胎たい児じに移植するというもの。

　これを考え出した奴は頭がおかしいとヒデオは断言できる。それくらいに危ない発想の手術なのだ。

「それが医学界にとって良いことなのかはさておき、計画は実現した。数多くの失敗作の中、たった一つの成功例となった胎児だけがこの世に生を受けた」

　それが誰だれかは言わなくていい。

　言葉が無くても、仲間は皆みな察してくれている。

「轟熱属フラビ黄熱生体兵器バトリアージ『イクテロイデス』……僕の異能の正式名めい称しようさ。長いし仰ぎよう々ぎようしいから《黄熱病トリアージ》って略してるけどね」

　そして、とヒデオは左手に力を込める。燃え盛り渦うず巻まく漆黒の炎に志向性が宿った。

　意志を吹き込まれたかのように炎は形を変え、ヒデオの左手に集つどうと一つの造形物を成した。

　炎で構成され、ヒデオの左手に装着されたそれは――漆黒の巨きよ大だいな手てつ甲こう。

　禍々しい死がデザインされた極めて戦せん闘とう的てきな形の鉤かぎ爪づめが、鋭い殺意を敵へと向けている。

　火傷やけどにより麻ま痺ひの残る左手で、相手の生さい殺さつ与よ奪だつを手中に収めるヒデオ。

　ヒデオが左手をゆっくりと構え、デス・ロンドが叫さけびを上げる。

　それは命いの乞ちごいのようにも聞こえて、次に待っている残ざん酷こくな一撃からデス・ロンドが自力で逃れようがないことを証明していた。




「絶望招来の荼毘ステージ・ラスト――黒閻魔ブラツクローズ　！」




　雄お叫たけびと共に放たれた一撃が倒れ伏す敵の頭ず蓋がいに命中し、全てを蹂じゆう躙りんする。

　狂気の計画により誕生した人間兵器の燃える拳が、

　世界への夢を取とり戻もどすと決意した男の必殺奥義が、

　デス・ロンドへと炸裂し、漆黒の業火は破壊と焼しよう却きやくの限りを尽くす。

　どんな敵が相手でも「抗あらがい、生きる」という意思を込めた攻撃。絶対に死んでなるものかという覚かく悟ごを込めた一撃は、敵の存在を許さぬ「絶望」。

　全てを凄せい惨さんに食い尽くせし漆黒が収束した時、そこには何も残されていなかった。




　　　◆




　デス・ロンドはもういない。

　窓ガラスが壊されたホールは海風の音がざわめいていた。

「Ｓクラス病魔を一撃で……？」

　悪い冗じよう談だんだと言いたげな口調でアルベルティーナが呟いた。

「まぁね。それよりメリーは大丈夫？」

　アルベルティーナの治療は終えられており、ヒデオはメリーの体調が気がかりで仕方がなかった。異能《鮮血の献身ブラツデイメリー》は血液を犠ぎ牲せいにする。案の定メリーの顔色は少し悪くなっている。

「だ、大丈夫でス。ヒディの犠牲に比べたらなんでもありませン」

「……私を助けるために、すまない」

　強がって立ち上がろうとするメリーにアルベルティーナが肩かたを貸す。

「おい。俺おれたちのミッションは終しゆう了りようしてねぇ。まずは乗員を助けて……」

　益二郎が冷静に状じよう況きようを判断した時、破られた入口からデスブラックたちがホールへと入り込んできた。

「っ！　船底から上がってきたね！」

　ヒデオが漆黒の炎で迎え討つ。病魔たちは一瞬で消し飛ばされたが、下の階層から次々と上がってくる。

「キリがねぇな」

　銃じゆう撃げきを放った益二郎の眉間に皺しわがよる。そろそろ彼の弾薬も尽きてくるころだ。

「ジロー、みんなと一いつ緒しよに乗員を救助して海へ脱出してくれ！」

　ヒデオは声を張り上げて指示を飛ばす。

「救助は私が手伝う！　私の異能なら植物のグライダーを作れる！　滑かつ空くうすれば船からの距離を稼げるし着水の衝しよう撃げきを減らせる。植物の筏いかだを作れば回収もしやすくなる！」

　アルベルティーナが大声で手助けを申し出てくれて、ジローも承知する。

「救助はこちらに任せろ！　だがテメェはどうする！」

　ヒデオの右肩はデス・ロンドの攻撃の影えい響きようが強く上手に動かせない。

　自分の残りの体力を計算して、自分がどう動くべきかを考える。

　結論はすぐに出た。

「僕なら大丈夫！　みんなが脱出できるまで時間稼ぎをして、脱出したのを確かく認にんしたら、この病魔まみれの船が横よこ浜はまにたどり着くのを阻そ止しするよ！」

「……何か嫌いやな予感がするんだが、この場はテメェに預けるぞ！」

　益二郎たちがホールの奥の部屋へと駆けていく。

　ヒデオはその場に踏ふみとどまり、残りの病魔たちを相手取る。

「まとめてかかってこい！　みんなが脱出するまで一体も通さない！」

　黒い炎を纏まとったヒデオが吼え、敵が焼失させられていく。

　そのままどのくらい戦っただろうか。

　背後から連続した五発の銃声が聞こえてくる。

　ダッ・シュ・ツ・ス・ルの合図だ。断じてア・イ・シ・テ・ルではない。

　益二郎たちが乗員を避ひ難なんさせ終えて、自分たちも船を離れると伝えてきたのだ。

「思ったよりも早かったね」

　ヒデオはつい独り言を漏らす。

　戦場で鍛きたえた益二郎の指示の的確さと、アルベルティーナの万能な異能が上う手まく組み合わさり、予想以上の効果を生み出している。

「僕も頑張らない……とっ!!」

　黒い炎を宿した左手をホールの床ゆかに叩きつける。

　床が更に破壊され、ヒデオは何体かの病魔を巻まき添ぞえに、下の階層へと落下する。

「もう一丁!!」

　階層ごとに床を破壊して下へ進む。

　落下しながらヒデオは船の案内板を思い出していた。

「絶望招来の荼毘ステージ・ラスト――黒閻魔ブラツクローズ　！」

　床ばかりではなく壁かべも破壊する。案内板の記憶を頼たよりに破壊と焼却を繰り返かえし、下へ横へと移動する。

　目指す先はクイーン・ステイツ号の中心部にある遊技場。

　船の備品を破壊した時は賠ばい償しようを気にしていたヒデオだが、今やその名残は片へん鱗りんも無い。

　階段や通路という概念を知らぬかのように、ただ目的地までの最短ルートを歩む破壊神の姿がそこにはある。

「到着！」

　ヒデオが壁を破壊して飛び込んだ先には、ビリヤード台やらカジノの設備やらがずらりと並んだ遊技場が広がっていた。

　ここにもデスブラックたちは侵しん入にゆうしており、到着と同時に多数の視線を感じる。

「何でこんなところに君たち入り浸ってるのさ。賭け事好きなの？　僕も好きだよ」

　余裕を見せつけて遊技場の中心まで歩き出す。

　デスブラック達たちは滑るように移動しヒデオの逃げ場ばを塞ぐ。数の多さにため息が出る。

「あるいはここに勝利の女神様がいて、自分たちに味方してくれると思ったの？　勝利の女神様が君たちに微笑ほほえんでくれるかな？　僕の方がいい男でしょ」

　それに、とヒデオが続けようとしたところで、デスブラックが攻撃を仕し掛かけてくる。

　次の瞬間に焼却され、ヒデオの歩みはおろか言葉も妨さまたげることなどできない。

「……それに、仮に君たちに勝利の女神様が味方したとして一体どうなる？　神様が相手ならばこの野口英雄が負けるとでも思った？」

　言葉には、逆らうのであれば女神ですら焼き捨てるという信念がある。

　この不ふ遜そんな発言は無神論者の口から出たものではない。

　野口英雄は神仏の類たぐいが存在することを否定しない。

　そして、左手の黒き炎はそれすらも焼き尽くせると確信しているのだ。

「……ここでいい」

　ヒデオの歩む足が止められた。

　船の中心部である遊技場、その中心にヒデオは立っている。

　黒い炎は寿命を消費する。もう時間はかけたくなかった。

　敵はまだ船内に屯たむろしている。下層にはもっと潜ひそんでいるだろう。

　いちいち探し出していてはキリがない。ならばこの場における最適解は何か。




「全部、焼殺おわらせてやる」




　焼却処分。ヒデオが選んだ道だった。

　それも、この船までも巻き込んでこの世から焼失させるというから横暴だ。

　この事件は人じん為い的てきに引き起こされた――おそらくはアルテミス計画の実験場として用意されたもの。船内にはヒデオたちとの戦闘のデータを記録したものがあるはずというのがヒデオの推理である。

　そんなものをこの世に残しておくのは癪しやくに障さわる。

　さりとて探し当てる時間も無いのなら、デスブラックを乗せたこの船ごと消し飛ばしてしまった方がいい。

　大体、ヒデオはアフリカ大戦でも横紙破りをして処分されている。

　つまりヒデオに常識的解決法を期待する方が悪いのだ。

　決意を固めたら実行までは素す早ばやい。

　悪魔的な決断をしたヒデオに、病魔たちが本能的な危機を察して突とつ撃げきする。

　一刻も早く殺さないと大変なことになると気付いたのだろう。

　けれども全てが遅きに失した。

　ヒデオが死を仄ほのめかす発言をした時点で、処しよ刑けいの準備は整っているのだ。

　最も早はや執しつ行こうするだけ。




「絶対的な死を告げる絶望招来の荼毘ステージ・ラストの集大成、これが――『漆黒天照ライジングサン』だ！」




　ヒデオは左手に溜め込んでいた力を全て解き放った。

　周囲を黒い炎が渦巻き、ヒデオを包むように球形を成す。

　黒い炎の球が次し第だいに巨大化し始める。

　球に触れたデスブラックは焼失し、それを見たデスブラックたちが我先にと部屋から逃げ出していく。

　しかし逃げられない。

　どこに隠れようが、黒い炎ほのおは遮しや蔽へい物ぶつを一いつ瞬しゆんにして焼失させ、隠れた者を呑み込む。

　逃げようとしても船の中。陸とは違っていつまでも逃げられない。

　まるで太陽だった。

　隠れて悪事を働いてもお天道様は見ていると昔の人が言うように、どこに逃げ隠れしても必ず追い詰つめて焼き殺す。
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　そう。ヒデオが生み出したのは黒い太陽。

　逃げ場なんてない。その事実を死と共に伝える闇やみの太陽。

　黒い太陽の膨ぼう張ちようから逃げる獲え物ものは、早くこの太陽が沈しずんでほしいと願う。

　しかし無む慈じ悲ひ。生まれたばかりのこの太陽は実に大食いで、獲物を全て食い尽くすまで沈むことは無い。

　絶望の象しよう徴ちようたる漆黒の太陽は、クイーン・ステイツ号の船体全てを呑みこんだ。

　人々に死をもたらす病魔の群れが、アルテミス計画の実現という野望が、全て焼却されていく。何もかもを喰らい尽くした太陽は弾はじけ、ヒデオは宙に取り残される。







　遮さえぎるものがない無限の視界。大おお海うな原ばらと蒼そう穹きゆうの世界。

　視界に広がる水平線の彼方かなたを見て、ヒデオはその先にある国々に思いを馳はせる。

　病魔に苦しむ人々がいるだろう。

　人々を苦しめる病魔がいるだろう。

　その地に行きたい。生まれ持ったこの力で多くの人を救いたい。自分にはまだ為なせることがあるはずだ。

　会あい津づの魂たましいでもって行動し、海外での活動を封じられた。羽を捥もがれて地に落ちた。

　だが絶対に世界へと返り咲ざく。仲間たちと一緒に。

（ああ、そうとも――）

　ヒデオは心中で叫ぶ。世界中の病魔へ向けて、そして病魔に苦しむ人々へ向けて。

（――この世に病やみがある限り、僕は何度でも蘇よみがえる!!）

　世界への復活の誓ちかいを立てて、ヒデオは勢いよく海中へ落ちる。

　水面に激げき突とつする寸前、確かに救助ヘリのプロペラ音が聞こえていた。







第六章　ＷＥＬＣＯＭＥ――仲間







　二日後。

　ＨＯＵＮＤＤＯＣ事務所の応接室にはいつもの面子メンツが揃そろっていた。

　メリー、カナエ、益ます二じ郎ろう。そして前日は入院していたヒデオである。

　海に落ちたヒデオはヘリで救助されたが、デス・ロンドの戦いで負った怪け我がと疲ひ労ろうは無視できるものでなく、前日まで入院させられていたのだ。

　ちなみにヒデオが「入院は嫌だ」と言い張ると、益二郎が「まあまあそう言うな。俺が包帯を巻いてやるよ」と言いながら包帯で完全に拘こう束そくしてベッドに縛り付けた。

　首から下は強きよう烈れつに巻かれた包帯のせいで芋虫いもむしのようにされた。

　更に「包帯余ったから全部使おう」という益二郎による謎なぞの発案で、頭まで包帯を巻かれターバン状にされた。

　確かに入院を拒こばんだのは大人気なかったが、縛らなくても良かったのではないか。

　ぼやきながら本日ヒデオは事務所に顔を出し、応接室のソファに腰こしを下ろしている。

「お帰りなさいヒディ！」

「復帰おめでとうさ！」

　メリーとカナエが満面の笑えみで迎えてくれる。

「二人とも本当にありがとうね。メリーには危険な異能を使わせちゃったし、カナエにはヘリで救助してもらっちゃったけど」

「/////」

　ふと、ヒデオはカナエが真っ赤になっていることに気付く。

「どしたのカナエ？」

「い、いや。ヘリで海から助け上げた時、ヒデオが私の体を強く抱きしめてさ。ヒデオってあの時右肩がほとんど使えなかったからその分左肩で私を抱きしめて……その力強さを急に思い出しちゃったさ」

「僕ぼくも必死だったからね。でも何で赤面？」

「だって、抱きしめられて耳元で『もう放さない』なんて言われちゃうとさー」

「ヒディ」

　ズイ、とメリーが顔を近づけてくる。

「浮うわ気きでス」

「待ってよ！　その言葉は手放されたらまた熱湯の中に叩たたき落とされちゃうから出てきたものであって浮気じゃないでしょ！　いやそもそも僕メリーと結けつ婚こんしてないし！」

　あの時、ヒデオが生み出した漆黒の太陽は海水も熱していた。

　自業自得とはいえ、熱湯風ぶ呂ろに叩き落とされた身としてはたまらない。

　あの時は、囲い炉ろ裏りの中に放り込まれたような心ここ地ちだった。

「メリーも抱いてほしいでス」

「発言のニュアンスおかしいよね。ハグとは違うもの狙ねらってるよね」

「むゥ」

　瞳ひとみをうるうるとさせるメリーに、つい考え込んでしまう。

　メリーは自分の今後を危うくする異能を使うことになった。

　まさかアルベルティーナがメリーの異能を吹ふい聴ちようすることもないだろうし、船は焼き尽くしてやったが、アルテミス計画の研究者たちの監視下にあったことは事実。メリーの異能が連中に知られていないとも限らない。

　男の面めん目ぼくもあり、何か彼かの女じよの献けん身しんに報いたい。

　ヒデオはメリーに笑いかける。

「じゃあメリー、欲ほしいものはある？」

「既成事実」

「メリーに余計な日本語を教えているのは一体誰？」

　ヒデオは頭を抱える。

「それは却きやつ下か。他ほかに欲しいものは無い？」

「じゃあお給料の三か月分の指輪ヲ」

「ボーナスを出せるか検討してみるから自分で買って」

「むゥー」

　メリーが可愛かわいらしく頬ほっぺたを膨ふくらませるが、それに流されて指輪を買って渡せば最後結婚指輪だと言い張られて外そと堀ぼりを完全に埋うめられてしまう。

「じゃア……仮でもいいですかラ、ヒディと結婚式したいでス」

「それもできないなぁ」

　するとメリーは益二郎を見る。

「ジロウは色んな弾だん丸がんを持っていますガ、麻ま酔すい弾だんは持ってますカ？」

「毒どく弾だんと麻ま痺ひ弾だんとペイント弾なら幾いくつかあるぜ」

「メリーがえげつない強きよう硬こう策さくに！　ケッコンカッコカリがケッコンカッコ狩かリに!!」

「黙だまっていれば……私を抜ぬきにして勝手にヒデオを狩ろうなんて許せないさ！」

「更に太刀使いがゲットイン!?　何でカナエも参戦する気満々なのさ！　僕は狩る側であって狩られたりしないからね！」

　ひとしきりツッコミを入れてヒデオは息を吐はく。

「それにしても、死者がいなかったのは奇き跡せきだよね」

　思い返すも激戦続きだったクイーン・ステイツ号。

　乗り込んでいた乗員の全てが生存していたことは驚おどろきだった。

　尤もつとも、敵から逃げ惑まどう間に裂傷や骨折などを負い、無事と言える乗員は数えるほどしかいなかったが、全員が命を保ったまま横浜の病院で治ち療りようを受けている。

「全員救出で横浜も無事！　これにて一件落着ってことか……な……」

　その言葉に、応接室で怒いかりの感情が燃え上がった。

　背後に鬼を屹きつ立りつさせている人物がいる。益二郎だ。

「何が一件落着だってェ？　どこぞのバカが事前の承認も無く他た国こく籍せき船せんを跡形も無く消しよう滅めつさせたもんだから、ＨＯＵＮＤＤＯＣはテロリストの疑いすらかけられそうになったんだがなぁ……！」

「荒あらぶるオーラで近づけない！　怒りを鎮しずめたまえ！　御み霊たまを安らげたまえ！」

　考えてもみれば当然の話で、他国の船を焼却したのはやはりまずかった。

　最強の炎を使ったヒデオも自分の寿じゆ命みようを減らしていた状況であり、そもそもあの状況では連れん絡らくも取れない。

　それでも撃げき沈ちんのための正当な手続きを踏まなかった事実は変わらない。

　この怒り様からして、ヒデオが蒔まいた厄やつ介かい事ごとの火種の火消しをしてくれたのは益二郎なのだろう。

　ヒデオの入院中に四方八方に働きかけて、何とかテロリストの汚お名めいを払はらいのけたに違ちがいない。

　そんな彼かれの気苦労も知らず一件落着と言えば、怒るのも当然の話だった。

　案の定、益二郎の手にラトルスネークが躍おどっている。

「ガチで思い知らせてやるよ……破は天てん荒こうなワンマンリーダーに付き合わされる中間管理職の怒りってやつをよォ……」

「助けて！　ジローが銃じゆうに魔法の弾丸ペニシリンを装そう填てんしているの！」

　すわ処刑かというところで、事務所のベルが鳴らされた。

「お客様ですネ」

　メリーが応接室から出ていき、部屋の外で驚きの声を上げたのが聞こえた。

　そのままメリーが誰かを連れて応接室に戻ってくる。

　客人の顔を見たヒデオは「あ」と声を漏もらした。

　そこにいたのはアルベルティーナ・シュヴァイツァー。

　テレビで見せる気高い姿とは様子が異なり、胸の前で紙袋を抱きかかえてモジモジしている彼女は、普ふ段だんとは違う魅み力りよくがある。

「えーと……とりあえずお茶でもいかが？」

　彼女が来た理由が分からずキョトンとする一同。

　流石さすがに「何しに来た？」と聞くのも無ぶ粋すいだったので、一ひと先まずソファに座すわってもらいお茶を勧める。メリーが素早く急きゆう須すと茶ちや碗わんを持ってきてくれた。

「あ、あの、その……」

　普段の勝気さはどこへやら、アルベルティーナは小動物のようにＨＯＵＮＤＤＯＣのメンバーを見み渡わたすと、ヒデオに向かっておずおずと紙袋を渡す。

「お、お土産だ。私の好きな風ふう月げつ堂どうのゴーフル……」

「え？」

　手元に差し出された紙袋を見てヒデオは困こん惑わくする。

　それでもありがたく受け取れば、アルベルティーナは真っ赤な顔をして俯うつむく。

　少しだけ無言の時間を挟はさみ、彼女が口を開いた。

「……ありがとう」

　第一声はそれだった。

「キミたちと救助活動をして、私の中の何かが救われたんだ。ようやく受け入れられた。自分の弱さを」

　沈黙の帳とばりがまた下りた。

　ヒデオは無理に口を挟まず、彼女の口から言葉が紡つむがれるのを黙って待つ。

「分かってた。本当は、誰かに……いや、キミに認められたかっただけだ。どんなに謙けん虚きよになろうとしても、事実を認めようとしても、私は素す直なおになれなかった。私を偽いつわりの英雄ヒーローと嗤わらう周囲の声を拾い集め、キミを呪のろうことで自分を慰なぐさめようとするだけだった」

　彼女の心の防ぼう壁へきが一枚、また一枚と剥がれていく。

　やがて防壁は全て取り払はらわれ、まっさらとなった彼女は泣き笑いの表情だった。

「そんな私をキミは救ってくれた」

「人命救助はヒデオにとって当たり前のことさ」

　カナエが言うと、アルベルティーナは首を横に振ふる。

「命を助けてもらっただけじゃない。私に戦闘医師メデイツクの格好かつこ良よさを思い出させてくれたお礼。かつて私がメディックになろうと決意した時の真っ直ぐな心を取り戻させてくれた。どんな困難な状況下でも、必ず誰かを助け出す。それがメディックであり英雄ヒーロー……私が憧あこがれていたものだった」

　アルベルティーナが目に浮うかんだ涙なみだを指でさらう。

　涙が瞳を離れた時、彼女の顔に笑みが咲さいた。

「もう一度私は英雄ヒーローを目指せる。もう自分自身の不幸に酔ったりキミを憎んだりしない。本当にありがとう……英ヒデ雄オ」

　素直な言葉を受けて、ヒデオはどう返答していいのか分からずに黙する。

　なんだかむず痒がゆかった。

　笑い合うヒデオとアルベルティーナ。目には見えない糸が二人の間を結んだ気がした。

　アルベルティーナも同様に感じてくれていると思う。

　自うぬ惚ぼれではないはず。今、二人の間にはまぎれもない「絆きずな」が結ばれている。




「……浮気でス」




　いい感じでまとめ上げられたと思っていたら、耳元でメリーの低い声。

「妻たる私の目の前デ、他の女の子といい感じになるなんテ……」

「ねぇ結婚って両者の合意が必要だってメリーさん理解してる？　アルベルティーナさんもメリーに何か言ってやってよ」

　助けを求めるべくアルベルティーナを見れば、彼女は何な故ぜかまんざらでもないご様子。

「//////」

「うおぃ！　赤面してないで釈しやく明めいして！　今この事務所に恋こいの低気圧が！　このままだと天気は荒れ模様になっちゃう！」

「……アルル」

「は？」

　指をそわそわと、落ち着きなく回しながらアルベルティーナがモニョモニョ告げる。

「そんな他人行儀じゃなくて、アルルって呼んでほしいんだ……//////」

「ちょっと待って落ち着こう！　愛称呼びを許した瞬間、恋の低気圧が更さらに勢力を増したのを感じる！」

　メリーの笑顔は明らかに何か含みを持っているし、カナエにしても決して穏おだやかでない雰ふん囲い気きを放っている。このままでは修しゆ羅ら場ば一直線だ。

「ジロー！　戦場上がりの君ならば、この状況がどれだけヤバいか肌で分かるでしょ？」

「確かに恋の低気圧を感じる。現時点でおよそ九七〇マコトタスカラヌだな」

「何その不ふ穏おんな単位!?　ヘクトパスカルみたいなノリで言わないでくれる!?」

　ヒデオには元ネタが何か分かってしまったし、だからこそ修羅場が怖こわい。

「ああ、それにしてもテメェが焼却しちまったクイーン・ステイツは実に良い船ナイスだった。ああ、残念だ……。残念過ぎてとてもテメェを助ける気にはなれねぇ……」

「助けてよクソ野や郎ろう！　嗚呼ああ、事務所の雰囲気がＮＩＣＥＢＯＡＴへと近づいてるぅ！」

　退院した直後だというのに、また入院する危険性に悩なやまされるヒデオである。




「……この後はどうするんだ？」

　釈明と土下座を繰くり返して、惨劇を何とか回避（？）し終えた後のこと。ふと益二郎がアルベルティーナに問いかけた。

　確かにヒデオも気になるところだ。

　彼女はジョン・ハンター率いる欧おう州しゆう最大のＰＭＣ『グランドクロス』に所属する。

　このまま彼の下で働き続けるのだろうか。

「そのことだが」

　アルベルティーナはヒデオをじっと見つめて、形のいい唇くちびるから言葉を出した。




「私をＨＯＵＮＤＤＯＣの一員に……入れて欲しい」




　誰もが顔を見合わせる。

「「「え、ええええええええ!?」」」

　遅おくれて、益二郎を除く三人から驚きの声が上がる。

「ジョン社長には事情を話し、貰もらっていた契けい約やく金きんは全部返へん還かんしたんだ。今や私はどこにも属さぬ流る浪ろうの身。ここに入れてもらいたいが……だめ、か？」

　ヒデオたちの反応を受けて、アルベルティーナが気の毒なほど動どう揺ようする。

「……戦力的には大だい歓かん迎げいな話だよね」

　大歓迎であるが、どうにも信じ難がたい。

　アルベルティーナ・シュヴァイツァーは、世界最大級のＰＭＣに所属していたＳランクメディックなのである。地位も名めい誉よも約束されている身のはずだ。

　それが創立して一年程度の極小ＰＭＣに移籍するという。

　盆ぼんと正月が一緒に来たかのように嬉うれしい報告。

　けれど――

「メディックとしてただ雇やとってくれ、なんて虫のいいことは言わない」

　神しん妙みような顔でアルベルティーナが言葉を継つぐ。

「色々ＨＯＵＮＤＤＯＣには迷惑をかけた。罪つみ滅ほろぼしというにはおこがましいが、事務所の使用人メイドとしても貢こう献けんしたいと思う」

「いやその提案はおかしい」

　Ｓランクメディックをメイドにするとは才能の空費もいいところである。

「お茶ちや汲くみは勿もち論ろん、掃そう除じから買い物まで何でも任せてくれ。衣装はもう出来ている」

　アルベルティーナは自分の戦闘白衣ホワイトコートを掴つかむと一気に脱ぬぎ去った。

　その下から現れたのは下着……をヒデオは期待していたのだが、違う。

　白衣の下には、格調高いあつらえのメイド服が着こまれていた。

「おおっ!?　こ、これはこれでそそるものが……」

　思わず本音が出てしまいメリーの刺さすような視線に射ぬかれる。

「さ、さらに！」

　頬を紅潮させたアルベルティーナが何かを取り出すと頭に装着する。

　それは、俗ぞくにいうネコミミがついたカチューシャだった。

　戸と惑まどう一同を前に、顔を真っ赤にした彼女が猫ねこの手をする。

「こ、これでご奉ほう仕しする……にゃん！」

　恥はじらいながらも精せい一いつ杯ぱい言ってのけたアルベルティーナ。

「ちょ、何もそこまでしなくていいんじゃないのさ!?」

「そうでス！　そんな可愛さでご奉仕されたらヒディがそっちに靡なびいちゃいまス！」

　二人の女じよ性せい陣じんから声が上がるも、アルベルティーナとてこの格好で赴おもむくからには相当の覚悟をしてきたようで、退く気配はない。

「わ、私なりの誠意の表し方だ。それに……日本ではこのような姿が好まれると調べてきたし……キミだって、こんな姿が好きだろう？」

　女三人集まって、事務所の中は姦かしましい盛りだ。

「どうするんだ？」

　益二郎が肩を竦すくめて尋たずねてくる。

　ヒデオは迷い、アルベルティーナに話しかける。

「えっと、アルル……。僕と一緒に来るということは、君が今まで築いてきたものを崩ほう壊かいさせてしまうということになるんだ」

　ＷＨＦは快い反応を示さないだろう。

　これからはアルベルティーナにもＷＨＦからの厳しい風が吹き付けることになる。

　ここでアルベルティーナを加入させてしまうなら、今までアルベルティーナが抱えてきた苦く悩のうが無む駄だになるのではないか。

「壊れるのなら作り直す」

　アルベルティーナははっきりと言った。

「どんな運命をも踏み越える覚悟でキミに逢いに来た。もう迷わない」

　窓から一いち陣じんの風が吹き込んでくる。

　彼女の言葉と流れ風。それが、ヒデオの頭の中に巣くっていた靄もやを吹き飛ばす。

「……ッ、ククク」

　ヒデオは思わず苦く笑しようする。

「我ながら全く情けない考え方だよね。過去を変えることはできない。変えようとも思わない。人生で変えることができるのは自分と未来。大切なのは、現状を利用して、最善の未来を目指すこと……それが野ノ口グチ英雄だったはず」

　ヒデオは真まっ直すぐにアルベルティーナを見み据すえる。

「僕にとって最善は、絆を結んでくれたアルベルティーナ・シュヴァイツァーに傍そばにいてもらうこと。だから、アルル……」

　一いつ拍ぱくの呼吸。ヒデオは告げる。




「僕の……大切な仲間になって下さい」




　アルベルティーナは顔をほころばせた。

「じゃ、じゃあ私は……」

「もちろん歓迎するよ。ようこそＨＯＵＮＤＤＯＣへ！」

　その言葉に益二郎が微かすかに頷うなずき、メリーとカナエも笑みを浮かべる。

　今ここに、ＨＯＵＮＤＤＯＣに新たな仲間が加わったのだ。

　喜び合う面々の顔には笑み。あの益二郎すら少しだけ笑っている。

　結ばれた絆。その温かみが全員の心を満たしていた。







「……んでさ、ひとつ聞きたいんだけど」

　ややあって、ヒデオが口を開く。

「何でも聞いてくれ」

　アルベルティーナが笑みを残したまま快く応じてくれる。

　お言葉に甘あまえて、ヒデオは言った。
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「何でネコミミなの？　普ふ通つうイヌミミでしょ？」




　いたたまれなくなる沈黙の波が一同を襲おそった。

「どういう、ことだ？」

　そう返すアルベルティーナの顔には、まだ笑みの残ざん滓しがあった。

　ヒデオは真ま面じ目めな顔で問い直す。

「だから何で猫チョイスなんだろうってこと。犬の方が絶対に素敵なのに」

　この瞬しゆん間かん、小鳥が歌いだしそうなほど和やかだった雰囲気は終わりを告げる。

「……猫の方が可愛い」

　アルベルティーナの顔が能面のように表情を消す。

「猫の可愛さは否定してないよ。けれど忠誠心、共にいる安らぎ、利発さ……総合的に評価すれば犬の方に軍配が上がるっていうのは自明の理だよね」

「私はキミを買いかぶりすぎていたか？　我わが儘ままに見える態度の中に愛情が、物静かな態度の中に慕ぼ情じようが見え隠れする猫の魅力は海よりも深く山よりも高い。喜べばすぐに尻尾しつぽを振る犬には無い猫の味わいが分からないほど、キミは愚ぐ昧まいではないはずだが？」

「僕は大いに愚昧だよ。僕が本当に賢かしこければ、他者の為ために絶対の愛情と忠誠を持てる犬に生まれていただろうからね」

「この期に及およんでまだ猫の偉い大だいさを受け入れられないとは惨みじめだな。音楽と猫こそ、人生の惨めさから抜け出すたった二つの方法だというのに」

「いいことを聞かせてもらったね。今度三しや味み線せんを習うことにするよ……猫皮の」

　両者の間には冷たい闘志が渦うず巻まき、互たがいに一歩たりとも退かない。

　二人の視線はぶつかり続けて鍔つば迫ぜり合いの様相を呈ていし、絶ぜつ叫きようが響く。

「猫の魅力は世界一ィィィ!!」

「犬は上！　猫は下だッ!!」

　ヒデオの背後には愛くるしい子犬のビジョンが。アルベルティーナの背後には抱きしめたくなるような子猫のビジョンが展開されている。

「ＨＯＵＮＤＤＯＣに加入した私の仕事は、どうやらキミに猫の魅力を分からせてやることになりそうだな！」

「僕のことをあれほど嫌きらっていた風に見えた君が簡単に落ちちゃって少々物足りなかったところさ。全力で君を犬派に調教してあげるよ。そう、全力で！」

　愛玩動物に対する両者の思い入れが中空で激突し、周囲に強大なプレッシャーを放つ。

「猫派ァァァァァァァァァ!!　君に勝つ!!」

「負けるわけにはいかん!!　犬派ァァァ!!」

「「うおおおおおおおおおおおおおおお!!」」

　両者激突。

　近所迷惑な力と力がぶつかり合い、食器が派手な音を立てる。

「ちょ、ちょっと二人とも、やめるさっ！」

「怪我しちゃいまス！」

　乙おと女めたちの声も届かず、アフリカで英雄ヒーローと称たたえられた二人の全力がぶつかり合――

「すこし、頭冷やそうさ」

　――う間ま際ぎわ、カナエの異能によって、二人の頭にこれでもかと冷水が降り注ぐ。

「わひゃん！　さ、寒いよカナエ！」

「ね、猫は体を濡らすと命に関わるんだぞ！」

「二人とも、これ以上迷惑な喧けん嘩かを続ける気ならもう一いち撃げき浴びせるけど、どうするさ？」

　カナエの武力介かい入にゆうによる鎮ちん圧あつ。そんな中、応接室の扉とびらが開かれる。

「ヒデオが退院したって聞いたから様子を見にきて、騒さわがしいと思えば……何よこれ？」

　ソファや応接机がひっくり返り、水浸しになった事務所を見た人物……北きた里ざと雷らい華かが目を丸くする。

「あ、いらっしゃい雷華。ちょっと局地的などしゃぶキヤツツアンりの雨ドドッグズに見み舞まわれてね」

「室内で!?」

　ずぶ濡れになったヒデオが返答すれば、雷華の困惑ぶりはますます深くなる。

　雷華は全く状じよう況きようが呑のみ込めぬようだったが、ここで慌あわててもＳランクの名折れと考えたのか、ふふんと胸を張った。

「ま、まあいいわ！　それより今回の事件について色々と聞かせてもらったわ！　いくら強くても、入院するような危険があるって理解したわね？　やっぱりアンタには、強力な仲間が必要なのよ。そう、Ｓランクメディックよ！　つまり今日こそ私の物に――うん？」

　熱弁を振るっていた雷華が、ふといつもよりも事務所内の面子が多いことに気付く。

　それが誰だれかにようやく気付いた雷華が、目を白黒させた。

「ア、アルベルティーナ・シュヴァイツァー!?　何故こんなところに？」

「僕たちの仲間になった。ＨＯＵＮＤＤＯＣの一員だよ」

「は？」

　雷華が、まったく知らない外来語で話しかけられたような表情になる。

「ナカマニナッタ？」

「イロイロアッテナ」

「ああそうなの……って、納なつ得とくできるわけがないでしょうがぁっ！」

　ビシッ！　と電でん撃げきが宙に迸ほとばしる。

「色々って何よ！　何がどう転んだら、世界が最も注目するＳランクメディックが最大手ＰＭＣから極小ＰＭＣに移籍するのよ！」

　ギャーギャーと叫さけぶ雷華はふと気づく。

「あれ。じゃぁＳランクメディックの仲間は……」

「うん。アルルがいるから大だい丈じよう夫ぶ」

「そんなぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　雷華が衝しよう撃げきを受けながら、アルベルティーナへと詰め寄る。

「ちょっと！　野口英雄は私が目を付けていたのよ！　Ｓランクメディックに勝手に加入されたら、ますますアイツが私の物になりにくくなっちゃうじゃない！」

「にゃぁ……ドクトル・キタザト。済まないけど後にしてくれ。今、私はヒデオを猫派に改造するのに忙いそがしい」

「改造？　勝手なことを言わないで！　アイツは私色に染め上げるんだから！」

　雷華が凄すさまじく勝手なことを言い出す。

「お二人とモ、人のお婿むこさんに手を出すのは感心できませン！」

　部屋の隅すみに避ひ難なんしていたメンバーの中から、メリーまでもが抗こう議ぎの声を上げる始末。

　混こん沌とんの様相を深めてきた状況で、誰もが気付けない。

　アルベルティーナが着用していたメイド服。その胸の部分が、犬いぬ猫ねこ闘とう争そうの激しさのあまりダメージを受けていたことに。

「兎とに角かく、アンタには今日こそ日本戦闘医師会に入ってもらうわ！　場合によっては決闘してアンタの身み柄がらを強制的に……」

　雷華がそこまで言いかけた途と端たん、ビリッという嫌いやな音。

　気づけば、アルベルティーナの服が破れ、たわわな胸が露あらわになっている。

「きゃあ!?」

　アルベルティーナが涙目になって胸を隠かくす。

「っぅ!?」

　同時に、アルベルティーナの眼前に位置していた雷華も、その光景の直撃を受けた。

　彼女は、一瞬とはいえ鮮せん烈れつに解放されたおそるべきたゆんたゆんに圧あつ倒とうされ、そのまま崩くずれ落おちる。

「ま、負けた……。同じＳランクなのに圧倒的に……」

　彼女の言う「負けた」が、胸の大きさでの戦いであるとヒデオが理解するのにしばらくの時間が必要だった。

（ら、雷華ったら、他人と胸の大きさで張り合う勇気があったのか……）

　勿論、心中で思っていたことを口に出したら黒ころ焦こげになるので言わない。

　そして雷華は地面に突っ伏しながら、悔くやしさのにじみ出る声を上げている。

「わ、私だって……私だって週に二回肉のスープを飲んでいれば、胸の大きさで負けたりしないのに……っ！」

「雷華は何を言っているんだ」

　思わず呆あきれが顔に出る。

　権力と財力を併せ持つシロガネーゼが肉のスープから遠ざかるほど金に困っているとも思えないし、そもそも肉のスープを飲んでも雷華の胸に革命的変化は期待できない。

「ふ、太りやすい体質だから肉類をなるべく避けなきゃいけないのっ！」

（無理なダイエットに頼たよらなくても、魅力的だと思うけどな）

　心中で考え、でも声に出したらメリー辺りが絡からんできそうなのでお口にチャックする。

　さて、男としては眼福なのだが、このままでは目のやり場に困ってしまうので、アルベルティーナには着き替がえてもらい、場を仕切り直す。

「せっかく雷華に来てもらったし、ちょっと皆みんなに話があるんだ」

　ソファと椅い子すを元通りにした室内。床ゆかの水を拭き取って、ヒデオは皆を見渡す。

「Ｓランクが二人もいる今日こそ好機！　行方ゆくえ知れずの少女たちの捜そう索さくをするよ！」

「!?」

　何故か益二郎が目を剥むく。

　その横の女性陣は少し難しげな表情だ。

「うーん、これは女の勘かんだけど、別に大事にしなくてもいい事件の気がしてきたさ」

「メリーも同感でス。やはりいなくなった女の子たちにモ、何か考えがあるのでしょウ」

　ヒデオは腕うで組ぐみをする。

「いや、僕の中の会あい津づ魂たましいが叫んでいる気がするんだよね。なんというか……『達磨だるまの首を我わが墓前に供えよ。達磨の血を啜すすり、魂の慟どう哭こくで耳を楽しませ、我が憎ぞう悪おを鎮しずめよ』って呻うめき声ごえが聞こえるような……」

「だからそれ絶対に会津魂じゃないさ。ヒデオは心の中にどんな闇やみを飼っているさ？」

　福島出身のカナエが呆あきれ顔がおで指し摘てきする。

「まあまあ。前回は例の事件で邪じや魔まされちゃったけど、今日は雷華がいる。たとえ今日どんな敵が攻せめてきたとしても、雷華がいれば僕たちは安心してダルマの捜索ができる」

「おい……テメェってやつはどうしてそう巻き込まれ凡ぼん人じん系けいダルマを狙うんだ。つーか、結局テメェはダルマをどうしたいんだコンチクショウ」

　何故か苦々しい表情の益二郎が聞いてくる。ヒデオは即そく答とうした。

「ギッタギタ」

「…………」

　益二郎の表情が固まる。

「……本当に捜索するのか？」

「捜索しない理由がどこにあるのさ」

　益二郎は何かを悩むようにこめかみを押さえていたが、やがて諦てい観かん入り交じるため息を一つ漏らした。

「じゃあ仕方ねぇな。テメェがその気なら、仕方ねぇ」

「うん？　ジロー、それってどういう意味なの？」

　意味が掴めずにいるヒデオ。益二郎がどこか暗い目でヒデオを見つめ、その目は雷華の方を向く。

　指先でヒデオを指し示しながらジローの口こう端たんが持ち上がる。

　何を言うのかな、とヒデオはこの時まで純じゆん粋すいに疑問を持っていた。




「北里、先日コイツがテメェのこと股こ間かんハゲって言ってたぞ」




「じろおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぅ!?」

　何たる暴ばく露ろか。

　あまりに破は壊かい力りよくがある台詞せりふがヒデオの耳を劈つんざき、思考能力を破壊していく。

　確かに、そんな秘密を握にぎっていたし、それについて益二郎に漏らしてしまった。

　だが、このタイミングで暴露することに何の意味があるというのか。

「ち、違うんだ雷華ぁ！　結論を急いじゃいけない！　僕は……僕はそんなこと……」

　顔を真っ赤にした雷華が体中に電撃を漲みなぎらせる。ヒデオは慌てて言い繕つくろうが、強大なるエネルギーはますます力を高めていくばかりだ。

「アンタ、私の秘密を……あの夜のことを、よくも……」

「あ、あぅるるるるるぅ……」

　ヒデオの脳内で、逃にげろ、逃げろという声がワンワンと反響する。

　あと数秒この場に留まっていれば、待ち受けているのはギッタギタだ。

「ころす！　ころすぅ！」

「怒りのあまり舌が上う手まく回っていない！　もう逃げるしか……」

　応接室から逃げ出そうとするヒデオだが、その行動を読んでいた三人がいた。

「ヒディ、どうしてそんな秘密を知っているのですカ？」

「ヒデオが実際に見た、という可能性を考こう慮りよするのは当然の流れさ」

「あの夜のこと、という発言についてキミに色々聞かなくてはいけないな」

　メリー、カナエ、アルベルティーナ。

　彼女たちが壁かべとして立ちはだかり、哀あわれなヒデオの逃走を阻そ止ししている。

「ジ、ジロー助けてよ！　このままじゃ僕ぼくはギッタギタだよ！　……ジロー？　どこなのじろおおおおおおおおおおおぅ!?」

　彼の姿は応接室に無い。いつの間に離り脱だつしたのか。




　　　♪




　ヒデオのポケットの中で携けい帯たいがメールの受信を告げた。

　よもや益二郎か、と思って取り出す。液えき晶しように表示されているのはやはり奴やつの名前。

　急いでメールを開く。

『件名：早退する

　本文：夕食の支し度たくに時間がかかるので帰る』

「長ちよう州しゆうのゲス野郎がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ヒデオは渾こん身しんの力を込めて叫んでいた。右手は携帯をギリギリと圧あつ迫ぱくしている。

「帰っちゃったよあの野郎！　僕をこの状態にして帰っちゃったよ！　っていうか、何が夕食の支度に時間がかかる、だ！　多くの子どもを抱える家庭ならいざ知らず、あの野郎は一人暮らしだったはずじゃないかぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ポン、と肩かたに手が置かれた。

　ガチガチと歯を鳴らしながら振り向くと、そこには光の無い瞳ひとみ。

「ころす」

「ら、雷華……」

　何か現状打開の方法は無いのか。

　すると、右手の中でまた受信音。

　ひょっとしたら打開策を益二郎が授けてくれたのかも。

　一いち縷るの望みを胸に、メールを開く。




『件名：

　本文：ごめん














さよなら』






「見捨てられたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　これから起こる悲劇を見み越こした謝罪メール。

　助ける気なんて毛ほども無いことが分かる。

「何でジローは僕を売った！　何故だ、何故だっ！」

　周囲を取り囲まれ、状況はまさに四面楚歌。

　取り囲むのは美少女達たちだが、全然嬉しくないのはどうしたことか。

「ら、雷華やめようよ！　こんな不毛な争いは……」

「だれの　どこが　不毛ですって？」

「ひぃぃ、目が完全に闇に堕おちてるぅ！」

　じり、じりと狭せばまる包ほう囲い網もう。

「あ、はは、ははははは……」

　乾いた笑い声をあげたヒデオは、自分を窮きゆ地うちに追いやった怨おん敵てきへ向けて叫ぶ。

「長州……やはり、やはり貴様は会あい津づの敵だったか！　この怨うらみ、絶対に忘れぬぞぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　絶叫が轟とどろき、やがて事務所が静かになる。

　窓の外では、のんびりと客船が横よこ浜はま港こうを航行していた。







終章　この世に病みがある限り







　アルベルティーナをＨＯＵＮＤＤＯＣへ迎え入れて数日後。ヒデオはぼんやりと公園で時間を過ごしていた。

　港の見える丘公園。

　高台に展望台の設けられた公園で風景を眺ながめていれば、ゆったりと船が港を行きかう様や、横よこ浜はまベイブリッジの立派な姿が一望できる。

　晴れた日の昼下がりにしては珍めずらしく、公園に人の少ない日だった。

　のんびりとした時間を謳おう歌かしていると、背後から足音が。

「メリーたちは？」

「女の子三人でショッピングだとよ」

「アルルは早くもＨＯＵＮＤＤＯＣに打ち解けてるみたいだね。良かった」

　足音が近づき、ヒデオの座るベンチの隣となりに乱暴に腰こしを下ろす者がいる。

　横を向くまでも無い。大おお村むら益ます二じ郎ろうだ。

「……さて。僕の心の中では、第三次長州征せい伐ばつが決定事項になりつつあるんだけど」

「先日の件はこちらにも言い分がある。ギッタギタにされるわけにはいかねぇしな」

「僕がギッタギタにするつもりだったのは、少女を連れ去った悪漢だよ」

「そいつは悪漢じゃねぇよ。少なくともテメェよりは善人だ」

　ヒデオは、意味不明の言葉を並べ立てる益二郎に肩を竦めてみせ、再び視線を海うな原ばらへと移す。

「ＨＯＵＮＤＤＯＣにとってアルルの加入は大きいね。日が経たつにつれ実感が湧わくもん」

「ああ。ＷＨＦも大おお掛がかりな妨ぼう害がいは働けなくなるだろう。やはりＳランクメディックの力は絶大なものだ」

　メリットを述べる益二郎だが、表情は硬い。

「だが、俺おれたちは世間の注目を浴び過ぎちまった。メリーの異能が誰かに知られる危険性は飛ひ躍やく的に高まってやがる」

「あの異能の存在を知られたら世界中からメリーは狙ねらわれる。メリーの異能は命を救う切り札にして、病魔イルを潰つぶす最強の兵器になる可能性を秘ひめているからね」

　メリーの笑顔が脳のう裏りに浮かぶ。

　あの笑顔を消してはいけない。絶対に。

　二人はそのまましばし無言になり、視線を眼下の海に飛ばす。

　悠ゆう々ゆうと流れる時間は今日も優やさしい。ぼぉぉぅ、と汽笛が景色に似合う音を添そえる。

「……テメェが入院している間に考えていたことがある」

　汽笛が三回ほど鳴ったころ、益二郎は話題を切り出してきた。

「クイーン・ステイツ号の事件。あれはアルテミス計画を企たくらむどっかの研究者たちによる壮そう大だいな実験だったっていう推理、俺も同感だ」

「問題は『どんな研究者たちか』ってことでしょ？」

　益二郎は海原を見つめる目を険しくする。

「新種病魔を大量に確保して、更にはそれを改造する時点でもうおかしいのに、最新型のコンピューター客船にあらかじめ病魔を忍ばせておいて計画実行まで隠いん匿とくできる……こんな真ま似ねを可能にする資金力と技術力を持った研究機関は世界を探してもそう無いぞ」

「日本の研究機関じゃ無理だろうね。考えられるとしたらアメリカか中国」

「そしてＷＨＦ」

「うん。けれどどこの国も優ゆう秀しゆうなメディックを擁ようしている。いたずらに事を荒立ててメリットのある国はどこにもない。まして優秀なメディックを抱え込んでいるＷＨＦがリスキーな実験をするとも思えないんだ」

「ならば国家に所属せず国家並みの力を持つ研究機関か。ＷＨＦ以外にあるのか……？」

　強い風が吹き付けた。

　木々の葉が風に煽あおられ不安定に揺ゆれる様は、世界が何かに怯おびえているようにも見える。

「……これもあくまで噂うわさだよ」

　ヒデオはゆっくりと唇を持ち上げて念ねん押おしした。

「病魔との戦闘が激化していくうちに『人類の勝利のためならば手段は選ばない。たとえ他人を犠ぎ牲せいにしても』と考える科学者の集団が現れた。彼かれらは裏の世界で密ひそかに力を蓄たくわえ、強大な組織を作り上げたと言われている」

「科学者は変わり者ってのが相場だからな。そういった奴らがいてもおかしくねぇ」

　益二郎が混ぜ返すが、それはヒデオの話をきちんと聞いているという合図でもある。

「組織は病魔と戦う技術を開発するために、次々と人体実験を行ってきた。人類の勝利という夢を叶かなえるため、時には村一つを潰すような実験も行われたと言われている」

　人体実験によって得られるデータには膨ぼう大だいな価値がある。

　絶対にやってはいけないことだと大たい抵ていのメディックも知っている。

　しかし、悪魔の誘ゆう惑わくに耐たえうるメディックはどれほどいることだろう。

「その組織の目的。それは『八月』を迎えること」

「八月だと？」

「うん」

　ヒデオは説明する。

　八月は英語でオーガスト。ローマ皇帝アウグストゥスに由来している。

　彼が在位中、ローマで採用されていたユリウス暦れきには誤りが発見されていた。

　アウグストゥスはユリウス暦の誤りを正し、正した月に自分の名前をつけた。

　それが八月。誤りが修正され正しい世界が動きだした時。

　その組織は現代のアウグストゥスたらんとしているのだ。

　病魔の発生によって歪ゆがめられてしまった人間の世界を、正しい世界に戻もどすために。

　かつてアウグストゥスが成なし遂とげたローマの平和パクス・ロマーナと呼ばれた平和秩ちつ序じよの構築を、現代に蘇よみがえらせるために。

　たとえ悪魔に魂たましいを売り渡そうとも、究極の技術を完成させて人類の勝利を導く。

　悪魔が実験台イケニエを求めるのならそれに従うことだろう。

　たとえ生いけ贄にえとなるのが、多くの無む辜この民たみだとしても。

「平和のためなら幾いくらでも他人を実験台ぎせいにしていいってわけか……」

　益二郎が苦々しく呟つぶやくのは、犠牲にされる人々の気持ちを考えてのことか。

　異能を持たないパージされてきた人々の為に戦う彼にとっては、他人ひと事ごとではない話に感じられるのかもしれない。

　ヒデオは港を見る。

　いつもと変わらない風景。

　けれど、何かが変わりだすのが感じられる。

　世界の秩序が軋きしむような、そんな感覚を抱きつつ、口は動く。

「彼らの凶きよう行こうを支えるのは組織直属の闇のメディック。それぞれＳランクにさえ手が届く実力者たちであり、組織の敵になる者を闇に葬ほうむっていくらしいんだ」

「……テメェはその名も知ってるのか？」

「平和の月はちがつを人類が迎える前に訪おとずれる闇夜やみ。平和のための生贄を求める者達。彼らの名前は、八月を目指すためにこう名付けられている」

　あくまで噂に過ぎない。されど、胸むな騒さわぎは止まらない。

　ヒデオが唇くちびるを持ち上げた瞬間、風が急に凪なぐ。




「名を、『八月前夜』。生物兵器と化学兵器の精せい鋭えいが集う、史上最悪の特とく殊しゆ部隊だ」




　港町の風景が動きを止める。一いつ瞬しゆんだけ、世界が静止していた。

「……正体不明の強大な闇組織に正面切って立ち向かう余よ裕ゆうは、今のＨＯＵＮＤＤＯＣにねぇぞ」

「手は打つつもりさ。何せこちらには、長州という陰いん湿しつな思考の作戦立案者がいる」

「オウ任せておけ。会津の可哀かわいそうな知的水準でも理解できる作戦を立案してやる」

　もう日常の風景となったやり取りを挟はさみ、二人は空を見上げる。

　ＨＯＵＮＤＤＯＣが置かれた状況は、アルベルティーナが加入してなお楽観できるものではない。

　病魔の発生、ＷＨＦとの軋あつ轢れき。極きわめつけに闇組織の出現という惨さん状じようだ。まともに相手をしていては勝ち目が無いという益二郎の見極めには、ヒデオも同意するところ。

　されど、二人に諦あきらめという考えはない。

「病魔、ＷＨＦ、闇組織。これら全部を相手に守勢に回ってたら潰される。採るべき選せん択たくは一つしかない」

「敵の手が分からぬうちは動かないというセオリーを無視して、こちらから動き敵の手を封ふうじる……世界を相手に反転攻勢か」

　常識的に考えて不可能だと言わんばかりの笑いを飛ばされる。

　だが、ジローの冷めたような笑いの下に、静かな熱が宿っていることが、確かにヒデオに伝わっていた。

「無む茶ちや苦く茶ちやだってのは承知の上だよ。だけど、その先に未来があるなら突き進む」

　ヒデオが立ち上がり、益二郎もそれに倣ならう。二人そろって海原に目を落とす。

「一度の挫ざ折せつで全すべてを失う世界なんか変えてやる。人を救いたいという想おもいがある限り、そして、この世に病みがある限り。僕は何度でも蘇よみがえる」

「テメェの浪花なにわ節ぶしに乗ってやるよ。ＷＨＦのエリート様たちに、世界を形作っているのは俺たち凡人も同じだということを理解させてやるいい機会だ」

　世間は、二人のことを身の程ほど知らずの大ぼら吹きと嗤わらうかもしれない。

　けれど、再び動き出した海風を体で浴びている二人は紛まぎれも無く本気。

　世界など、変えてやる。

　常識など、変えてやる。

　男二人のプライドが、世界と常識相手に牙きばを剥く。







　世界よ、覚かく悟ごせよ。

　今度の維い新しんの担い手は、会津と長州の連合軍。
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あとがき







　草くさ木きうしみつです。

　この頁をお借りして、謝しや辞じを述べさせていただきます。

　まず、この本を手に取ってくださっている皆様。心からのお礼を申し上げます。

　編集Ｎ様。インパクトのあるタイトルのご提供、ありがとうございます。色々ご迷惑をおかけしましたが、お力を尽くしていただいたおかげで、本書は形になりました。

　黒くろ衛えもん先生。イラストをお引き受けくださりありがとうございます。細かい注文にも想像以上のクオリティで応えてくださり、本当に感謝しております。

　また、出版にあたり関わって下さった方々。大変お世話になりました。ありがとうございます。




　私事で恐縮ですが、去年の十一月に、念願の提てい督とくに就任しました。

　そう、艦隊をこれくしょんするあのゲームです。

　初めてオンラインゲームをプレイすることになりましたが、かなり楽しいです。

　もっと早く始めればよかったなと思います。




　実は私、とあるゲームを長年プレイし続けています。

　その名も、やりくり。

　これは、御お財さい府ふという陣地に「金かね娘むす」を迎え入れ、ひたすら世の中を生き延びるという、ゲームです。

　金娘がいなくなるとゲームオーバーとなるので、注意したいところです。（敗者復活方法セーフティネットは全国で法整備されているのですが、プレイする自治体サーバーによって運用が異なります）

　エンヤコラ、エンヤコラ。

頑張って働いて御お財さい府ふに金娘たちを招き入れていくことに、素直な喜びはあるものの、毎月行われる強制イベント「家や賃ちん支払」「水道光熱費支払」「住民税支払」等が次々と金娘たちを連れ去っていきます。

　更に、怪我や病気などの突発的なイベントが発生すれば、金娘がいなくなるばかりか、新しく金娘を迎え入れることもできなくなってしまうかもしれません。

　そんな時に備え、プレイヤーは強力な金娘を一定数保持することが求められます。




　ちなみに、万年弱小プレイヤーである私の御お財さい府ふ（絶望的な金娘保有数）で主力となり頑張ってくれているのはノグチという金娘です。

　このノグチ、史実ではとんでもない放ほう蕩とう者しやです。

　男に金を貢みつがせては散財し放題。貢いだ男たちは口を酸っぱくして注意するのですが、気付けばまた金を貢いでしまい、そして散財される……。

　どんな男も魅了してしまう魔性の人。男傾けい城せいと揶や揄ゆされた人物。

それがノグチなのです。

　ただ、極貧の生まれと左手の大火傷という最悪の初期ステータスからのし上がった努力は他の追つい随ずいを許さず、日本銀行うんえいもその努力を重要視したからノグチを金娘として採用したのではないでしょうか。

　少なくとも、私はそう考えています。




　また、私の御お財さい府ふにたまに迎え入れることができる、ヒグチというレアな金娘。

　残念ながらすぐに出ていってしまうのですが、強さはノグチの五倍というチート！

　ヒグチが御お財さい府ふに入っている時の心強さといったら、もう……。




　そして、ヒグチの上位互換として、ユキチという金娘がいるそうです。

　強さはノグチの十倍に匹ひつ敵てきするとの噂ですが、私のような弱小プレイヤーごときでは、とても彼女をお迎えできたことはありませんでした。

　しかし、この度ＨＪ文庫様のご厚意でいただけた任務「ライトノベルを執筆せよ！」を達成することができれば、任務報ほう酬しゆうとしてユキチをお迎えできるかもしれません。

　ノグチ・ヒグチ・ユキチが揃う……今まで想像もしなかった事態に震えがとまりません。

　精一杯頑張りますので、よろしくお願いいたします。




　以上、取り留めのない無駄話にお付き合いいただきまして恐縮です。

　本書を手に取って下さった皆様の本日に、何か小さな幸せが訪れますよう。
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